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養殖カキを用いた内湾環境修復の研究 その２）(
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はじめに

大村湾をはじめとする閉鎖性海域の環境保全に

ついては、陸域でのＮ・Ｐ除去、藻場や干潟再生

等の各種調査研究が行われている。

今回、当所では海洋科学技術センターとの共同

研究事業として、曝気をカキ養殖に用い、カキに

よるＮ・Ｐ回収の効率化を図る実証試験を形上湾

で行うこととなった。

本研究は、平成１３年度からの５カ年事業の予

定で全体計画は次のとおりである。

○平成１３，１４年度

・形上湾の環境事前調査及び背景調査

・水槽（メソコスム）による予備実験（曝気効

果等）

○平成１４～ １７年度

（ 、・養殖カキイカダによる本実験 カキの生育率

栄養塩類の吸着量等） 平成１５年１月……

より開始（年１回の３カ年実施予定）

・栄養塩類吸着及び水質浄化効果判定のための

環境調査

・事業化に向けてのコスト試算

また、海洋科学技術センターとの役割分担で、

環境調査を当所が実施することとしており、ここ

では平成１３年度～ １４年度に実施した現況の形

調査結果について報告する。上湾の水質

調査地点及び調査項目等

１．調査地点

湾内に の調査地点を設定 （図 ）17 1。

２．調査回数及び調査項目

①毎月調査

・ の表層、中層（ ｍ）及び底層St.1,8,9 2.0

（ は平成１４年１月より毎月調査）St.1

・ 、水温､透明度、溶存酸素、 、総窒pH COD

４ ２ ３素、総リン、 － 、 － 、NH N NO N NO

N PO P－ 、 －４

ｸﾛﾛﾌｨﾙ－ ａ等

②四季調査（ 月）5,8,11,2

・全 地点17

２・毎月調査項目及びＳｉＯ

③底質及びﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査（ 月）5,8,11,2

・ の６地点St1,8,9,11,12,13

・底質… 、総窒素､総リン、硫化物、強COD

熱減量

図１．調査地点
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水質調査結果

１．水温

実験イカダを設置した湾北部でイカダに最も近

St.1 St.8い と湾を代表する地点として設定した

の月別変化を図２３に示した。表層と底層の水,

温差は２カ年とも７月に大きく４℃から５℃の差

8 9があった 月からは表層底層の差がなくなり。 、

月以降は全層同じ程度の水温となっている。 月4

から再び差が見られ始めており、既に水温躍層の

形成がうかがえる。

平成１３年度と１４年度の差は特に認められな

かった。

２．透明度

透明度の での月別変化を図 に示したSt1,8,9 4

、 、が 平成１３年度に比べ１４年度の方がやや低く

かつ１３年度は湾奥部が低く湾央部が高くなって

いる傾向が見られたが、１４年度は湾全体ほとん

ど同じような透明度であった。琴海町長浦に設置

した気象観測データから１４年度は全般的に南か

らの風が強い日が多く、底泥の巻き上げが影響し

ていると思われる。

３．溶存酸素

と での溶存酸素の月別変化を図５６St.1 St.8 ,

に示したが、両地点とも表層と中層はほぼ同じ程

度であったが、底層の溶存酸素は５月頃から低く

なり始め、８月、９月に最小となり、１０月以降

図２．St.1 水温
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図３．Ｓｔ．８　水温
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図４．透明度
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になると一挙に高くなっている。平成１４年度の

底層の溶存酸素は１３年度と比べが高く、貧酸素

の状況までには至らなかった。これは前述のとお

、 。り 風による撹拌が影響しているものと思われる

この傾向は、大村湾央部でも同様であった。

４．総窒素

と での総窒素の月別変化を図７８に示St.1 St.8 ,

した。形上湾における総窒素は、変動が大きく、

季節変化等の傾向は認められなかった。

また、通常夏場の成層時に生じる底層の濃度上

昇も確認できず、逆に表層の総窒素が高いことが

多く、特に でその傾向が強く、窒素は陸域St.1

からの流れ込みの影響が大きいものと思われる。

底質からの溶出形態である、無機態の窒素は、主

にアンモニア態窒素が底層部で夏場に若干検出さ

れているが、総窒素の濃度に影響するまではなか

った。

図５．Ｓｔ．１溶存酸素
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図６．Ｓｔ．８　溶存酸素
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図７．Ｓｔ．１　総窒素
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図８．Ｓｔ.８　総窒素
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５．総リン

と での総リンの月別変化を図９ にSt.1 St.8 ,10

示したが、平成１３年度は春から夏場にかけて底

層部が高く、底泥からの溶出が確認できたが、１

４年度は、その傾向は見られず、特に ではSt.1

全層同程度の濃度であり、前述した貧酸素の状況

が弱かったため、底質からの溶出が抑制されたこ

ものと思われる。

地点別に比べても、特に大きな差は見られなか

った。

底質調査結果

有機物量の指標となる強熱減量（図 ）をみる11

と、 が より高く、総窒素（図 ）も同St.1 St.8 12

様であり、湾奥部の方がやや有機汚濁が進んでい

ることが分かる。一方、総リン（図 ）は５～13

１１月はやや ． が高かったが２月が逆になっSt 8

図11．強熱減量（平成１４年度）
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図1２．総窒素（平成１４年度）
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図９．Ｓｔ．１　総リン
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図10．Ｓｔ.８　総リン
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ており、特に大きな差は見られなかった。

また、季節的には冬場に若干低くなる傾向が見

られるが、水質ほど大きい季節変動はないものと

思われる。

プランクトン調査結果

プランクトンの調査結果を図 に示す。14,15

種類数は、季節別にみると各地点とも秋期が最

も多いが、個体数は夏期が多かった。優占種は各

季節とも珪藻類で、 月の 月5 Rhizosolenia alata, 8

の などとなっている。 年度は測定R. delicatula 14

時の顕著な赤潮現象はみられなかったが、 月は8

赤潮に近い状態であった。

まとめ

本研究は、現況水質について把握の途中段階で

あることから結果の全体的な考察は困難である

が、形上湾は大村湾よりも流動が小さく湾奥部の

水質はより悪化している。また、１４年度と１３

年度を比べると貧酸素の状況が大きく異なってお

り、水質にも大きな影響を与えていた。

今後は、平成１５年１月から海洋科学技術セン

ターが主体となって湾北部で開始した本格的養殖

実験（６０ｍ×６０ｍの養殖イカダ）と併せた周

辺水質調査の実施と湾全体の結果の関連について

検討を加えて行くこととする。

図13．総リン（平成１４年度）
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図14　　種類数の季節変化
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図 15　　個 体 数 の 季 節 変 化
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大村湾の浄化・生態系回復に関する研究(2002年度) 
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Research on the Purification and the  

Ecosystem Restoration of the Omura-Bay  

                                                

Takamitsu AKAZAWA ,Shuzou ISHIZAKI , and Makoto YATSUNAMI 

                                                             

        Key Words : Omura-bay, Purification, Ecosystem Restroration 
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は じ め に 

 生態系がもつ自己再生能力を引き出すことで、大

村湾の水質及び底質の浄化や生態系の回復を目

指す研究が、大村湾水質浄化対策事業の一つとし

て、2001年度（平成13年度）から５ヶ年計画で開始

された。 

平成14年度は、平成13年度に実施した全湾調

査

1)
のうち、汚濁度が最も高いと考えられた津水湾

について、海域の詳細調査を行うとともに、津水湾

に流入する主要河川からのCOD等の負荷量調査

を行った。 

 

調 査 の 概 要  

１．海域調査  

(1) 調査時期 

  水質：平成14年4月～ 平成15年3月の各月1回

（6,8,11,2月は底質調査に併せて採水。その他

の月は公共用水域の測定日に採水）。 

底質・底生生物：春期調査：平成14年6月24 

             夏期調査：平成14年8月22日 

             秋期調査：平成14年11月28日 

             冬期調査：平成14年2月26日 

(2) 調査項目 

  水質（表層、中層、底層）：水温、DO、COD、

TOC、T-N、NH4-N、NO2-N、NO3-N、T-P、

PO4-P、chl.a、Cl、プランクトン 

       底質：ORP（酸化還元電位）、乾燥減量、強熱

減量、粒度組成、COD、T-N、T-P、硫化物 

  底生生物：エックマンパージ採泥器により3回採

取した底質を、1mmのふるいにかけ、ホルマリン

で固定したものを民間の分析業者に委託して行

った。 

(3) 調査地点 

   水質：TS-6、TS-9、祝崎沖、喜々津川沖、久

山港沖の5地点 

   底質・底生生物：TS-6、TS-9、TS-11、TS-14、

喜々津川沖、久山港沖、喜々津川河口、西大川

河口、東大川河口の9地点（図１参照）。 

   なお、祝崎沖、喜々津川沖、久山港沖は、公

共用水域の環境基準点、TS-6、TS-9、TS-11、

TS-14は、昭和49年度に津水地区環境影響事

前評価報告書

2)
で行った観測地点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図１ 調査地点図 

 

２．河川負荷量調査 

 (1) 調査時期 

   平成14年5月～ 平成15年3月（各月1回）。 

 (2) 調査項目 

TS-6

TS-14

喜々津川沖
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祝崎沖

西大川

河口

東大川
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   水温、DO、COD、TOC、T-N、NH4-N、

NO2-N、NO3-N、T-P、PO4-P、Cl、 

 (3) 調査地点 

   東大川、西大川、喜々津川の3河川。 

 

調 査 結 果  

１．海域調査  

(1) 水質 

(a) DO 

祝崎沖、喜々津川沖及び久山港沖における

DOの調査結果を図2に示す。 

津水湾内のDOは、津水湾口部の祝崎沖で7

月に弱い成層が確認されたが、沿岸域では四季

を通じてDO成層は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図２ DOの季節変化 

 

   (b) COD 

 

   祝崎沖、TS-9、喜々津川沖及び久山港沖に

おけるCODの季節変化を図3に示す。 

CODは、全地点において年間を通じて2.5～

3.0mg/l前後が多く、環境基準（2mg/l)を達成す

ることはほとんどなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図３ CODの季節変化  
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   (c) T-N、T-P 

   T-Nはほぼ全地点において中・底層よりも表層

が高く、環境基準（平成15年度暫定目標値

0.22mg/l）を超過することが多かった。特に、喜々

津川沖では表層のT-Nが0.22mg/l以下になること

が少なく、汚濁度が高いと考えられる。 

   T-Pは、夏～ 秋期に喜々津川沖及び久山港沖

で環境基準（0.02mg/l）を大きく超過した。また、

祝崎沖の底層では、成層がみられた7月に、底質

からの溶出と考えられる急激なT-Pの増加がみら

れた。 

  (d) プランクトン 

   各地点表層でのフランクトンの種類数及び個

体数を図4、5に示す。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表層でのプランクトンは各地点とも11月に最も種

類数が多くなっているが、個体数では喜々津川沖

や久山港などの沿岸部では8月の方が多くなってい

た。 

11月調査での水深別の種類数、個体数をみると、

喜々津川沖や久山港などの沿岸部では中、底層の

方が表層より種類数、個体数とも多くなっている。こ

れらは河川からの淡水の流入の影響と考えられ、Cl

イオン濃度は表層の方が低くなっている。 

 

 

 

図６　水深別種類数の変化（11月調査）
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 (2) 底質 

  底質調査は、エックマンパージ採泥器により採

取した底泥を2mmメッシュでふるったものを試料と

し、理化学検査については底質調査法（昭和63

年9月、環境庁水質保全局）、粒度組成について

はJIS1204に準拠して分析を行った。 

  底質の調査結果を表1に示す。 

(a) 強熱減量 

強熱減量は、ほぼ全域的に夏期（8月）に最大

値を示した。また、津水湾口部（TS-6）及び湾央

部（TS-9）、喜々津川沖以西（喜々津川沖、喜々

津川河口、TS-14）、久山港沖以東（久山港沖、

東大川河口、西大川河口、TS-11）の順に高い

傾向がみられた。 

(b) 酸化還元電位 

酸化還元電位は、全域で四季を通じて

-200mV以下の還元状態であったが、11月に急

激に還元状態が緩和される地点が多かった。特

に久山港沖以東では他の時期に比べて100mV

以上高かった。 

(c) 硫化物 

硫化物は、津水湾口部及び湾央部よりも沿岸

域の方が四季を通じて高く、水産用水基準(1995

年12月、(社)日本水産資源保護協会)である

図４津水湾でのプ ラ ン クトン 種類数の季節変化
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0.2mg/g dryを超過する傾向がみられた。地点別

では、喜々津川河口及び喜々津川沖では夏期

（8月）に極大値を示したのに対し、久山港沖では

秋期（11月）に極大値を示した。 

   (d) COD 

CODは、四季を通じて水産用水基準

（20mg/g･dry以下）を達成できたのは西大川河

口のみであった。季節別では、夏期（8月）及び冬

期（2月）に高くなる傾向がみられた。地点別では、

喜々津川沖以西が四季を通じて22.6～

34.1mg/g･dryと汚濁度が高かった。 

(e) T-N 

   T-Nは強熱減量同様、津水湾口部、湾央部、

喜々津川沖以西、久山港沖以東の順に高い傾

向がみられた。 

(f) T-P 

T-Pは強熱減量及びT-N同様、津水湾口部、

湾央部、喜々津川沖以西、久山港沖以東の順

に高い傾向がみられた。季節別では、夏期（8月）

に全地点で減少していたが、この時期は水質の

底層のT-Pが高くなる傾向がみられたことから、底

質からのリンの溶出があったものと考えられる。       

(g) 粒度組成 

粒度組成は、各地点ともシルト質が主体となる

ことが多く、粘土分と合わせた泥分の割合は80%

以上を占めることが多かった。しかし、東大川河

口及び西大川河口では、粒度組成の変動が大

きく、砂分が60%以上を占めることもあった。これ

は、河口域においては河川からの土砂の流出な

どの影響を受けやすいため、調査地点の微妙な

ずれなどで変動したものと考えられる。 

(h) 有機汚染指標 

COD、強熱減量、硫化物、T-N、T-P及び泥分

から下記により有機汚染指標（底質改良事業実

施指針（1985））を算出したものを図8に示す。 

 

有機汚染指標＝0.310（COD－ 23.5）/23.5 

         ＋0.170（IL－ 11.7）/11.7 

         ＋0.868（T-S－ 0.504）/0.504 

         ＋0.141（T-P－ 0.618）/0.618 

         ＋0.166（Mud－ 68.3）/68.3 

COD：化学的酸素要求量（mg/g･dry） 

IL：強熱減量（%） 

T-S：硫化物（mg/g･dry） 

T-N：全窒素（mg/g･dry） 

T-P：全リン（mg/g･dry） 

Mud：泥分（%） 

 

有機汚染指標 0以上：汚染の始まりかかった          

               泥 

          1以上：汚染泥 

 

                           表１ 底質調査結果 

Ｓｔ 採泥年月日 時刻 水深 酸化還元電位 乾燥減量 強熱減量 COD Ｔ－ Ｐ Ｔ－ Ｎ 硫化物 50%粒径 粘土分 ｼﾙﾄ分 砂分 泥分

m mV ％ ％ mg/g　dry mg/g　dry mg/g　dry mg/g　dry mm φ % % % %

久山港 H14.6.24 10:40 7.0 -425 56.7 10.7 19.4 0.56 1.75 0.31 0.0084 6.9 23.1 55.7 21.2 78.8

喜々津川沖 H14.6.24 10:10 9.5 -424 65.0 12.9 25.8 0.60 2.19 0.24 0.0227 5.5 44.6 37.2 18.2 81.8

ＴＳ－ ６ H14.6.24 10:40 15.5 -387 67.8 14.3 17.5 0.70 2.51 0.11 0.0123 6.3 29.3 62.6 8.1 91.9

ＴＳ－ ９ H14.6.24 10:00 13.0 -373 64.4 13.6 20.6 0.57 2.35 0.22 0.0116 6.4 32.6 56.5 10.9 89.1

ＴＳ－ １１ H14.6.24 11:20 4.2 -400 55.6 9.6 19.1 0.46 1.51 0.22 0.0136 6.2 29.0 63.7 7.3 92.7

ＴＳ－ １４ H14.6.24 9:47 9.0 -424 64.8 12.8 25.8 0.58 2.38 0.31 0.0204 5.6 24.1 71.8 4.1 95.9

東大川河口 H14.6.24 11:10 3.7 -408 45.9 6.7 21.7 0.38 1.05 0.30 0.0411 4.6 17.6 52.6 29.8 70.2

西大川河口 H14.6.24 10:55 3.8 -384 34.4 4.3 8.4 0.27 0.63 0.06 0.0796 3.7 19.6 28.7 51.7 48.3

喜々津川河口 H14.6.24 9:45 -419 58.2 11.4 23.4 0.64 1.74 0.20 0.0333 4.9 16.4 69.2 14.4 85.6

久山港 H14.8.22 10:15 6.0 -397 59.8 11.8 20.3 0.48 1.83 0.34 0.022 5.5 16.4 67.8 15.8 84.2

喜々津川沖 H14.8.22 9:50 7.0 -413 58.4 12.8 32.2 0.39 1.95 0.62 0.0207 5.6 17.9 61.2 20.9 79.1

ＴＳ－ ６ H14.8.22 10:00 15.0 -422 71.1 16.7 25.2 0.55 2.85 0.09 0.0176 5.8 26.1 64.9 9.0 91.0

ＴＳ－ ９ H14.8.22 10:25 11.5 -407 66.7 15.4 29.5 0.52 2.50 0.10 0.0154 6.0 25.0 66.1 8.9 91.1

ＴＳ－ １１ H14.8.22 11:15 3.9 -363 56.2 11.3 23.3 0.41 1.57 0.11 0.0197 5.7 21.9 67.1 11.0 89.0

ＴＳ－ １４ H14.8.22 10:50 9.9 -407 59.7 13.4 26.8 0.52 2.22 0.25 0.033 4.9 17.4 76.6 6.0 94.0

東大川河口 H14.8.22 10:45 3.5 -414 47.1 7.3 22.1 0.30 1.03 0.32 0.0279 5.2 12.2 75.3 12.5 87.5

西大川河口 H14.8.22 11:00 2.5 -468 32.6 2.9 10.7 0.16 0.56 0.25 0.1321 2.9 8.1 31.2 60.7 39.3

喜々津川河口 H14.8.22 11:00 6.6 -406 58.0 12.4 33.0 0.46 2.01 0.79 0.0265 5.2 19.7 64.6 15.7 84.3

久山港 H14.11.28 10:10 6.1 -278 40.1 7.3 14.8 0.33 1.50 0.57 0.0215 5.5 26.0 66.3 7.7 92.3

喜々津川沖 H14.11.28 9:55 7.6 -377 57.1 10.5 24.7 0.48 2.07 0.28 0.0168 5.9 27.8 52.1 20.1 79.9

ＴＳ－ ６ H14.11.28 10:20 14.0 -391 72.5 14.6 25.5 0.60 3.14 0.18 0.0163 5.9 31.0 56.8 12.2 87.8

ＴＳ－ ９ H14.11.28 10:50 11.7 -400 68.8 14.1 22.5 0.54 2.82 0.22 0.0185 5.8 28.0 53.8 18.2 81.8

ＴＳ－ １１ H14.11.28 10:50 2.9 -274 54.1 8.9 23.5 0.43 1.43 0.20 0.0277 5.2 20.7 69.3 10.0 90.0

ＴＳ－ １４ H14.11.28 11:15 7.7 -396 64.4 12.5 28.2 0.40 2.52 0.36 0.0189 5.7 30.1 64.4 5.5 94.5

東大川河口 H14.11.28 10:35 1.7 -226 31.5 3.6 8.3 0.14 0.53 0.14 0.1475 2.8 11.2 20.2 68.6 31.4

西大川河口 H14.11.28 10:25 3.8 -266 42.6 5.9 12.2 0.30 1.14 0.17 0.0324 4.9 20.5 48.0 31.5 68.5

喜々津川河口 H14.11.28 11:30 7.0 -324 58.5 10.5 22.6 0.46 1.80 0.22 0.0176 5.8 16.9 74.3 8.8 91.2

久山港 H15.2.26 10:30 6.0 -408 56.1 10.3 25.6 0.39 1.87 0.23 0.0174 5.8 22.8 67.1 10.1 89.9

喜々津川沖 H15.2.26 10:10 7.7 -346 54.0 12.2 30.9 0.35 1.73 0.16 0.0199 5.7 23.1 59.0 17.9 82.1

ＴＳ－ ６ H15.2.26 10:35 14.0 -411 69.0 14.3 27.4 0.38 2.63 0.09 0.0198 5.7 18.3 79.0 2.7 97.3

ＴＳ－ ９ H15.2.26 11:15 12.0 -409 68.5 13.6 32.9 0.48 2.23 0.17 0.0139 6.2 33.8 62.1 4.1 95.9

ＴＳ－ １１ H15.2.26 11:15 3.1 -380 55.5 8.4 24.3 0.32 1.40 0.23 0.0166 5.9 30.0 60.9 9.1 90.9

ＴＳ－ １４ H15.2.26 11:25 5.9 -422 57.8 10.5 22.7 0.25 1.82 0.31 0.0170 5.9 25.9 53.5 20.6 79.4

東大川河口 H15.2.26 11:05 3.0 -431 55.2 9.1 27.9 0.31 1.75 0.58 0.0202 5.6 15.7 66.2 18.1 81.9

西大川河口 H15.2.26 10:45 3.5 -379 47.8 6.8 16.7 0.29 1.10 0.08 0.0238 5.4 17.9 60.8 21.3 78.7

喜々津川河口 H15.2.26 11:40 3.0 -440 59.1 11.3 34.1 0.45 2.02 0.30 0.0188 5.7 27.0 65.9 7.1 92.9

６

月

調

査

８

月

調

査

１

１

月

調

査

２

月

調
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津水湾底質　有機汚染指標
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      図8 底質の有機汚染指標 

 

汚染の始まりかかった泥とされる0以上となった

のは、8月の喜々津川沖及び喜々津川河口、2月

の東大川河口の3検体であった。 

 

(3) 底生生物 

各地点での出現種類数および個体数の季節変化

を図9及び10に示す。春の調査では河口域の地点で

比較的出現種が多く、20種類以上採集された地点も

みられた。一方、夏期調査では各地点とも出現種は

激減し、特に久山、東大川河口、TS-11などの湾最奥

部は顕著である。個体数についても同様な傾向とな

っている。 

なお、津水湾中央部のTS-9及びTS-6は春から夏

にかけて無生物に近い状態であった。 

図9津水湾での底生生物種類数の季節変化
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図10　津水湾での底生生物個体数の季節変化

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

喜

々

津

川

沖

喜

々

津

川

河

口

久

山

港

西

大

川

河

口

東

大

川

河

口

T

S

-

1

1

T

S

-

1

4

T

S

-

9

T

S

-

6

個
体

数
／

m
2

春期

夏期

秋期

冬期

 次に、出現種及び個体数の組成比率を図11及び12に

示すが、出現種類数は年間を通して軟体動物と環形動

物が大部分を占め特に春から夏にかけては環形動物が

半数以上となっている。個体数は年間を通して軟体動

物が半数以上を占めている。

図11種の組成比率
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図12　　個体数の組成比率
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２．河川負荷量調査 

東大川、西大川及び喜々津川の3河川の月別負

荷量調査結果を図13に示す。 

3河川合計のCOD総負荷量の最大値は403.9kg/

日（5月）、最小値は88.5kg/日（9月）、年間平均値は

163.8kg/日であった。河川別にみると、西大川からの

負荷量が他の河川に比べて高かった。これは、西大

川流域には工場・事業場が多く、河川流量に占める

工場・事業場排水の割合が高いためと考えられる。 

3河川合計のSS総負荷量の最大値は353.7kg/日

（5月）、最小値は46.2kg/日（10月）、年間平均値は

131.1kg/日であった。河川別では、COD同様西大川

からの負荷量が他の河川に比べて高かった。 

3河川合計のT-N総負荷量の最大値は180.3kg/日

（5月）、最小値は76.0kg/日（10月）、年間平均値は

105.5kg/日であった。河川別では、COD、SS同様西

大川からの負荷量が他の河川に比べて高かった。 

3河川合計のT-P総負荷量の最大値は27.6kg/日（5

月）、最小値は5.99kg/日（2月）、年間平均値は

13.1kg/日であった。河川別では他の項目同様西大

川からの負荷量が他の河川に比べて高かった。 



                                            長崎県衛生公害研究所報 48, (2002) 資料 

 - 88 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          図13 3河川の月別負荷量調査結果

次に、3河川からの負荷量と、河川調査地点より下

流域にある水質汚濁防止法に基づく特定事業場の

排出負荷量の総計による津水湾流入負荷量を算出

したものを表2に示す。なお、河川からの負荷量につ

いては年間平均値を使用し、特定事業場の負荷量

については、過去に実測値があるものについては実

測値、ないものについては大村湾水質保全総合調査

事業報告書

3)
の水質原単位を用いて算出した。 

その結果、津水湾に流入する負荷量は、COD：

301.4kg/日、T-N：245.3kg/日、T-P：23.9kg/日と推定

される。 

 

         表2 津水湾流入負荷量 

 COD負荷量

（kg/日） 

T-N負荷量

（kg/日） 

T-P負荷量

（kg/日） 

東大川 30.7 8.8 0.4 

西大川 89.6 77.2 9.9 

喜々津川 43.5 19.5 2.9 

３河川合計 163.8 105.5 13.1 

下流域特

定事業場 

137.6 139.7 10.8 

総負荷量 301.4 245.3 23.9 

 

 

流量の月変化
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   考 察 

平成14年度の水質調査結果と、昭和49年度の公

共用水域水質測定結果を比較すると、CODは、環境

基準3地点（昭和49年度は津水湾奥で比較）とも四季

を通じて平成14年度の方が極めて高く、水質の悪化

は恒常的であると考えられる。また、透明度は、５月は

喜々津川沖、祝崎沖では3m程度で経年的な変化はみ

られなかったが、9月及び11月では平成14年度の方が

非常に低かった。特に、11月の喜々津川沖では4.7m透

明度が減少しており、水質が悪化していることを裏付け

るものと考えられる。また、久山港沖では、年間を通じて

平成14年度の方が低く、水質が悪化しているものと考え

られる。 

津水湾内の底質は、ほとんどすべての項目において

津水湾口部が最も汚染度が高く、次いで湾央部、喜々

津川沖以西、久山港沖以東の順に汚染が高い傾向が

みられた。底質のCODは、四季を通じて水産用水基準

である20mg/g･dryを超える地点が多く、特に喜々津川

沖以西ではすべての検体で超過していた。季節別では、

強熱減量及びCODが8月及び2月に高くなる地点が多

かったのに対し、T-Pは6月及び11月に高くなる地点が

多かった。T-Pが8月に低くなった理由として、この時期

には水質の底層のT-Pが高くなる傾向がみられたことか

ら、底質からのリンの溶出があったためと考えられる。 

一方、底生生物からみると久山、東大川河口、TS-11

など湾奥東部の夏期の種類数の減少が顕著で、理化

学調査結果との違いがみられた。 

津水湾流入負荷量調査は、過去にも「津水地区環境

影響事前評価報告書」

2)
（昭和49年度）、「津水湾の栄

養塩類調査」

4)
（昭和54年度）、「津水湾流入河川の汚

濁負荷量と同湾底質からの栄養塩等溶出試験」

5)
（昭和

60～ 61年度）で実施されている。これらの調査結果と比

較した流入負荷量の経年変化を図14に示す。 

平成14年度の３河川からのCOD負荷量合計は、昭和

60～ 61年度よりも約4割減少していた。これは、上流域

において合併処理浄化槽等の普及により生活排水処理

が進んだためと考えられる。一方、昭和60～ 61年度まで

増加傾向にあったCOD総負荷量は、平成14年度には

昭和60～ 61年度の半分以下に減少していた。これは条

例等により下流域の特定事業場に上乗せ排水基準が

設定されたことや、下水処理場の建設により生活排水処

理が進み、負荷量が減少したためと考えられる。 

平成14年度の3河川からのT-N負荷量合計は、昭和

60～ 61年度に比べて微増であったが、T-N総負荷量は、

昭和60～ 61年度に比べて４割近く減少していた。これ 

    

は、下流域に下水処理場が建設され、生活排水処理

が進んだためと考えられる。一方、平成14年度の３河川

からのT-P負荷量合計は、昭和60～ 61年度に比べて倍

増していたのに対し、T-P総負荷量は昭和60～ 61年度 

よりも微増であった。これは、昭和60～ 61年度に比べて

西大川からのT-P負荷量が非常に高くなっており、西大

川上流域の工場・事業場排水による負荷が高くなる一

方で、下流域に下水処理場が建設され、生活排水処理

が進んだために、総負荷量としては変動が少なかったも

のと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14 津水湾流入負荷量の経年変化 
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底質、陸域負荷量等を調査し、次年度以降に実施する

効果的な方策検討の基礎データを得た。しかしながら、

底質、特に河口域においては調査日前後の気象条件
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や、採取地点の微妙なずれなどで大きく変化する可能

性があり、今後に課題を残した。また、過去に津水湾内

を四季に渡って詳細に調査した例はなく、平成14年度

の調査結果の妥当性についても引き続き検討する必要

があると考えられる。次年度以降、効果的な方策の検討

を実施するためには、これらの問題点をすべて解決する

ことが重要であることから、平成15年度は平成14年度の

調査結果を補足するうえで、引き続き調査を継続するこ

とが必要であると考えられる。そのうえで、津水湾内で最

適な浄化策を検討することが必要である。 
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藻場による水環境の改善に関する研究 
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 長崎県総合水産試験場 

は じ め に 

 砂泥域や岩礁域に形成される藻場は、栄養塩類

の吸収や光合成による酸素放出などの水質浄化機

能と、幼稚魚の摂餌や魚類等の産卵、生育場とし

ての生物生息の場の機能を併せ持っている。このよ

うな藻場を創出することにより、大村湾の水環境を

改善する研究が、大村湾水質浄化対策事業の一

つとして、2001年度（平成13年度）から５ヶ年計画で

開始された。 

藻場には、砂泥域におけるアマモ場や岩礁域に

おけるガラモ場等があるが、本研究では大村湾に

おいてその規模が減少していると考えられるアマモ

に焦点を絞り、その生育環境条件の把握及び造成

効果、栄養塩類の吸収能等について研究を実施

する。 

2002年度（平成14年度）は、大村湾内で大規模

なアマモの自生域である江上浦（佐世保市）及び多

年生アマモの集落を有する舟津地先（大村市）に

おける生育環境調査と、2002年9月に長崎県総合

水産試験場により造成試験を実施している横浦地

先（西彼町）における生育環境調査を実施した。 

 

調 査 の 概 要  

1．調査項目  

    ・水質（表層、中層、底層）：水温、pH、DO、

COD、TOC、T-N、NH4-N、NO2-N、NO3-N、T-P、

PO4-P 

  ・底質：乾燥減量、強熱減量、T-N、T-P、粒度

組成 

・草体：T-N、T-P 

・流向流速、塩分、水温 

流向流速の連続測定は、底土上1m地点の１秒ごと

の流向流速を30秒連続で、１時間おきに約２週間測

定することにより実施した。塩分及び水温の連続測定

は、底土上1.5m地点の10分ごとの塩分及び水温を約

２週間測定することにより実施した。 

 

2．調査地点（図1） 

  ・大規模アマモ現存地域 江上浦3地点（浅所・

中間点・深所） 

  ・多年生アマモ現存地域 大村舟津2地点（浅

所・深所） 

  ・造成藻場地域       西彼横浦1地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 調査地点図 

大村市舟津

多年生アマモ場生息地

江上浦

大規模アマモ

場現存地

西彼横浦

アマモ場造成試験地
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3．調査時期  

(1) 成熟期調査 

江上浦 

水質：2002年6月13日 

      底質・草体：2002年5月29日 

      流向流速：2002年5月29日～ 6月13日 

     大村舟津 

        水質：2002年6月13日 

      底質・草体：2002年5月30日 

(2) 衰退期調査： 

江上浦 

水質・底質・草体：2002年9月3日 

流向流速・塩分・水温：2002年9月3日～

18日 

     大村舟津 

      水質・底質・草体：2002年9月4日 

流向流速・塩分・水温：2002年9月4日～

18日 

(3) 造成直後調査 

    西彼横浦 

      水質・底質：2002年10月8日 

流向流速・塩分・水温：2002年10月8日～

22日 

(4) 回復期調査 

江上浦 

水質・底質・草体2002年11月25日 

流向流速・塩分・水温：2002年11月25日

～ 12月10日 

     大村舟津 

      水質・底質・草体：2002年11月26日 

流向流速・塩分・水温：2002年11月26日

～ 12月10日 

西彼横浦 

      水質・底質・草体：2002年11月27日 

流向流速・塩分・水温：2002年11月27日

～ 12月11日 

(5) 生長期調査 

江上浦 

水質・底質・草体：2003年3月17日 

流向流速・塩分・水温：2003年3月17日～

31日 

     大村舟津 

      水質・底質・草体：2003年3月18日 

流向流速・塩分・水温：2003年3月18日～

31日 

西彼横浦 

      水質・底質・草体：2003年3月24日 

流向流速・塩分・水温：2003年3月24日～

4月7日 

調 査 結 果  

１．水質 

(1)透明度 

   透明度の季節変化を図2に示す。 

透明度
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    図２ 透明度の季節変化 

 

江上浦においては、アマモが概ね枯化した衰

退期に透明度が減少し、回復期以降透明度が

高くなるという現象がみられたことから、アマモの

存在が透明度を上昇させる原因となっていると

考えられる。 

 (2) COD、T-N、T-P 

   COD、T-N及びT-Pの季節変化を図3に示す。 

   CODは、アマモの衰退期である夏季に高い値

を示す地点が多かった。 

   T-Nは、COD同様衰退期に上昇した地点が多

かったが、大村舟津の深所底層は回復期に急激

な上昇がみられた。 

   T-Pも、COD、T-N同様衰退期に上昇した地点

が多かったが、大村舟津の深所底層のみ回復期

に急激な上昇がみられた。これは、この地点の回

復期の底層においてPO4-Pが高い（0.010mg/l）こ

とから、底質からの溶出によるものと考えられる。 

 

２．底質 

底質の季節変化を図4に示す。 

江上浦における底質のT-Pは、浅所では成熟期、

中間点では衰退期、深所では回復期を除いてほぼ

一定値で推移しており、大きな変動はみられなかっ

た。 

 江上浦における底質のT-Nは、浅所と中間点では

回復期に高くなる傾向がみられたが、回復期以外

の時期はほぼ一定値で推移していた。 
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 また、大村舟津及び西彼横浦は、江上浦に比べ

てT-N、T-Pとも低い値で推移していたが、これはこ

の2地点においては砂分が高いことによるものと考え

られる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図3 COD、T-N及びT-Pの季節変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 底質調査結果 
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3．草体 

草体中のT-N及びT-P含有量の季節変化を図5

及び図6に示す。

アマモの栄養塩類含有量
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   図5 アマモのT-N含有量の季節変化  
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    図6 アマモのT-P含有量の季節変化 

 

江上浦におけるT-N含有量は、衰退期に急激な

上昇がみられ、回復期も衰退期と同レベルであった。

一方、T-P含有量は、成熟期及び衰退期に比べて

回復期に急激な上昇がみられたことから、回復期に

急激なリンの吸収があるものと考えられる。成熟期

のT-N及びT-P含有量が低かった理由として、調査

を行った時期には既に大部分のアマモが枯れてい

たことなどが考えられる。また、浅所におけるT-N及

びT-P含有量の４期の平均値は、それぞれ1.55%及

び182mg/g･dryであり、福島県松川浦のアマモに関

する文献値

1)
（T-N：2.1%、T-P：3.15mg/g･dry）に比

べるといずれも低かった。 

また、大村舟津におけるT-N含有率は、成熟期

から衰退期に1.58～ 1.75%であったが、回復期には

1.12%まで減少しいていた。一方、T-Pは、江上浦

同様成熟期から衰退期に比べて回復期に急激な

上昇がみられた。また、浅所におけるT-N及びT-P

含有率の４期の平均値は、それぞれ1.44%及び

190mg/g･dryであり、江上浦同様、福島県松川浦の

アマモに関する文献値

1)
に比べるといずれも低かっ

た。 

 

  考 察 

瀬戸内海におけるアマモ場造成適地の環境条

件

2)
と、平成14年度の大村湾における生育環境調

査結果との比較を表１に示す。 

塩分については、大村湾内３地点すべてにおい

て、衰退期、回復期及び生長期とも瀬戸内海の造

成適地環境条件と合致していた。一方、水温につ

いては、アマモが大規模に自生している江上浦に

おいても夏期に28℃を超えることがあり、必ずしも合

致してはいなかった。 

  

 

 

               表1 瀬戸内海におけるアマモ場造成適地の環境条件と、 

今年度の大村湾における生育環境調査結果との比較  

５月 ９月 １１月 ３月 ５月 ９月 １１月 ３月 １０月 １１月 ３月

水深 海面の10%以上の光量 － － － － － － － － － － －

水温 ５～ ２８℃

概ね21～

27℃

概ね26～

29℃

概ね11～

14℃

概ね11.5

～ 14.5℃

－

概ね26～

30℃

概ね12～

15℃

概ね10～

15℃

概ね23.5

～ 25.5℃

概ね14～

16℃

概ね12.5

～ 14.5℃

塩分 １７～ ３４‰ －

概ね32～

33‰

概ね32～

33‰

概ね31.5

～ 33‰

－

概ね28～

32.5‰

概ね31～

32.5‰

概ね30～

32.5‰

概ね32.5

～ 33.5‰

概ね33～

33.5‰

概ね32～

33.5‰

細砂中心

細砂3.6

～ 15.4%

細砂2.3

～ 3.1%

細砂2.4

～ 5.9%

細砂1.3

～ 2.4%

細砂64.1

～ 90.5%

細砂65.1

～ 74.3%

細砂66.3

～ 72.4%

細砂21.8

～ 53.2%

細砂

52.5%

細砂

50.4%

細砂

37.4%

中央粒径0.1～ 0.9mm

0.0067～

0.031mm

0.018～

0.025mm

0.016～

0.031mm

0.0093～

0.020mm

0.11～

0.18mm

0.13～

0.17mm

0.15～

0.17mm

0.034～

0.15mm

0.12mm 0.099mm 0.113mm

砂面変動

５ｃｍ／月以内又は

流速３０ｃｍ／ｓ以内

概ね

<16cm/s

概ね

<20cm/s

概ね

<23cm/s

概ね

<20cm/s

－

概ね

<35cm/s

概ね

<35cm/s

概ね

<40cm/s

概ね

<35cm/s

概ね

<20cm/s

概ね

<50cm/s

競合海藻 アオサ等が繁茂せず

底曳漁業 保護水面の設定

底質

江上浦 大村舟津 西彼横浦

瀬戸内海
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また、流速については、江上浦においては内湾

性が高いことなどから、成熟期から回復期にかけて

瀬戸内海の造成適地環境条件と合致しているが、

大村舟津や実験藻場造成地である西彼横浦につ

いては30cm/sを超えることもあり、必ずしも合致して

はいなかった。 

底質は、瀬戸内海の造成適地環境条件では細

砂中心、中央粒径0.1～ 0.9mmとなっており、大村

舟津及び西彼横浦ではこの条件にほぼ合致してい

た。しかし、アマモが大規模に自生している江上浦

においては、シルト質が主体を占めており、細砂の

割合はほとんど10%以下であった。 

 

 

課 題 

平成14年度のアマモ場生育環境調査では、成熟

期調査を5月下旬～ 6月上旬に実施したが、江上

浦においては浅所に至る広い範囲において既に

アマモが枯れており、4月頃が最も繁茂する時期と

考えられる。よって、この地点における成熟期調

査は、4月中～ 下旬に行うべきと考えられる。 

また、平成14年度は光量子測定が未実施とな

っており、光量がアマモの生育に及ぼす影響につ

いても今後検討の必要があると考えられる。 

藻場造成を行った西彼横浦では、生長期に流

速が非常に速くなった時期があり、このことが今後

アマモの生育にどのような影響をあたえるか追跡

調査が必要であると考えられる。 

一方で、アマモによる栄養塩類の吸収能力の

把握等も今後必要であると考えられる。 
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諫早湾干拓調整池水質等調査結果（2002年度） 

 

吉原 直樹 ・ 浜辺 聖 ・ 八並 誠 

 

Water Quality of the Detention Pond Originated  

from Isahaya-bay Land Reclamation（2002） 

                                                

Naoki YOSHIHARA ,Masashi HAMABE and Makoto YATSUNAMI 

                                                             

        Key Words : Isahaya-bay, Detention Pond, Land Reclamation  

キーワード: 諫早湾, 干拓, 調整池  

 

は じ め に 

 1997年4月14日、諫早湾干拓事業の工事で潮受

け堤防が閉め切られ、調整池が創出された。 

 調整池の水質保全対策については、1998年2月

に策定された諌早湾干拓調整池水質保全計画

１）

に基づき各種調査を実施している。 

 2002年6月には干陸面積の縮小を内容とする事

業計画の変更がなされたことから、調整池の調査 

地点を追加して調整池の水質現況調査、底質調

査及び流入負荷量調査を実施したのでその結果を

報告する。 

 

  調査内容 

１．流入負荷量調査 

  （１）河川調査 

   ・調査地点：流入8河川の最下流 

   ・調査時期：年4回（6,8,11,2月） 

   ・調査項目：一般項目及び栄養塩類等 

 （２）小河川・小水路調査 

   ・調査地点：流入6小河川 

  ・調査時期：年4回（6,8,11,2月） 

   ・調査項目：一般項目及び栄養塩類等 

２．水質現況調査 

   ・調査地点：調整池内10地点 

（St.1～ St.8,P1,P2） 

   ・調査時期：年4回（6,8,11,2月） 

   ・調査項目：一般項目及び栄養塩類等 

 

 

 

３．底質調査 

   ・調査地点：調整池内6地点 

（St.1,St.2,St.3, St.6,St.7,P2） 

   ・調査時期：年2回（8､11月） 

・調査項目：含水率、強熱減量、COD、T－ N、

T－ P 

調査地点図 

 

  

調 査 結 果 

１．流入負荷量調査 

（１） 河川調査 

2002年度に調査を実施した8河川の総流量は28

万m

3

/日であった。    

流入負荷量はCOD：977Kg/日、T－ N：376Kg/   

日、T－ P：17.9Kg/日で、前年度比でCOD:17%、 

T－ N：25%、T－ P：48%増加した。 

 

St.1

St.2

St.3

St.5

St.8

St.6

St.7

St.4
P2

P1
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（２） 小河川・小水路調査 

2002年度に調査を実施した6小河川の総流量は

3.7万m

3

/日で、前年度の3.0万m

3

/日よりやや増加

した。 

 流入負荷量はCOD：108Kg/日、T－ N：117Kg/日、

T－ P：2.8Kg/日で、T－ Nは前年度並であったが、

CODは前年度比34%、T－ Pは前年度比24%増加し

た。 

        

 

    表１ 流入１４河川の負荷量 

単位：万m

3

/日, Kg/日  

河川名 流量 COD ＳＳ T-N T-P

境 川  4.6 97 110 29  0.6 

小 江 川  2.5 41 25 24  0.5 

深 海 川  2.0 33 20 14  0.4 

本 明 川 15.5  710 2388  240 13.4 

仁 反 田 川  0.5 18 58    6  0.4 

千 鳥 川  0.3 7  6 14  0.3 

山 田 川  1.5 33 25 25  1.1 

土 井 川  1.1 38 24 24  1.1 

小  計 28.0  977 2656  376 17.8 

小河川名 流量 COD ＳＳ T-N T-P

湯 江 川 1.4 25  51  17 0.7

田 島 川 0.7 19  14 5 0.2

有 明 川 0.5 21 23  24 0.7

湯 田 川 0.2 4   9  25 0.1

二 本 木 川 0.4 19  21  34 0.6

田 川 原 川 0.5 20  11  12 0.5

小 計 3.7 108 129 117 2.8

合 計 31.5 1085 2785 493 20.6

 

 

（３） 項目別負荷割合 

諌早湾調整池流入14河川の項目別負荷量の割

合は図１のとおりである。 

 14河川のなかでは全ての項目において本明川の

割合が高く、特にＳＳでは河川全体の86％を占めて

いた。 

また、14河川全体に占める9小河川の負荷量の

割合をみると、ＣＯＤ、ＳＳ及びＴ－ Ｐについてはそ

れぞれ10％、5％及び13％とその割合は8河川に比

べて低かったが、Ｔ－ Ｎについては23％を占めた。 
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図１ 項目別負荷量割合  

 

２．水質現況調査 

 

（１）  調整池の水質保全目標値 

水質保全計画では調整池の水質保全目標値を

表３のとおり設定している。 

 

     表３ 調整池水質保全目標値 

項 目  水質保全目標値 

Ｃ Ｏ Ｄ    5mg/l以下 

Ｔ － Ｎ    1mg/l以下 

Ｔ － Ｐ   0.1mg/l以下 

塩 素 量 170mg/l以下 

 

（２）  塩化物イオン 

 

調整池内の塩化物イオンの月変化を図２に示す。

潮受け堤防締切後1997年11月までは変動が大 

きかった。1998年１月以降は1,000mg/l以下で推移

していたものの、2002年4月24日から5月20日までに

短期開門調査により調整池へ海水が導入され、6

月は全地点でこれまでの約10倍程度上昇し、P1地

点を除いて3000mg/l以上の濃度となった。8月以降

は減少し2002年11月及び2003年2月は2001年並

の濃度まで減少した。 
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      図２ 塩化物イオンの月変化  

 

（３） ＳＳ 

調整池内のＳＳの月変化を図３に示す。 

ＳＳは、2002年6月はSt.1、St.3、St.7、P2地点で、

200mg/l以上になった。ＳＳ増加の要因は短期開門

調査による海水導入で底泥の巻き上げが生じたた

めと考えられる。11月にも上昇する地点がみられた

が、海水導入前の変動範囲にあったため、風による

底泥の巻き上げの影響があったものと考えられる。 
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          図３ ＳＳの月変化 

 

（４） ＣＯＤ 

調整池内のＣＯＤの月変化を図４に示す。 

1999年度の調査ではP2地点でＣＯＤの上昇がみ

られたが、2002年度の調査では、海水導入による

底泥の巻き上げの影響は少なく平年並みの4～

10mg/lの範囲値で推移していた。なお、河川の形

態をもつP1を除く9地点の平均濃度は7.9mg/lであ

った。 
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         図４ ＣＯＤの月変化 

 

また、調整池内の水質が安定した1998年度以降

のＣＯＤを懸濁態及び溶存態に分けると、溶存態Ｃ

ＯＤの変動は小さく、懸濁態ＣＯＤは概ね1～ 5mg/l

で推移していた。1998～ 2002年度のＣＯＤと懸濁態

ＣＯＤの相関は図５のとおりであり、相関係数0.8213

の正の相関を示したことから、懸濁態ＣＯＤがＣＯＤ

の変動に関与していると考えられる。 

なお、調整池南側のP2地点においては、懸濁態Ｃ

ＯＤとＳＳ間では、相関係数0.9164の正の相関があ

り風等による撹拌での濁りの影響が強いものと考え

られる。
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    図５ CODと懸濁態CODの相関関係 

   

（５） T－ N 

調整池内のＴ－ Ｎの月変化を図６に示す。 

2002年度の調査結果では、河川の形態をもつP1

を除く9地点の平均T－ N濃度は1.30mg/lで地点間

の変動も小さかった。なお、P1地点は6月に2.8mg/l

と高い数値を示したが、これは測定前日の降雨によ

る影響と考えられる。 
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         図６ T－ Nの月変化 

 

また、調整池内の水質が安定した1998年度以降

のT－ Nを懸濁態及び溶存態に分けると、溶存態窒

素の変動は0.10～ 1.87mg/lと大きく、T－ Nとの間に

は相関係数0.8939の正の相関があった（図７）。この

ことから、溶存態窒素がT－ Nの変動に大きく関与し

ていることが考えられる。 
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     図７ T－ Nと懸濁態T－ Nの相関関係 

 

（６） Ｔ－ Ｐ 

調整池内のT-Pの月変化を図８に示す。 

2002年度の調査結果では、河川の形態をもつP1

を除く9地点の平均濃度は0.134mg/lで、1999年度

調査以降減少している。また、地点間の変動も小さ

かった。 

また、懸濁態リンの変動は、懸濁態ＣＯＤ及び懸

濁態窒素の変動と良く一致していた。 
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        図８ T－ Pの月変化 

 

（７） クロロフィルa 

調整池内のクロロフィルaの月変化を図９に示す。 
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       図９ クロロフィルaの月変化  

 

調整池内では1999年度までは、冬期の１～ ３月

にかけて植物プランクトンの増殖に伴いクロロフィル

aの増加がみられたが、2000年度は夏期にその傾

向がみられ、2002年度は8月にSt.1、St.6で、また11

月にSt.3でクロロフィルaの増加がみられた。 

 

３．底質調査  

調整池内の６地点の強熱減量の変化を図10に示

す。 

調整池内の底質は、St.1、St.2及びP2地点では時

折貝殻等がみられる潟土である。強熱減量は1998年

以降5～ 10％の範囲で推移しており、St.7地点では水

分含量が他地点よりも幾分高めであった。 

また、CODはSt.3、St.6、P2で8月に高い値になって

いたが2月はSt.7を除いた地点は前年並みの10mg/l

前後で推移した。T－ NはSt.2で8月上昇したものの、

他地点は横ばいであった。T－ Pは1998年度調査時以

降減少傾向であった。硫化物は8月にSt.1、St.2、St.3 
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及びP2で上昇した。
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       図１０ 強熱減量の変化 
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図１１ 底質ＣＯＤの変化 
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図１２ 底質Ｔ－ Ｎの変化 
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図１３ 底質Ｔ－ Ｐの変化 
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図１４ 底質硫化物の変化 

 

ま と め 

１．流入負荷量調査 

水質保全計画で算定されている平成14年度流入

負荷量はCODで2,586Kg/日、T-Nで1,239Kg/日、T-P

で147.0Kg/日であり、2002年度調査の結果では14河

川の占める割合はそれぞれ37%、30%、12%であっ

た。 

本明川は14河川中全ての項目において最も負荷

量が高く、調整池の水質を目標値以下に抑えるため

には、本明川流域の水質改善対策が重要と考えられ

る。 

２．水質現況調査及び底質調査 

 潮受け堤防の締切直後は急激に淡水化が進ん

だものの、1998年以降、塩化物イオン濃度は100～

1000mg/l程度で推移していたが、2002年の短期開

門調査により調整池に海水導入が行われたため6

月にはP1を除く地点で3000～ 7000mg/lに上昇した

ものの2003年2月には200～ 700mg/lまで減少して

いる。 

調整池内の水質は、2002年度の調査の結果、

河川の形態をもつP1地点を除いた9地点の平均で、

COD:7.9mg/l、T－ N:1.37mg/l、T－ P:0.136mg/lで

あり、水質保全目標値を達成していなかった。 

これまでの調査結果から、COD、 T－ N及びT－

Pの増減に係る要因としては、風等による底質の巻

き上げや植物プランクトンの増殖などが考えられる。 

また、2002年よりSt.4～ St.8の5地点を従来の調査

地点と干陸地側の中間に配置して調査を行ったが

St.8がP1とＣＯＤ、Ｔ－ Ｎ、Ｔ－ Ｐで同様の挙動をとり

河川からの流入の影響があるものと考えられる。 

他の地点では従来の地点と大きな差はみられなか

った。 
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底質については、風等による巻き上げによって水

質への影響が考えられていることから、ヨシ等の水

生植物などによる底泥の巻き上げ防止効果の確認

や、その他の施策による底質改善対策が必要と考

えられる。 

今後も調整池内における汚濁機構の解明に務

める必要があると考えられる。 
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諫早湾干拓調整池の植物プランクトン及び底生生物調査結果（2002年度）

石崎 修造・吉原 直樹・八並 誠

Phytoplankton and Benthos of The Detention Pond Originated

from Isahaya-bay Land Reclamation

Syuzo ISHIZAKI , Naoki YOSHIHARA , Makoto YATSUNAMI

Key word ; Isahaya Bay , Detention Pond , Phytoplankton , Benthos

諫早湾 調整池 植物プランクトン 底生生物, , ,

は じ め に

諌早湾は平成９年４月に淡水化を目的として締

め切られが、その後の水環境の変化について調査

を継続している。ここでは生物相について報告す

る。

調 査 方 法

1)調査地点(

図1に示す７地点で調査を行ったが、植物プラ

、 、 、ンクトンについては P2及びS6 S7は表層のみ

S1～ S3及びS5は表層、底層の2層について調査を

行った。なお、S5～ S7地点は今年度から追加した

調査地点である。

図１ 調査地点

(2)サンプリング方法

ｱ)植物プランクトン

バンドン採水器を用いて採水し、グルタルアル

。 、デヒドで固定した 実験室で10～ 100倍に濃縮後

検鏡用サンプルとした。

ｲ)底生生物

エックマンバージ採泥器を用い、1地点につき3

締

め

切

り

堤

防

境

川

深

海

川

本

明

川

山

田

川

有明川

仁反田川

干

陸

予

定

地

諫早湾

●

●

●

  S 5

S 6

S 7

、 。ケ所で採泥し 3検体を合わせて1サンプルとした

泥は1mmメッシュの網かごを用いて現場で篩い、

メッシュ上に残ったものを検鏡用サンプルとし

た。

(3)調査頻度（平成14年度）

、 、 、 。プランクトン：6月 8月 11月 2月の年間4回

底生生物 ：8月及び2月の年間 2回。

調 査 結 果

(1) 植物プランクトン調査

平成14年度の植物プランクトン調査結果を表1-

1～ 1-4に示すが、平成9年4月以降６年間の各地点

の植物プランクトン出現種類数及び総個体数の変

化を図２、図３に示す。

図２ 種類数の変化

図３ 個体数の変化
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平成 年度は出現種数が各地点とも ～ 種14 5 10

程度で推移し、大きな変化は認められなかった。

個体数については８月及び 月に赤潮状態に11

近いレベルにまで増加している。この間の優占種

は珪藻類の や でCyclotella Skeletonema potamossp.

あった。これらは比較的小型であるので目立った

着色は認められなかった。

締め切り後の調整池内の植物プランクトンの変

化については前報 で報告したが、 年度までに

1)
14

5

図４ 塩素イオン濃度の変化
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～ ６回個体数の増加が認められている。その頻度

は平成 年度以降に多くなっているが、有機汚12

濁の進行とともに淡水化の進行が一因となってい

ることが考えられる。調整池内の塩分濃度は平成

年 月に大きく上昇しているが、これは開門14 6

調査（ ～ ）の影響で 月以降は開門前の4/24 5/20 8

状態に戻っており、最近は 前後で推移し500mg/l

ている。

2)底生生物調査(

平成14年度の調査結果を表2-1～ 2-2に示すが、

依然として各地点とも貧弱で、貝類など2～ 3 種

、 、 、類しかみられず ヌマコダキガイ ドロクダムシ

イトゴカイ等が優占種となっている。

参 考 文 献

1 , , 47, 64)石崎修造他：長崎県衛生公害研究所報

( )～ 67 2001

　　表１－ １　植物プランクトン調査結果 　　調査年月日：平成14年6月11日

    採集方法：バンドン採水器(２l)

     単位：細胞/ml

　　　　　　　　　　                     調　査　地　点    P2   S1-S   S1-B   S2-S   S2-B   S3-S   S3-B   S5-S   S5-B S6-S S7-S

                        　　　　　        種　　　　名

藍藻植物門　　　ラン藻綱　　　   ユレモ目 Phormidium tenue 350

有色植物門　　  珪藻綱　             Cyclotera  sp. 100 50 50

Skeletonema potamos . 100 100 50 400 300 2150 1750

Coscinodiscus  sp. 50 50 50 50

Chaetoceros  sp. 100 50

Leptocylindrus sp. 250 120 450 1100 450 400

                                       　       　 　     Melosira distance 50

Melosira solida

Nitzschia acicularis

                                                          Nitzschia longissima 300 385 1,050 1,750 200 200 650 1350 1150

                                                          Nitzschia sp. 50 300 350 100 250 150 50 50 50

Amphipora sp. 50

Diploneis sp. 100

                                                        Navicula sp. 50 50 250

　　　　　　　　　　　　ラフィド藻綱 Heterosigma akashiwo 150 150

ミドリムシ植物門 Euglena  sp.

渦鞭毛植物門 Heterocapsa rotundata 900 300 250

Prorcentrum minimum 150 115 200 200

Gymnodinium sp. 200 400 50 50

Dictyocha fibla 50

クリプト植物門 微細鞭毛藻 1,000 1,050 900

                                          出現種数 6 8 3 7 6 7 7 5 6 3 6

                                        出現細胞数 700 2,350 620 3,400 3,150 2,250 2,250 850 1,150 3,550 3,300

                                    沈殿量　(ml/m3) 2,000 1,000 1,000 1,500 2,000 1,000 1,000 1000 1000 1500 2000

空欄は検出せず。
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　　表１－ ２　植物プランクトン調査結果 　　調査年月日：平成14年8月13日

     採集方法：バンドン採水器(２l)

     単位：細胞/ml

　　　　　                       調      査      地      点    P2   S1-S   S1-B   S2-S   S2-B   S3-S   S3-B   S5-S   S5-B   S6-S   S7-S

                                    種                名

藍藻植物門　　　　ラン藻綱　　　  Phormidium tenue 200 50 50 150

Oscillatoria sp.

Anabaena sp.

Microcystis aeruginosa

Aphanocapsa sp. 3,550 5,300 2,900 3,600 3,050 900 1600 900 2100 2300

有色植物門　　 　 珪藻綱　        Cyclotera  sp. 7,600 15,000 3,600 10,700 11,750 11,000 11,150 6250 7600 7200 8600

Skeletonema potamos 2,300 3,450 2,300 1,000 950 1,000 1,600 800 2500 1400 1850

Melossira granulata

Nitzschia holsatica 50

                                                          Nitzschia longissima 50 50 300 100 300

                                                          Nitzschia sp. 50 2,950 1,400 100 50 450 550 300 200

Synedra ulna

                                                        Navicula sp.

Diploneis sp.

Gyrosigma sp.

Chaetoceros sp. 50

　　　　　　　　　　 　褐色ベン毛藻綱 Cryptomonas sp.

　　　　　　　　　　 　渦ベン毛藻綱 Gymnodinium sp. 50

Heterosigma akashiwo 50

緑色植物門　　　　緑藻綱　　　　　  　　   　 Pandorina morum

Pediastrum simplex

Pediastrum duplex 50

Pediastrum biwae

Merimopedia sp. 50 50

Euglena sp. 50 750 50

Schroederia setigera 100 100 100 150

Micractinium sp.

Chlamydomonas sp.

Scenedesmus sp. 50 50 50

Ankistrodesmus sp.

                                          出現種数 6 11 7 6 6 4 5 7 5 4 6

                                        出現細胞数 10,100 25,450 13,700 14,850 16,500 15,150 13,850 9,250 11,650 11,000 13,400

　　表１－ ３　植物プランクトン調査結果 　　調査年月日：平成14年11月20日

     採集方法：バンドン採水器(２l)

     単位：細胞/ml

　　　　　                       調      査      地      点   P2  S1-S  S1-B  S2-S  S2-B  S3-S  S3-B S5-S S5-B S6-S S7-S

                                    種                名

藍藻植物門　　　　ラン藻綱　　　  Phormidium tenue 50

有色植物門　　 　 珪藻綱　        Cyclotera  sterligea. 150 50 100 100 50 250 100 200 50 50

Skeletonema potamos 10,300 1,750 6,050 4,650 5,550 19,200 11,600 3200 3750 9350 8850

Melossira italica 400 250 100 100 150 200 50 50

Melossira granulata

Melossira varians

Melossira distans 100

                                                          Nitzschia sp. 500 300 300 200 350 400 300 250 600 150 200

Nitzschia longissima 100 50 50

Nitzschia obtusa

Nitzschia holsalica

Synedra ulna

                                                        Navicula sp. 100 100 500 50 50 100 150 350 50 100

Coconeis sp. 100

Diploneis sp. 100 50 50

Pleurosigma sp. 50

緑色植物門　　　　緑藻綱　　　　　  　　   　 Schroederia sp. 200 250

Sphaerocystis sp. 100 300

Scenedesmus  opolinensis 500 100

Pediastrum duplex

Euglena proxima 50 50 50 50

Chroococus sp.. 50 100 150 200 100 150

Merimopedia sp. 100 250 250

Chlamydomonas sp. 200

Closterium sp. 50 200 150 100 100

Ankistrodesmus sp.

                                          出現種数 9 6 6 6 6 8 9 7 7 11 10

                                        出現細胞数 11,750 2,500 7,900 5,350 6,350 20,300 13,050 4,050 5,250 10,050 9,700

　　表１－ ４　植物プランクトン調査結果 　　調査年月日：平成15年2月18日

     採集方法：バンドン採水器(２l)

     単位：細胞/ml

　　　　　                       調      査      地      点       P2   S1-S   S1-B   S2-S   S2-B   S3-S   S3-B   S5-S   S5-B   S6-S   S7-S

                                    種                名

藍藻植物門　　　　ラン藻綱　　　  Phormidium tenue 5

有色植物門　　 　 珪藻綱　        Cyclotera  stelligera 75 5 5 5 15

Skeletonema potamos 30 10 75 25 30 20 5 15 10 20

Melossira granulata

Melossira distance

                                                          Nitzschia sp. 5 50 20 5 5

Nitzschia longissima . 10 25 30 5 10 20 10 5 10 15

Synedra ulna 10 5 5

Synedra acus 5 5

                                                        Navicula sp. 25 5 5

Diploneis  sp. 5

Gyrosigma sp. 5

Coscinodiscus sp. 25

緑色植物門　　　　緑藻綱　　　　　  　　   　 Scenedescus  sp. 5 5

Coelastrum microporum 10 15 5 5

Chlamydomonas sp. 355 10 40 110 70 30 225 100 645 675

Cryptomonas  sp.

Euglena sp. 5 20 5 20 10 10 10

渦ベン毛植物門　渦ベン毛藻綱 Dictyocha fibla

Heterocapsa routundata 90

                                          出現種数 6 5 7 6 4 6 3 5 8 7 9

                                        出現細胞数 410 200 85 160 155 225 70 250 150 690 755
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表２－ １ 底生生物の密度（平成１ 年 月 日） （ 個体数／ｍ ）4 8 13 ２

Ｐ２ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ５ Ｓ６ Ｓ７

44 15 89 44節足動物 ドロクダムシ

ユスリカ科

44 104軟体動物 ヌマコダキガイ

44 15 192 74 29 15環形動物 イトゴカイ

15イトミミズ

44 15 236 222 44 104 59計

表２－ ２ 底生生物の密度（平成１５年２月 日） （ 個体数／ｍ ）18 ２

Ｐ２ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ５ Ｓ６ Ｓ７

15 74 30 281 44節足動物 ドロクダムシ

ユスリカ科

軟体動物 ヌマコダキガイ

15シジミ

30 133 148環形動物 イトゴカイ

15イトミミズ

60 133 222 30 281 59計 －
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硝酸性窒素汚染対策調査

石原 崇雄 ・ 浦 伸孝 ・ 濵邉 聖

Nitrate NitorogenInvestigation of Ground Water Contaminated by ‐

Takao ISHIHARA,Nobutaka URA and Masashi HAMABE

Key Words：Ground Water，Nitrate‐Nitorogen, Fertilizer, farm‐animal excreta

キーワード：地下水、硝酸性窒素、肥料、畜産排泄物

は じ め に

硝酸性窒素による地下水汚染が全国各地で

顕在化している。長崎県でも平成10年度から3

年間実施した概況調査の結果、特に島原半島

地域において硝酸性窒素による汚染が確認さ

れ、窒素負荷を低減させることが緊急の課題と

なっている。

本研究ではこれらの汚染状況を詳細に調査す

るとともに、その汚染原因を解析し、窒素負荷低

減対策計画の策定に資することを目的とし、調

査を実施した。

調 査 概 要

調査期間1.

平成 ～ 年度13 14

対象地域2.

概況調査の結果、島原半島地域の中でも特

に汚染が顕著であった国見町、有明町を対象と

して井戸を選定し、調査を実施した。また、平成

年度については 年度の結果、硝酸性窒14 13

素が高濃度であった地点に加え未調査の地点

さらにバックグラウを加えて調査を実施した。

ンドとして有明川の最上流地点（舞岳源水）

についても調査を実施した。

分析項目3.

、電気伝導度、アルカリ度、 、 、pH Cl SO4

、 、 、 、 、 、NO -N NO -N NH -N T-N Na K3 2 4

、 、大腸菌群数 年度有明町のみ糞Ca Mg (14
,

) ( 14 )便性大腸菌 、放射性同位体比 平成 年度

土地利用状況4.

畑地の面積（26%）が水田の面積（13%）と比

較して大きいことがこの地域の特色である。

(図1)

図１ 土地利用状況

分 析 結 果 お よ び 考 察

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の環境基準

(10mg/L)を超過した井戸は平成13年度は全28

（ ） 。 、井戸中23井戸 超過率82％ であった また

（ ）平成14年度は全17井戸中9井戸 超過率52％

であり、地下水の汚染が進んでいることが確

認された。

さらに平成13年度に大腸菌群が検出された

有明町において平成14年度に糞便性大腸菌が

検出された地点がみられたことから、畜産排

泄物の影響を受けていることが考えられた。

人為的汚染を受けていないバックグラウンド

として調査を行った舞岳源水は硝酸性窒素は

ほとんど検出されなかった （表1）。

キーダイアグラムプロットはアルカリ土類

非炭酸型を示す地点が多くみられ、人為的汚

染を受けていることが考えられた （図2,3）。

また、放射性同位体比調査の結果ではσ 値

１５

は3.5～ 9.9‰となり、この値から施肥の影響を受

けていることが考えられた。さらに、糞便性大腸

菌が検出された地点がみられたことを併せて考

えると畜産排泄物の影響も受けていることが考

えられた。（図4）

畑

26%

水田

13%

山林

31%

市街地等

29%

果樹園

1%

計　6168 ha
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表１ 地下水質調査結果

上段：平成１３年度　下段：平成１４年度

深さ 水温 EC NO
３
－N NO

2
-N NH

4
-N アルカリ度

Cl

-

SO
4

2-

Na

+

K

+

Mg

2+

Ca

2+

大腸菌群数 糞便性大腸菌

(m) （℃) (mS/m) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (MPN/100ml) (個/100ml)

22.5 6.2 30.1 17.9 <0.02 <0.01 27.0 8.9 22.0 9.1 8.5 7.9 27.0 130 －

20.5 6.5 27.2 11.2 <0.02 <0.01 30.7 9.8 23.3 11.1 9.3 7.2 22.0 140 －

20.0 6.4 43.6 23.1 <0.02 <0.01 29.0 11.8 23.3 17.1 7.6 15.5 31.1 4 －

21.5 6.5 43.9 23.3 <0.02 <0.01 29.2 22.7 45.6 23.8 8.8 16.0 31.9 22 －

22.0 6.6 22.1 7.1 <0.02 <0.01 20.0 7.9 12.9 10.8 3.6 7.9 17.1 0 －

24.0 7.0 25.3 9.9 <0.02 <0.01 37.0 10.0 23.2 13.6 3.7 9.2 19.8 0 －

20.5 7.0 19.9 1.7 <0.02 <0.01 67.0 10.0 22.5 11.7 3.2 9.0 12.1 0 －

20.5 7.0 22.8 2.3 <0.02 <0.01 70.1 10.2 10.4 11.9 4.1 11.4 14.0 0 －

20.5 7.0 25.3 10.7 <0.02 <0.01 42.0 26.3 50.9 8.7 3.8 11.6 18.8 4 －

21.8 7.1 26.8 12.9 <0.02 <0.01 42.9 9.1 15.9 24.0 4.8 13.9 16.4 130 －

18.4 6.2 22.6 11.1 <0.02 <0.01 32.6 10.4 16.3 9.8 2.9 8.4 15.8 27 －

19.8 6.6 24.6 10.7 <0.02 <0.01 32.6 10.1 14.8 18.2 5.5 10.8 18.0 23 －

不明 23.0 6.9 28.9 <0.1 <0.02 0.02 77.3 22.7 19.9 21.7 12.0 17.8 4.9 0 －

60 21.5 7.8 22.3 <0.1 <0.02 0.13 98.0 5.2 0.3 18.3 2.6 4.8 21.1 0 －

19.5 5.8 49.9 29.7 <0.02 <0.01 0.5 33.2 48.8 10.8 14.5 13.5 43.0 2 －

16.4 6.0 51.2 36.0 <0.02 <0.01 7.7 33.8 43.6 15.0 15.5 16.1 52.0 － 0

19.5 6.6 35.3 22.6 <0.02 0.01 13.0 23.9 11.1 15.0 10.5 10.8 29.0 0 －

16.4 6.8 36.3 28.0 <0.02 <0.01 16.9 22.9 9.3 15.6 9.6 12.2 28.2 － 0

15 18.6 5.9 50.8 22.0 <0.02 <0.01 5.5 29.8 94.8 9.7 11.3 15.1 52.8 10 －

19.1 5.9 35.7 12.9 <0.02 <0.01 4.1 18.2 73.7 5.3 12.2 8.8 36.6 16000 －

17.6 6.9 34.9 8.4 0.71 0.51 8.4 27.7 61.2 11.3 10.7 8.8 33.7 － 6

17.7 7.0 12.2 5.6 <0.02 <0.01 15.0 9.0 63.7 7.2 4.4 3.1 7.5 33 －

15.4 7.0 15.7 6.1 <0.02 <0.01 16.3 9.6 2.5 8.5 4.7 3.5 7.6 － 0

19.6 6.6 45.5 20.1 <0.02 <0.01 21.0 28.2 62.4 18.4 7.4 16.4 34.8 2 －

14.2 6.9 46.6 22.0 <0.02 <0.01 21.9 27.6 60.1 20.7 8.1 16.8 35.1 － 0

19.9 6.8 48.5 18.1 <0.02 <0.01 31.0 29.2 79.5 17.1 8.0 18.3 40.1 2 －

13.0 7.0 48.8 20.0 <0.02 <0.01 29.7 28.0 64.7 15.5 6.8 18.2 39.8 － 0

19.8 7.0 20.8 4.9 <0.02 <0.01 27.0 12.9 26.5 11.5 4.9 6.1 15.1 0 －

21.0 6.7 24.5 6.0 <0.02 <0.01 32.2 14.7 33.6 13.5 4.5 7.1 16.1 － 0

24.9 6.6 28.3 11.2 <0.02 <0.01 18.0 19.9 40.4 11.8 5.9 8.3 21.2 0 －

13.0 6.8 34.0 13.0 <0.02 <0.01 20.2 23.0 47.5 16.0 5.2 11.2 25.9 － 2

不明 17.8 6.5 29.8 10.0 <0.02 <0.01 30.8 21.9 31.3 20.7 11.5 5.3 20.0 － 2

- 15.0 7.2 8.3 0.1 <0.02 <0.01 34.3 2.9 0.9 6.1 3.8 1.9 4.7 － 0

48 21.0 6.6 30.1 12.7 <0.02 <0.01 25.0 17.8 25.0 10.3 4.6 11.2 23.2 0 －

不明 20.5 6.6 28.3 12.4 <0.02 <0.01 36.0 15.5 29.2 10.8 2.7 11.1 23.6 2 －

25 18.8 5.8 41.8 22.8 <0.02 <0.01 9.0 19.8 66.3 8.0 12.6 8.7 46.0 240 －

110 19.4 6.4 34.6 19.9 <0.02 <0.01 8.5 26.4 29.3 14.9 12.0 9.7 24.9 2 －

90 17.6 6.3 28.7 14.9 <0.02 <0.01 11.0 21.0 19.1 11.2 9.4 8.4 20.5 0 －

80 19.0 6.7 25.8 17.8 <0.02 <0.01 10.0 18.5 6.1 10.9 7.5 7.3 15.2 2 －

10 19.0 5.9 49.3 26.7 <0.02 <0.01 8.0 33.5 45.6 13.8 12.5 14.6 46.1 3500 －

50 18.5 6.6 34.9 17.8 <0.02 <0.01 15.0 27.5 50.7 15.1 8.4 11.5 26.6 22 －

50 18.8 6.6 33.8 12.3 <0.02 <0.01 25.0 19.5 45.0 14.4 7.7 12.2 27.7 0 －

15 20.2 6.4 32.6 14.8 <0.02 <0.01 19.0 43.0 34.1 19.6 6.1 9.3 19.2 13 －

不明 18.6 6.6 29.1 8.4 <0.02 <0.01 32.0 20.3 34.2 12.4 7.2 9.7 22.6 0 －

40 18.8 7.1 22.1 5.8 <0.02 <0.01 32.0 13.1 25.6 12.1 5.2 6.9 16.3 0 －

有明・高野

有明・高野

有明・三之沢

国見・神代

有明・高野

有明・高野

有明・高野
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国見・楠高
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120

20

不明

30

不明

不明
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45有明・三之沢

有明・久原

有明・久原

55

pH

70

40

所在地

国見・馬場第二

国見・轟木

国見・宮田

100
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図 平成13年度キーダイアグラム 図 平成14年度キーダイアグラム2 3

単位：‰

σ N値：対象物質の安定同位対比を大気を基準に千分率で表現

15

（大気中では Nと Nの存在比は99.635%と 0.365%)

14 15

図4 放射性同位体比調査結果
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窒 素 供 給 量 調 査

調査方法1.

現地の状況より、土壌への窒素分の主な供

給源として考えられる降水、施肥及び畜産排

泄物に関して供給量の概算を行った。

降水については両町に関する資料がないこ

とから長崎市の窒素沈着量から求めた。

また、施肥量については作付け面積と作物

毎の標準窒素投入量から算出した。なお、年

複数回栽培する作物についてはその分の投入

量も加えた。畜産排泄物については飼育頭数

と糞尿の原単位から算出し、地域情報から７

割の処理率として算出した。(表2,3)

調査結果2.

畜産排泄物量598t/年、施肥量19その結果、

、 、3t/年 降水量54t/年という概算結果となり

畜産排泄物が最も大きい値を示した。また、

施肥についても降水と比較するとかなり大き

い値であった。
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表2 施肥による窒素投入量（推定値）

1995 0.3 598 ( /year)処理率を７割として × ＝ トン

表3 飼育頭数及び窒素発生量（推定値）

有明町 国見町 両町計

飼肥料作物 194 385 579 22 13

すいか 55 - 55 165 9

いちご 10 57 67 236 16

白ねぎ（３回／年） - 45 45 48 6

ほうれん草（８回／年） 35 - 35 120 34

レタス 42 14 56 224 13

はくさい 60 12 72 214 15

にんじん(冬) 110 - 110 160 18

にんじん(春、夏) 71 - 71 96 7

だいこん 123 29 152 74 11

ばれいしょ（秋） 65 30 95 144 14

ばれいしょ（春） 88 70 158 160 25

みかん 18 42 60 210 13

米 164 354 518 58 30

両町計 1035 1038 2073 223

両町計(畑のみ） 871 684 1555 193

124畑地への平均窒素投入量(kg/ha/year)

栽培作物

作付け面積(ha)

標準窒素投入量(kg/ha/year) 投入窒素量(トン/year)

有明 国見 計 糞 尿 糞 尿 糞+尿

牛 2,999 3,792 6,791 22.9 30.4 156 206 362

豚 41,063 5,095 46,158 3.0 9.5 138 439 577

鶏 903,898 151,700 1,055,598 1.0 1,056 0 1,056

1,350 645 1,995

発生量(トン/year)飼育頭（羽）数

合計

原単位（Kg/頭・year)

ま と め

地下水質調査では全体的に施肥・土壌中和

剤の影響を受けていることが示唆されたが、

窒素投入量調査から個々の作物についての施

肥量はとりわけ高いものではないと思われ

る。畜産系に関しては、一部の井戸において

局地的に高い大腸菌群が検出され、さらには

糞便性大腸菌が確認された地点が見られたこ

とから地下水質への影響が示唆された。

今回の窒素供給量調査において算出された

値は畜産排せつ物および施肥が、降水と比較

してかなり高いことから、これらの及ぼす影

響がかなり大きいことが推定された。

これらの要因としては不適切に投与された窒

素肥料の溶脱、家畜糞尿の不適切な処理（野積

み・素掘りなど）が挙げられる。

今後はこれらの対策として土壌の養分状態を

把握したうえでの適正施肥、有機物の還元等に

よる土づくり（作物の地下部の生育を健全にし、

その吸肥力を高める）、畜産排泄物処理施設の

整備、家畜糞尿の有効利用（堆肥）などを推進

していくことにより、地下水への窒素負荷量を軽

減していく必要がある。
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産業廃棄物最終処分場における浸透水等調査結果

力岡 有二・吉原 直樹・八並 誠

Results of an investigation,such as osmosis water in the waste

reclamation last disposal place

Yuji RIKIOKA Naoki YOSHIHARA and Makoto YATSUNAMI

last disposal place,osmosis waterKey words : industorial waste,

キーワード：産業廃棄物、最終処分場、浸透水

はじめに

長崎県大村市に設置されている産業廃棄物最

終処分場（安定型）において、県が平成 年13

月立入調査をした結果、悪臭（硫化水素）10

が発生しており、更に処分場から排出される浸

透水が廃棄物処理法で定める基準を超過した状

態にあった。県では、産業廃棄物の最終処分場

に係る技術上の基準に違反し、さらに周辺生活

環境の悪化が懸念されることから、対策検討を

行うためのプロジェクトチームを設置し、原因

究明及びその後の対策経過確認調査等を実施し

ているで、その中で前報に続き水質調査結果に

ついて報告する。

処分場概要及び経過

処分場は平成 年 月設置許可を受け、平10 3

成 年 月末に完成。許可品目は、廃プラス10 7

チック類・ゴムくず・金属くず・ガラスくず及

び陶磁器くず・がれき類である。

25,075 172,000処分場面積は ｍ 、容量は

２

ｍ である。平成 年 月 日に処分業許可

３ 10 9 17

を受け稼働していたが、廃棄物処理法による基

準違反で、平成 年 月以降廃棄物の搬入13 10

を停止した。

これまでの対策として、雨水浸透防止のため

処分場の覆土、浸透水水質改善のためにボーリ

ング孔内水のバッキ処理やボーリング孔への注

水が行われた。

その後、業務改善計画書の提出をうけ、平成

年 月 日事業を再開した。15 1 22

（図１）

調査内容

処分場周辺を含めた 地点と処分場下流の9

地下水 地点、処分場内のボーリング孔 地2 5

点において水質調査（生活環境項目、地下水等

検査項目等）を実施していたが、地下水等検査

15 4項目等が検出されなかったので、平成 年

月以降処分場から出る浸透水、場内ボーリング

孔 地点（県３、事業者２）の水質調査（生5

活環境項目）を実施した。（図１）

長崎県衛生公害研究所報 48,(2002),資料
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調査結果

浸透水の 、 は平成 年 月以降BOD COD 14 4

14 6減少、増加を繰り返してはいるが平成 年

月以降再び減少傾向が続き、平成 年 月以14 8

降は、水質基準をおおむね満足している。

BOD 20mg/l COD浸透水の水質基準は が 、

が であり、水質浄化対策として、ボー40mg/l

リング孔内水のバッキ処理及び基準達成のため

の注水により 、 ともに減少した。BOD COD

平成 年 月 日事業を再開したあとに15 1 22

ついても、降水量が少ないことや、廃棄物の

搬入量が少なく、浸透水に大きな変化は見られ

ていない。

図． 平成１４年度降水量の経年変化2
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また、ボーリング孔内水 地点の各平均につ5

いて は ～ 、 は ～BOD 200 400mg/l COD 400

900mg/l 500mg/lであったがバッキ処理以降

以下で推移した。

なお、平成 年 月以降、ボーリング孔14 11

内水の一部について、試料採取ができない状況

にある。

考察等

過去、浸透水の 、 値が高かったBOD COD

のは、ボーリング孔内水の調査結果から 、BOD

の高い水が、廃棄物層内にあるためではCOD

ないかと推察していたが、 月からのボーリン7

グ孔への注水により、平成 年 月以降は、14 8

、 ともに水質基準値内を推移していBOD COD

る。

しかし、浸透水量（自然浸透水量＋注水量）

から 負荷量を考えると、浸透水量の多いCOD

時が、高負荷を示している。

このことから 自然浸透水（注水がないと仮、

定した場合）の濃度と注水量との関係を把握す

るとともに、事業再開後の処分場内からの新た

な浸透水汚濁負荷削減対策等の監視が、併せて

必要である。

図 処 分 場 浸 透 水 の 経 年 変 化3
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長崎県における内分泌攪乱化学物質実態調査

（ ～ 年度）2002 2003

本村 秀章・古賀 浩光・山之内 公子

江川 幸恵・馬場 強三

Survey of Enviromental Endocrine Disrupters in Nagasaki Prefecture

（ ～ ）2002 2003

Hideaki MOTOMURA, Hiromitsu KOGA, Kimiko YAMANOUCHI

Sachie EGAWA, and Tsuyomi BABA

Key words: enviromental endocrine disrupters, river water, seawater, ground water, sediment

キーワード：内分泌攪乱化学物質，河川水，海水，底質

１． は じ め に

内分泌攪乱化学物質については，科学的

には未解決な点が多く残されているものの

将来にわたって人の健康や生態系への影響

をもたらすおそれがあることから，環境保

全上重大な課題である。県においては，県

内の広域的な内分泌攪乱化学物質の環境濃

度を把握するため，平成 年度～ 年度12 14

の ケ年計画で県内の主要な河川，海域さ3

らに一部地下水等について実態調査を実施

することとなった。

今回は，平成 年度及び 年度に実施13 14

した実態調査について報告する。

２． 調 査 方 法

( )調査対象地点1

表 に平成 年度，表 に平成 年1 13 2 14

度の調査地点を示した。

、 ，平成 年度は河川 地点 海域 地点13 18 5

地下水 地点について，平成 年度は河10 14

川 地点，海域 地点，地下水 地点に11 8 10

ついて調査を行った。

( )調査対象物質2

環境省が公表した「内分泌攪乱化学物質

問 題 へ の 対 応 方 針 － 環 境 ﾎ ﾙ ﾓ ﾝ 戦 略 計

－ （以下「 」と略す）SPEED'98 SPEED'98」

に示す内分泌攪乱作用を有すると疑われる

化学物質を中心に調査を行った （表 ）。 3

( )検査方法3

表 に示す方法で行った。4

表１．調査対象地点（平成13年度）

調査地域 調 査 地 点 名

有明海流入河川 本明川 、神代川、土黒川 、有家川、有馬川

＊ ＊

＊

橘湾流入河川 千々石川

河川 大村湾流入河川 川棚川 、彼杵川、千綿川、江ノ串川

＊

＊

西彼地区河川 伊佐ノ浦川、多以良川、雪ノ浦川、神ノ浦川

＊ ＊

松浦北松地区河川 龍尾川、志佐川、江迎川 、佐々川

＊

有明海 小長井港

＊

西彼海域 香焼西港

＊

海域 橘湾 脇岬港

＊

松浦北松海域 松浦沖

＊

五島海域 青方港

地下水 西彼杵郡( )、大村市( )、北松浦郡( )、壱岐郡( )4 2 2 2

の地点は底質の調査地点。地下水の()内は地点数*

長崎県衛生公害研究所報 ， 資料48 (2002)
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表2．調査対象地点（平成14年度）

調査地域 調 査 地 点 名

河川 五島地区河川 大川原川、鰐川、一の川、福江川、中須川

対馬地区河川 佐護川、舟志川、仁田川、三根川、佐須川、瀬川

*1
松浦北松海域 田平港、佐々港

*1
五島海域 福江港

*1
海域 対馬海域 厳原港

*2 *2 *2
橘湾 小浜港 、有喜港 、為石港

*2
有明海 多以良港

地下水 東彼杵郡( )、平戸市( )、松浦市( )、福江市( )、南松浦郡( )2 2 2 1 2
下県郡( )1

の地点は底質の調査地点。 の地点は底質のみの調査地点。*1 *2
地下水の()内は地点数

表３．調査対象物質

分 類 調 査 対 象 物 質

-n- -n- -n-ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ、 、 、

ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾍﾟﾝﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾍｷｼﾙ、ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ﾌﾞﾁﾙ、-n- -n- -n-

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ-2- -2-
*

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類 ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ2,4-

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 ﾌﾞﾁﾙﾌｪｰﾙ、 ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪｰﾙ、 ﾍｷｼﾙﾌｪｰﾙ、 ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪｰﾙ、4-t- 4-n- 4-n- 4-n-

ｵｸﾁﾙﾌｪｰﾙ、 ｵｸﾁﾙﾌｪｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ4-n- 4-t-

Aﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ

有機ｽｽﾞ化合物 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ、ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ、ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ、ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ、ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ

* *
芳香族化合物 ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ、 ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ、 ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 、ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝo- m- p-

、 、 、 、 、 、 、有機塩素系 α β γ δ ｱﾙﾄﾞﾘﾝ ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ-HCH -HCH -HCH -HCH HCB

p,p-DDT o,p-DDT p,p-DDE o,p-DDE p,p-DDD o,p-DDD化合物 農薬等 、 、 、 、 、（ ）

ｼｽ ｸﾛﾙﾃﾞﾝ、ﾄﾗﾝｽ ｸﾛﾙﾃﾞﾝ、ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ、ｼｽ ﾉﾅｸﾛﾙ、ﾄﾗﾝｽ ﾉﾅｸﾛﾙ- - - -
*

その他 ﾏﾗﾁｵﾝ、 、ｱﾐﾄﾛｰﾙPCB

は平成 年度のみ調査* 14

表４．検査方法

分 類 調 査 方 法

SPC GCMSﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 （水質）ﾍｷｻﾝ抽出( ﾌﾗｽｺ使用）→

PR GCMS（底質）ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出→ﾍｷｻﾝ再抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類 （水質）酸性下でｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ抽出→ｴﾁﾙ化（ｼﾞｴﾁﾙ硫酸）→ﾍｷｻﾝ抽

PR GCMSｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 出→ ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ （底質）ﾒﾀﾉｰﾙ抽出→ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ再抽出→ｴﾁﾙ化（ｼﾞｴﾁﾙ硫酸）→ﾍｷA
PR GCMSｻﾝ抽→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

NaBEt4 PR GCMS有機ｽｽﾞ化合物 （水質）誘導体化（ ）→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

1MHCl MeOH: =1:1 NaBEt4（底質） ･ 酢酸ｴﾁﾙ で抽出→誘導体化（

PR GCMS→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

PR GCMS芳香族化合物 （水質）ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

PR GCMS（底質）水蒸気蒸留→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

PR GCMS有機塩素系 （水質）ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

化合物 農薬等 （底質）ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出→ﾍｷｻﾝ再抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ （ｽﾍﾟﾙｸﾘﾝ（ ） PR
ENVI-Carb GCMSﾏﾗﾁｵﾝ、ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁ ）→

ﾚﾝ

PCB PR+ ECD-GC（底質）ｱﾙｶﾘ分解→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ ﾜｺｰｹﾞﾙ→

長崎県衛生公害研究所報 ， 資料48 (2002)
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３． 調 査 結 果

に示された内分泌攪乱作用をSPEED'98

有すると疑われる化学物質について，平成

年度及び 年度の調査結果をまとめた13 14

ものを表 に示した。なお，平成 年度5 13

の調査結果は平成 年度当所業績集 に，13
*1

平成 年度の調査結果は表 に示した。14 6

水質ではﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ が ﾄﾘﾌﾞA 0.025 g/Lμ ，

。 ，ﾁﾙｽｽﾞが 検出された 底質では0.004 g/Lμ

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾌﾞﾁﾙが ～ ･ ，ﾌﾀﾙ-n- 12 110 g/kg dryμ

酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙが ～ ･ ，ﾌﾀ-2- 120 860 g/kg dryμ

ﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ﾌﾞﾁﾙが ･ 、 ｵｸﾁﾙ-n- 12 g/kg dry 4-t-μ

17 g/kg dry A 5.5ﾌｪﾉｰﾙが ･ ，ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ がμ

18 g/kg dry 1.0 33～ ･ ， ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞが ～μ

･ ，ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞが ～ ･μ μg/kg dry 0.75 10 g/kg

， が ～ ･ 検出されdry PCB 4.1 14 g/kg dryμ

た。これらの値は，平成 年度の環境省13

の実態調査の検出範囲内であった。

検出率で見てみると，底質でのﾌﾀﾙ酸ｼﾞ

ﾍﾁﾙﾍｷｼﾙが ，ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞが ，ﾄ-2- 57.9% 68.4%

。 ，ﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞが と検出率が高った なお52.6%

検出率の高った物質は平成 年度の環境13

省の実態調査でも高く，ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾍﾁﾙﾍｷ-2-

ｼﾙが ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞが ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ81.3% 68.8%， ，

が であった。39.6%

４． ま と め

平成 年度及び 年度の県内の内分13 14

泌 攪 乱 化 学 物 質 実 態 調 査 に お い て

に示された内分泌攪乱作用を有SPEED'98

すると疑われる化学物質は，水質よりﾋﾞｽﾌ

ｪﾉｰﾙ 及び有機ｽｽﾞ化合物 物質，底質よA 1

、 ，りﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 物質 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 物質3 1

有機ｽｽﾞ化合物 物質及び が検出した2 PCB

が，その値は平成 年度の環境省の実態13

調査の検出範囲内であった。内分泌攪乱化

学物質問題については，科学的には不明な

点が多い状況にあり，また，様々な情報が

氾濫しいる。今後益々，的確な情報収集と

情報提供が必要と考える。

表５．調査結果まとめ

平成 年度環境省実態調査13

検出濃度範囲 検出数 検体数 最大値 検出数 検体数分類 検出物質 / /

(検出率) (検出率)

A 0.025 1/53 0.56 86/171ﾋﾞｽﾉﾌｪｰﾙ

水質 ( ) ( )1.9% 50.3%

0.004 1/53 0.019 12/171ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ

( ) ( )1.9% 7.0%

-n- 12 110 2/19 160 13/48ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾌﾞﾁﾙ ～

( ) ( )10.5% 27.1%

-2- 120 860 11/19 4300 39/48ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ～

( ) ( )57.9% 81.3%

-n- 12 1/19 32 7/48ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ﾌﾞﾁﾙ

( ) ( )5.3% 14.6%

4-t- 17 1/19 46 25/48ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

底質 ( ) ( )5.3% 52.1%

A 5.5 18 3/19 120 24/48ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ ～

( ) ( )15.8% 50.0%

1.0 33 13/19 120 33/48ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ ～

( ) ( )68.4% 68.8%

0.75 10 10/19 18 19/48ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ ～

( ) ( )52.6% 39.6%

PCB 4.1 14 6/19 730 47/48～

( ) ( )31.6% 97.9%

単位：水質（ 、底質（ ･ ）μ μg/L g/kg dry）

５． 参 考 文 献

)長崎県衛生公害研究所報 ～ ( )1 ,47,134 137 2001



表6．平成14年度内分泌攪乱化学物質実態調査結果

１．河川（水質） 単位:μg/L

分類 調査対象物質 検出限界 大川原川 鰐川 一の川 福江川 中須川 佐護川 舟志川 仁田川 三根川 佐須川 瀬川

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025

ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

有機ｽｽﾞ化合物 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

α-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

β-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

γ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

δ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ＨＣＢ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

有機塩素化合物 p,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

（農薬等） o,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

o,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

o,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾏﾗﾁｵﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｱﾐﾄﾛｰﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
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2．海域（水質） 単位:μg/L

五島海域 対馬海域

分類 調査対象物質 検出限界 田平港 佐々港 福江港 厳原港

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 1 <1 <1 <1 <1

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1 <1 <1 <1 <1

2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025

ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.004

ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

有機ｽｽﾞ化合物 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.004

ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

α-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

β-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

γ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

δ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ＨＣＢ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

有機塩素化合物 p,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

（農薬等） o,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

o,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

o,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾏﾗﾁｵﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｱﾐﾄﾛｰﾙ 1 <1 <1 <1 <1

松浦北松海域

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類
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3.海域（底質） 単位: μg/kg・dry

分類 調査対象物質 検出限界 佐々港 福江港 厳原港 有喜港 為石港 小浜港 多以良港

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 100 <100 <100 <100 <100 <100 <100 <100

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 10 <10 12 <10 <10 <10 <10 <10

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 100 270 570 190 <100 350 <100 <100

2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 17 <5 <5 <5 <5 <5 <5

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 5 7.8 <5 <5 <5 <5 <5 <5

ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 1 19 28 32 12 33 17 1.0

ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.5 3.0 6.8 1.7 1.3 6.0 <0.5 <0.5

ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 1 9.1 30 27 7.0 26 10 1.0

ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.5 2.0 8.1 1.2 <0.5 3.0 <0.5 <0.5

o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

PCB 4 4.1 13 14 <4 <4 <4 <4

α-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

β-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

γ-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

δ-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ＨＣＢ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 20 <20 <20 <20 <20 <20 <20 <20

有機塩素化合物 p,p-DDT 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

（農薬等） o,p-DDT 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

p,p-DDE 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

o,p-DDE 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

p,p-DDD 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

o,p-DDD 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ﾏﾗﾁｵﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類

有機ｽｽﾞ化合物
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4．地下水（水質） 単位:μg/L

分類 調査対象物質 検出限界 東彼１ 東彼２ 平戸市１ 平戸市２ 松浦市１ 松浦市２ 福江市 南松浦郡１ 南松浦郡２ 下県郡

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025

ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

有機ｽｽﾞ化合物 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

α-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

β-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

γ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

δ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ＨＣＢ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

有機塩素化合物 p,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

（農薬等） o,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

o,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

o,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ﾏﾗﾁｵﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ｱﾐﾄﾛｰﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類
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健康食品中の医薬品成分の検査結果

馬場 強三 ･ 熊野 眞佐代 ･ 古賀 浩光 ･ 本村 秀章 ･ 江川 幸恵

Inspection of the Medical Supply Component in Health Food

Tsuyomi BABA, Masayo KUMANO, Hiromitsu KOGA, Hideaki MOTOMURA, Sachie EGAWA

Key Words: medical supply component, health food

キ－ ワ－ ﾄﾞ 医薬品成分、健康食品:

は じ め に

平成14年7月12日、いわゆるダイエット用健康

食品による健康被害が公表されて以来、被害者は

増え続け、現在死者4名、健康被害事例は800名を

超えている。

健康被害の原因となった健康食品に含まれてい

る医薬品は、フェンフルラミン及びニトロソフェ

ンフルラミン以外にもシブトラミン、甲状腺ホル

モン、ステロイドなどを含有した健康食品も見つ

かっている。

そこで、平成14年度に行った未承認医薬品の検

査結果について報告する。

調 査 方 法 及 び 結 果

１．事例１

(1)検体名: 蘭樹(らんしゅ)

白と青の模様のカプセル

(2)経緯

平成14年７月、50歳代の女性2名がダイエット

目的で、半月から１か月服用し、めまい、体がだ

るいなどの症状で県内の医療機関で受診、この医

師より情報提供があり検査を行った。

(3)検査結果

①１カプセル(約237mg)をエ－ テルで抽出後、ア

セトンで希釈しGC-MSで検査した結果、ニトロソ

フェンフルラミン(国立医薬品食品衛生研究所の

デ－ タと一致)及び微量のフェンフルラミンを検

出(標準品と一致)した。

また、HPLCによりフェンフルラミンを検出し、

その濃度は0.05%であった。

２．事例２

(1)検体名: スリムエストイ－ ジ－ 及びゼナドリ

ン

(2)経緯

平成14年８月、長崎大学の先生よりフェンフ

ルラミン含有の健康食品が見つかったという情報

により検査を行った。この商品は、販売促進キャ

ンペ－ ンの景品として配布されていた。

(3)検査結果

①GC-MSにより、スリムエストイ－ ジ－ からフェ

ンフルラミンを検出したが、ニトロソフェンフル

ラミンは検出しなかった。また、ゼナドリンから

は両者とも検出しなかった。

②HPLCにより、スリムエストイ－ ジ－ １カプセル

(240～ 250mg)からフェンフルラミン5.7～ 6.8mgを

検出した。(分析法は平成14年7月29日付、医薬監

麻発第0729009号により行った)

３．事例３

(1)検体名: 決明茶(中国産)、３日でラクイ－ ズ

(2)経緯

平成14年12月、県内の業者が輸入した製品のな

かに、センナ葉を含む健康茶が見つかったという

情報により検査を行った。

(3)検査結果

①顕微鏡による観察

決明茶、３日でラクイ－ ズに含まれていた葉片

には突起状の単細胞毛があり、ともに日本薬局方

センナの性状と一致した。

②TLCによる確認

決明茶、３日でラクイ－ ズともセンノシドA,

Bに相当するスポットを確認。

長崎県衛生公害研究所報 ( ) 資料48, 2002
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( 条件)TLC

: DC-Fertigplatten SIL G-25薄層板

: n- + + +展開溶媒 プロパノ－ ル 酢酸エチル 水

酢酸( )40:40:30:1

値 センノシド ( )，センノシド ( )Rf : A 0.4 B 0.2

③HPLC

決明茶、３日でラクイ－ ズの抽出物からセンノ

シドA, Bのピ－ クを確認し、センノシド(A+B)を

定量した結果各々5.4, 5.2mg/１包であった。

長崎県衛生公害研究所報 ( ) 資料48, 2002
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長崎県における日本脳炎の疫学調査（２００２年度） 

 

中村 まき子 ・ 平野 学 ・ 原 健志 ・ 野口 英太郎 ・ 平山 文俊 

 

Ｅｐｉｄｅｍｉｃ ｏｆ Ｊａｐａｎｉｓｅ Ｅｎｃｅｐｈａｌｉｔｉｓ ｉｎ Ｎａｇａｓａｋｉ Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ（２００２） 

 

Ｍａｋｉｋｏ ＮＡＫＡＭＵＲＡ、Ｍａｎａｂｕ ＨＩＲＡＮＯ、Ｋｅｎｓｈｉ ＨＡＲＡ、Ｈｉｄｅｔａｒｏ ＮＯＧＵＴＩ 

ａｎｄ Ｆｕｍｉｔoｓhｉ ＨＩＲＡＹＡＭＡ 

 

  Ｋｅｙ ｗｏｒｄｓ ： Japanese Eｎcephalitis,Swine Infection, HI Antibody Positive Rate 

  キーワード   ： 日本脳炎、豚感染、ＨＩ抗体陽性率 

 

   は じ め に   

 日本脳炎ウイルスは、Ｆlavivirus 属のウイルスで

あり、コガタアカイエカが媒介する。カ→ブタ（時に

トリ）→カのサイクルで、生態環を作っている。ヒト

は日本脳炎ウイルス感染の終末宿主であり、ウイルス

増殖動物としてのブタの感染状況が、ヒトの感染状況

を左右していると考えられる。現在、日本脳炎の流行

地は、東アジア、東南アジア、南アジアからオ－ スト

ラリアにまで拡大し、年間数百万人の日本脳炎患者が

発生している。症状は、定型的な脳炎で、1～ ２日で

40℃以上の高熱となる。頭痛、嘔吐、頚部硬直など

の髄膜刺激症状が現れ、次いで意識障害、筋強剛、け

れん等の脳症状が現れる。近年、日本での日本脳炎確

認患者は、1965 年以前と比べ激減している。患者発

生の強力な抑制因子としては、ヒトに対してのワクチ

ン接種による免疫賦与、コガタアカイエカの減少、ブ

タ飼育環境の変化の３点がその大きな役割を担って

いると考えられる。

１）

 

 本県では、厚生労働省の定めた感染症流行調査実

施要領に基づいて、毎年ブタの感染源調査を実施し

ている。今年度は、ブタの血液から日本脳炎ウイル

ス分離を併行して実施したので、その概要について

報告する。 

 

  調 査 方 法   

1. 感染源調査 

 ①調査時期及び回数 

  ７月上旬～ ９月中旬の各旬１回ずつ計８回 

 ②調査客体 

  生後５～ ６ヶ月で県産1地区のブタ160頭の血

清 

 ③調査事項 

  感染症流行調査事業検査術式により 

・ 日本脳炎赤血球凝集抑制（ HI）抗体の測定 

・ 2-ME（2-Ｍercaptoethnol）感受性抗体の

測定 

④採血場所 

 諫早食肉衛生検査所 

2. 日本脳炎ウイルスの分離 

 ①検査材料 

  HI 抗体陰性（HI 抗体価＜10）の豚血清 20 頭 

②検査手順 

豚 血 清 

↓ 

12,000ｒ.ｐ.ｍで２０分間遠心、上清を採取 

↓ 

24穴プレ－ トに培養したVero細胞を滅菌した

PBS（－ ）で２回洗浄後、上清を 1 穴に 100μｌ

ずつ接種した。ウイルスを細胞によく吸着させ

るため、３０分間室温で反応させた後、細胞培

養液（2％GBUCO）を 1 穴に 900μｌ分注し、

３６℃７日間炭酸ガス培養器で培養した。 

（１代目） 

↓ 

ウイルスの発育を調べるため、倒立型顕微鏡で

細胞変性効果（CPE）を７日間観察。 

↓ 

７日間観察して明らかなCPE が確認されない場合

は、細胞培養液を回収（ハ－ ベスト）して、 

3,000ｒ.ｐ.ｍで２０分間遠心し、上清を採取 

して、１代目と同じ操作を行う。 

（2 代目） 
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  表 1 平成１４年度豚ＨＩ抗体検査結果 

ＨＩ抗体価 （倍） 採血 

月日 

採血 

頭数 ＜10 10 20 40 80 160 320 ≧640 

ＨＩ抗体陽 

性率（％） 

2-ＭＥ抗体 

陽性率（％） 

7/９ 20 １２     ３ ４ １ ４０ ７５ 

7/1６ 20 1３ １ １ 1   １ ３ ３５ ６０ 

7/2３ 20 1 １  ２ ２ ２ ３ ９ ９５ 66.7 

8/６ 20       ２ １８ １００ ２０ 

8/1９ 20     １  ５ １４ １００ ０ 

8/2７ 20       ５ １５ １００ 0 

9/4 ２0       ４ １６ １００ 0 

9/1０ ２０       ６ １４   １００ 0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

7/9 7/16 7/23 7/30 8/6 8/13 8/20 8/27 9/3 9/10

採血月日

％

HI

2/ME

図 1 HI 抗体価陽性率及び 2-ME 感受性抗体陽性率の推移 

3.  RT-PCR 法による日本脳炎ウイルスの遺伝子

検査 

①RNA の抽出 

 RNA 抽出キット（QIAamp Vival  RNA  

Mini Kit :OIAGEN 社）で、RNA 抽出、Dnase

処理、cDNA の作成まで、キットの操作法に

準じて検査を行った。 

②Primer(5’to3’)   Product:142ｂｐ 

JE－ NS3－ 1S： 

ＡＧＡＧＣＧＧＧＧＡＡＡＡＡＧＧＴＣＡＴ 

JE－ NS3－ 4R： 

ＴＴＴＣＡＣＧＣＴＣＴＴＴＣＴＡＣＡＧＴ 

③反応条件 

92℃・2 分（熱変性）後、92℃・1 分、53℃・１分、

72℃・1 分を 35 サイクル、72℃・5 分、4℃で

保存 

 RT-PCR 産物は、3％アガロ－ スゲルで電気泳動

した後、エチジウムブロマイド染色を行い、UV 照

射下で 142ｂｐの位置にバンドが確認されたものを

陽性とした。 

 

調 査 結 果 及 び 考 察   

1. 感染源調査結果 

 豚HI 抗体検査結果を表１に、HI 抗体価陽性率及

び 2-ME 感受性抗体陽性率の推移を図１に示した。 

７月 9 日に採血した 20 頭の豚のうち８頭が HI

抗体陽性（陽性率４0％）、そのうちの６頭から豚感

染開始の指標となる 2-ME 感受性抗体陽性（陽性率

75％）が確認された。また、HI 抗体陰性の豚血清

について日本脳炎ウイルス分離を実施したところ、

２０頭のうち2頭から日本脳炎ウイルスが分離され

た。 

ウイルス保有カが生後 4～ ６ヶ月の免疫のないブ

タを吸血するとブタは感染し、2～ 3 日の潜伏期を経

て約 3 日間持続するウイルス血症を起こす。このウ

イルス血症時に吸血したカがウイルスに感染し、10

～ 13 日の潜伏期を経てウイルスを媒介するように

なる２）。 

今回の調査結果で、昨年に比べ

３）1 月程度早く日

本脳炎ウイルスを保虫した有毒カが６月上旬頃から
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活動を開始し 8 月中旬頃まで豚を吸血しながら、ウ

イルスを媒介し感染を広めていったことが推察され

た。 

 

 

      

図２    （DNA  fragments by  RT-PCR ） 

 

 

 

 

 

         

２．日本脳炎ウイルス分離結果 

HI抗体価陰性の豚血清20頭について日本脳炎ウ

イルスの分離を行ったところ、７月 9 日に採血した

豚 2 頭から、日本脳炎ウイルスが分離された。 

ウイルスの発育状態を示すCPE は、1 代目では認

められなかったが、２代目で確認された。 

CPE が確認された検体については、日本脳炎ウイル

スかどうかを確認するためRT-PCR法による遺伝子

検査と 0.33％ガチョウ血球を用いて赤血球凝集

（HA）試験を行った 

遺伝子検査については図２に示すとおり、2 頭の

豚血清から分離したウイルスの遺伝子は、日本脳炎

ウイルスの標準株である JaGAr＃01 株の遺伝子と

同じ 142ｂｐの目的とする位置にバンドが認められ

た。また、赤血球凝集(HA)試験では、HA 価は４～

16 倍と低かったが陽性反応を示したことから、2頭

の豚血清から分離されたウイルスは、日本脳炎ウイ

ルスと判定した。 

 

 

ま と め 

1. 7 月 9 日に採血した豚 8 頭から豚 HI 抗体が、そ

のうちの６頭から豚感染開始の指標となる 2-ME

感受性抗体陽性（陽性率 75％）が最初に確認さ

れた。 

2. 7 月 23 日に採血した豚血清の抗体陽性率が、厚

生労働省の定めた基準（厚生労働省は、日本脳

炎汚染地区に指定するための基準として、「豚

のHI 抗体陽性率が 50％を越え、且つ 2-ME 感

受性抗体陽性豚が１頭でも検出された場合」と

定める）に達した。 

3. 豚 HI 抗体陰性の 20 頭の豚から、ウイルス分離を

行ったところ、７月 9 日に採血した豚２頭から日

本脳炎ウイルスが分離された。 

 

謝辞：日本脳炎流行予測調査事業に御協力頂いた、

日本フ－ ドパッカ－ 株式会社諫早工場長、全農諫早

畜産駐在事務所長、諫早食肉衛生検査所長、他職員

一同様に深謝致します。 
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Ｍ １ ２ ３ ４  Ｍ 

M：マ－ カ－ (50～ 10,000 bp) ﾚ-ﾝ:１～ ２：豚血清か

ら分離したウイルス ３：JaGAｒ＃01 株（陽性対

照） 4：蒸留水（陰性対照） 
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長崎県におけるインフルエンザの疫学調査（２００２年度） 

 

原 健志 ・ 中村 まき子 ・ 平野 学 ・ 野口英 太郎 ・ 平山 文俊 

 

Ｅｐｉｄｅｍｉｃ ｏｆ Ｉｎｆｌｕｅｎｚａ ｉｎ Ｎａｇａｓａｋｉ Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ（２００２） 

 

Ｋｅｎｓｈｉ ＨＡＲＡ，Ｍａｋｉｋｏ Ｎａｋａｍｕｒａ，Ｍａｎａｂｕ ＨＩＲＡＮＯ，Ｈｉｄｅｔａｒｏ ＮＯＧＵＣＨＩ 

ａｎｄ Ｆｕｍｉｔｏｓｈｉ ＨＩＲＡＹＡＭＡ 

 

Ｋｅｙ ｗｏｒｄ：Ｉｎｆｌｕｅｎｚａ，Ｅｐｉｄｅｍｉｃ，Ｎａｇａｓａｋｉ Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ 

キ－ ワ－ ド：インフルエンザ，流行，長崎県 

 

 は じ め に 

 インフルエンザは、インフルエンザウイルス 

Ａ、Ｂ及びＣ型のウイルスが鼻咽頭粘膜に感染増

殖した結果生じる呼吸器系感染症である。Ａ型は

流行をおこしやすく、とくに世界的な大流行の原

因となる。Ｂ型はＡ型と同じく、流行を起こしや

すいが、その流行の範囲は地域的あるいはそれ以

上の広範なものの場合が多い。Ｃ型は、散発例の

原因としてよく知られ、流行を起こしてもきわめ

て限局的な範囲に留まることが多い。
1） 

 今年度もこれまでと同様、厚生労働省の感染症

流行予測事業に併せて、本県におけるインフルエ

ンザ流行予測調査の一環として、流行状況を把握

する目的で疫学調査を実施したので、その状況を

報告する。 

 調 査 方 法 

１．流行予測感染源調査 

 散発事例については、インフルエンザ流行予測

調査の一環として、2002 年 11 月～ 2003 年 3 月

の期間において、長崎市内の内科医療機関の２定

点で採取されたインフルエンザ様疾患患者の咽頭

ぬぐい液、及び感染症発生動向調査事業の一環と

して県内の小児科医療機関 11 定点等から採取さ 

れた咽頭ぬぐい液について、ウイルス分離を実施 

 

した。 

集団発生事例については、学校施設等における

インフルエンザが原因と疑われる集団事例の  

うち、県内各保健所管内の初発事例について、有

症者のうがい水を採取しウイルス分離を実施した。 

２．ウイルス分離の方法 

 既報
2）
に従って実施した。 

３．分離したウイルス株の同定 

(1) 赤血球凝集抑制（以下「ＨＩ」と略す）試験 

国立感染症研究所（以下「感染研」と略す）より

分与された次に示す感染フェレット抗血清を用い

てＨＩ試験を実施した。 

Ａソ連（Ｈ１Ｎ１）（以下「Ａソ連」と略す）型 

・ Ａ /Moscow/13/98 

・ Ａ /ＮewＣaledonia/20/99 

Ａ香港（Ｈ３Ｎ２）（以下「Ａ香港」と略す）型 

・ Ａ /Ｐanama/2007/99 

Ｂ型 

・Ｂ /Shandong /7/97 

・Ｂ /Ｈiroshima/23/01 

 また、ＨＩ試験に使用した血球は、0.75％七面

鳥血球浮遊液を用いた。 

 

調査結果及び考察 
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表 1 月別検体数及びウイルス分離状況 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合  計 

長崎市内 4／7 43／91 22／37 13／37 0／2 82／174 

佐世保市 0／1 11／18 5／7 4／7  20／33 

県南地区  12／15 13／27 3／8  28／50 

県北地区  5／10    5／10 

五島地区   6／9   6／9 

壱岐地区   5／7   5／7 

対馬地区  4／11    4／11 

合  計 4／8 75／145 51／87 20／49 0／2 150／294 

ウイルス分離数／検体数 
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月

長崎県におけるインフルエンザウイルスの分離状況

Ａ－ ソ連型

Ａ－ 香港型

Ｂ型

Ａ－ ソ連型 0 0 0 0 0

Ａ－ 香港型 4 62 40 9 0

Ｂ型 0 13 11 11 0

11月 12月 1月 2月 3月

 

図１県内でのウイルス分離状況 

 

表１に散発事例及び集団発生事例を合わせた検

査検体数及びウイルス分離成績をまた、図 1 に県

内でのウイルス分離状況を示す。今シ－ ズン、イ

ンフルエンザウイルスが最初に分離されたのはＡ

香港型ウイルスであり、2002 年 11 月 21 日に長

崎市内の医療機関を受診した患者から分離された。 

インフルエンザ様疾患の疑いで搬入された検体 

は２９４検体で、Ａ香港型ウイルスが１１５株、

Ｂ型ウイルスが３５株分離された。 

 分離されたＡ型株はすべて抗Ａ/Moscow/13/98 

（Ａソ連）血清（ホモ価 2560）、抗Ａ/ＮewＣ

aledonia/20/99（Ａソ連）血清（ホモ価 640）､抗

Ｂ/Shandong /7/97 血清（ホモ価 320）、抗Ｂ/Ｈ

iroshima/23/01 血清（ホモ価 640）にはいずれもＨ

Ｉ価＜１０を示したが、抗Ａ/Ｐanama/2007/99

（Ａ香港）血清（ホモ価 2560）に対してＨＩ価

1280 を示しＡ香港型と同定された。また、Ｂ型株

はすべて抗Ａ/Moscow/13/98（Ａソ連）血清（ホ

モ価 2560）、抗Ａ/ＮewＣaledonia/20/99（Ａソ

連）血清（ホモ価 640）､抗抗Ａ/Ｐanama/2007/99 
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表 2 集団発生施設における検査成績 

施設名 発生日 分離数/検体数 血清型 

生月町：小学校 2002/12/16 4／9 Ａ香港型 

長崎市：小学校 2002/12/18 8／10 Ｂ型 

厳原町：小学校 2002/12/1９ 3／８ Ａ香港型 

玉之浦町：中学校 2002/1/21 6／9 Ａ香港型 

郷ノ浦町：中学校 2002/1/27 5／7 Ｂ型 

深江町：小学校 2002/2/13 3／8 Ｂ型 

 

（Ａ香港）血清（ホモ価 2560 ）、抗Ｂ / Ｈ

iroshima/23/01 血清（ホモ価 640）にはいずれもＨ

Ｉ価＜１０を示したが、抗Ｂ/Shandong /7/97 血

清（ホモ価 320）に対してＨＩ価 80～ 160 を示し

た。 

本県では図１に示すように、Ａソ連型ウイルス

は 2000/01、2001/02 の２シ－ ズン連続して流行

したが、2002/03 シ－ ズンは流行が認められなか

った。国内でも１株が分離されたのみで、この亜

型による流行はなかった

３）

。Ａ香港型ウイルスは

１１月から流行が始まり、１２月から１月に患者

数が増加した。Ｂ型ウイルスは１２月から２月に

かけて分離されＡ香港型ウイルスとともに流行の

主流であったと推測された。 

表２に同時期県内の小・中学校等における集団発

生事例における検査成績を示す。県内での集団発

生施設数は 43 施設で患者数は 1,176 人で、その

うち６施設の生徒のうがい水についてウイルス分

離を行った。Ａ香港型ウイルスは生月町、厳原町

の小学生と玉之浦町の中学生のうがい水から分離

され、Ｂ型ウイルスは長崎市、深江町の小学生と

郷ノ浦町の中学生のうがい水から分離された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま と め 

1. 今シ－ ズンは、インフルエンザ様疾患の疑 

いで当所に搬入された検体は 294 検体で、Ａ香

港型 115 株、Ｂ型 35 株が分離された。 

２．集団発生施設数は 43 施設で、そのうち 6 施

設の生徒のうがい水についてウイルス分離を行

った。その結果１３名の生徒のうがい水からＡ

香港型ウイルスが分離され、１６名の生徒のう

がい水からＢ型ウイルスが分離された。 

３．本県でのインフルエンザの流行は、ウイルス

の分離比が、Ａ香港型 76.7％、Ｂ型 23.3％で 2

種類のウイルスの混合型であった。 

 

参考文献 

１）特集インフルエンザ：第 55 巻,1997,日本臨床 

２）原 健志：長崎県におけるインフルエンザ疫

学調査（2001 年度）、長崎県衛生公害研究所

報 47、91～ 94（2001） 

３）病原微生物検出情報 Ｖol.24 Ｎo.9 (2003.9) 
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感染症サーベイランスにおけるウイルス分離（２００２年度） 

 

平野 学 ・ 中村 まき子 ・ 原 健志 ・ 野口 英太郎 ・ 平山 文俊 

 

Virus Isolation on Surveillance of Infection Disease （2002） 

 

Manabu HIRANO，Makiko NAKAMURA，Kenshi HARA，Hidetaro NOGUCHI 

and Fumitoshi HIRAYAMA 
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  は じ め に 

感染症サーベイランスの目的は、医療機関の協力を得

て、細菌及びウイルス等による感染症の患者発生状況、

病原体検索結果等の流行実態を早期且つ的確に把握す

ることにより、必要な情報を速やかに各地域に還元すると

ともに、予防接種、衛生教育等の適切な予防処置を講ず

ることにある。 

 小児におけるウイルス感染症は主にエンテロウイルスに

起因するものが多く、毎年夏季を中心に幾つかのウイル

スが同時に流行する。しかもその流行となるウイルスは年

毎に異なる型が出現して様々な流行を引き起こし、その

規模や消長はウイルスあるいは宿主側の要因に左右され

る。 

 １９８４年度より小児を中心としたウイルス感染症の実態

究明を目的として、エンテロウイルスを中心とした原因ウイ

ルスの検索を実施してきたが、感染症発生動向調査事業

の一環として今年度も引き続き調査を実施したのでその

概要を報告する。 

 

  調 査 方 法 

１．感染症発生動向調査事業定点及び検査材料 

 長崎県における感染症発生動向調査事業定点は、長崎

市、佐世保市、西彼、県南、県央、県北及び離島地区の７

に分けられ、これら７地区に設置された患者定点医療機

関から患者発生状況を収集し、同７地区の検査定点及び

基幹定点の医療機関で採取された検体（咽頭ぬぐい液、

髄液、糞便及び眼ぬぐい液他等）について病原体検索を

当所で実施している。 

今年度は、長崎市１定点、県南地区１定点、県央地区３

定点、佐世保市３定点の各検査定点、患者定点及び基幹

定点の医療機関で採取され、検査依頼のあった患者２９０

名分の延べ３３９検体についてウイルス検索を実施した。 

２．調査方法 

 患者材料、細胞培養、ウイルス分離
１）２）３）

・同定等
４）５）

につ

いては既報
６）

に従って実施した。 また、感染性胃腸炎

（乳児嘔吐下痢症を含む）患者由来便における小型球形

ウイルス（以下、ＳＲＳＶ）の検出については、ＲＴ－ ＰＣＲ

法を用いて実施した。 

 

  調 査 結 果 及 び 考 察 

１．月別サーベイランス患者数 

表１に４類定点把握対象疾病におけるウイルス検査

対象疾病別による月別検査患者数を示す。検査のため

に検体が搬入された患者総数は計２９０名であった。

疾病別検査患者数が最も多かった疾病は、無菌性髄膜

炎患者（以下、「髄膜炎」と略す）の１２１名で、全検

査患者数の約１／３を占め、検体のそのほとんどが４

～ １０月の春季から夏季に採取搬入されたが、特に６

月に入ってから検体数が増加した。（図１．）１９９８

年のエコーウイルス３０型（以下Ｅ－ ３０）の流行時

と比べると患者数は少ないが、昨シーズンと比較した

場合には約２倍程度の増加となり中規模程度の流行と

なった。次に患者数の多かったのがインフルエンザ様

疾患の７３名で、昨年の１１８名より減少しており、

小規模な流行に留まった。３番目に患者数が多かった

のは、感染性胃腸炎及び乳幼児嘔吐下痢症の１４名で

あり、昨年度と同じく冬季に検体搬入があった。手足

口病及びヘルパンギーナは、昨年と比べて検体搬入の

患者数がさらに減少しており、今年度は散発的な流行

に留まったことが推測された。 
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表 2 に疾病別・血清型別ウイルス分離成績を示す。全

検査患者数２９０名中１６２名からウイルスが分離され、分

離率は 55.9％であった。疾病別で最も多かった疾患名

は無菌性髄膜炎（以下、髄膜炎と略す）であり、１２

１名のうち半数以上の６７名から ウイルスが分離さ

れ、分離率は55.4％であった。髄膜炎で分離されたウイ

ルスは、エコーウイルス－ ７、１１、１３、（以下、Ｅ－ ７，１１、

１３と略す）の５５株及びコクサッキーＡ群２型（以下、ＣＡ

－ ２と略す）１株、とムンプスウイルス７株であり、他にアデ

ノウイルス（以下、Ａｄと略す）１株と同定その中で、特に多

く分離されているのがＥ－ １３の５５株であり、その分離率

は 82.1％であった。ウイルスの分離については、現在

使用している３種類の細胞の内、RD-18S 及びHEp-2

細胞の２種類に明瞭なエンテロウイルス様の細胞変性

効果（以下、CPEと略す）を認め、市販のＥ－ １３単

味抗血清２０単位で容易に中和された。但し、HEp-2

表２ 疾病別・血清型別ウイルス分離成績 

                   

検査 分離 Ｉｎｆ-A Ｉｎｆ-B ＥＣＨＯ ＥＣＨＯ ＥＣＨＯ 型別

疾患名 

患者数 患者数 香港型 B 型

Ａｄ１ Ａｄ２ Ａｄ３ Ａｄ４ Ａｄ８ Ａｄ19

7 11 13 

ＣB２ ＭＶ ＮＬＶ

不明

総計

インフルエンザ様疾患 
73 54 24 31                  54

ヘルパンギーナ 
1                         

咽頭結膜炎 
3 2             2        2

感染性胃腸炎 
26 19        1 2          16  19

気管支炎 
1                         

急性脳症 
2 1             1        1

手足口病 
                          

上気道炎 
13 7 4 3                  7

水痘 
                          

脳炎 
1                         

発疹症 
                          

不明熱 
3                         

無菌性髄膜炎 
121 67          1 1 2 52 1 6   4 67

流行性角結膜炎 
                          

その他 
46 11     2 1 6              2 11

総       計 290 161 28 34 2 1 6 1 2 1  2 55 1 6 16 6 161

                                Ｉｎｆ-A 香港型：ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞＡ香港型 Ｉｎｆ-B 型：ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ B 型 Ａｄ：ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ ECHO：ｴｺｰｳｲﾙｽ     

                                   CA：ｺｸｻｯｷｰ A 群ｳｲﾙｽ CB：ｺｸｻｯｷｰＢ群ｳｲﾙｽ  MV：ﾑﾝﾌﾟｽｳｲﾙｽ  NLV：ﾉｰｳｫｰｸ･ｳｲﾙｽ(SRSV) 

表１ 疾病別月別検査患者数 

               

疾病コード 疾  患  名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
合

計 

501 インフルエンザ様疾患 8 8 9      13 33 2  73 

601 咽頭結膜熱（←咽頭結膜炎）    1 1   1         3 

602 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎                   

603 感染性胃腸炎（←乳児嘔吐下痢症） 3  1    3 6 11 1 1  26 

605 手足口病（ＨＦＭＤ）                   

609 風疹（←三日はしか）                1 1 

610 ヘルパンギーナ   1              1 

611 麻疹（←はしか）                   

612 流行性耳下腺炎   1       1      2 

901 急性脳症（日本脳炎を除く）    1      1      2 

903 無菌性髄膜炎（ＡＭ） 3 2 20 42 19 9 8 2 3 8 3 2 121

  その他の疾病名 8 6 6 4 13 4 2 3 2 5 7 1 61 

合  計 22 18 38 47 32 13 14 11 31 47 13 4 290
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細

図１．無菌性髄膜炎患者の月別検査依頼件数の推移、2002年
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胞を使用しての中和試験は困難であった。Ｅ－ １３に

よる臨床診断別症例では、髄膜炎が圧倒的に多く、そ

れ以外では咽頭結膜熱や急性脳症でも検出された。検

体別の同ウイルス分離状況では、髄液から５１株、糞

便９株、咽頭拭い液６株、尿１株であった。また、年

齢別症例では、５５症例中６歳児以下が４０症例

（72.7%）と多く、性差では、男児３８例、女児１７

例と圧倒的に男児が多かった。特にこのＥ－ １３は、

1984 年に感染症発生動向調査事業が開始されて以来

検出されておらず、昨年は、福島県をはじめ数県で検

出され、長崎県では今年になって初めて検出された。

また、各県においてもＥ－ １３が検出され全国的に流

行していることが推測された。このような結果から長

崎県における無菌性髄膜炎の主因となる病原体はＥ－

１３と推定され、春先から多数の地域において流行し

ていたことが示唆された。次に多かったのがインフルエ

ンザ様疾患であり、分離されたインフルエンザウイルス株

の血清型別で多かった血清型は、Ｂ型の３１株であり、次

にＡ香港型(H3N2)２４株であった。Ａソ連型はまったく検

出されず、それぞれの分離率は、57.5％と 44.4 ％であっ

た。Ｂ型については、４月以降６月まで長く検出された。Ａ

香港型は、例年より少し早い１２月に検出され始めたが３

月までに終息し、大きな流行とはならなかった。次いで多

かったのが、感染性胃腸炎（乳児嘔吐下痢症を含む）で

あり、ＲＴ－ ＰＣＲ法によるＮＬＶの検出率は、61.5％であり

秋季から冬季に検出された。 

表３に血清型別月別分離数を示す。ウイルス分離状況

によるインフルエンザの流行については、Ｂ型は６月まで

表３ ウイルスの血清型別・月別ウイルス分離数 

             

月 別 分 離 数 

血   清   型 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

アデノウイルス１型 1 1              2 

アデノウイルス２型           1     1 

アデノウイルス３型   1 2  3           6 

アデノウイルス４型           1     1 

アデノウイルス８型         2        2 

アデノウイルス１９型   1              1 

エコーウイルス７型             1     

エコーウイルス１１型    1 1            2 

エコーウイルス１３型    19 20 11 4 1         55 

コクサッキーＢ群ウイルス２型      1           1 

ムンプスウイルス 2   1    1  1   1 6 

ＳＲＳＶ        3 3 10       16 

インフルエンザ Ａソ連型                   

インフルエンザ Ａ香港型 1        10 15 2   28 

インフルエンザ Ｂ型 7 8 10       7 2   34 

型別不明        1  2 2 1   6 

総   合   計 11 11 32 22 15 4 5 6 22 27 6 1 16１ 
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流行が持続し、シーズン中はＡ香港型及びＢ型しか検出

されずＡソ連型は検出されなかった。髄膜炎では、春先

から夏場にかけて集中的にＥ－ １３が検出され、他のエン

テロウイルスは余り検出されなかった。また、ムンプスウイ

ルスは季節に関係なく検出された。ＳＲＳＶも秋から冬に

かけて検出された。以上のことから今年度のサーベイラン

スにおけるウイルスの検索結果としては、小児における髄

膜炎は、過去２０年以上も検出されなかった“エコーウイ

ルス１３型”というエンテロウイルスによって引き起こされて、

全国的にも流行したものと推定される。しかし、その流行 

規模は、検体数及びウイルス分離数の状況から、大規

模な流行には至っていないことが推定された。 これまで

の経年的な本調査の結果、小児ウイルス感染症の起因ウ

イルスは、年毎に変化しており、様々のエンテロウイルス

がウイルス感染症の原因ウイルスとして分離されているこ

とから、感染症発生動向調査によるウイルスの流行状況を

継続して調査・解析することは、困難な流行予測の一助と

なる。今後も小児ウイルス感染症に対する監視及び予防

対策の一環として本調査を継続し、その役割の一端を担

っていきたいと考えている。 
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平成 年度 長崎県立食品衛生検査施設における14

内部精度管理試験（微生物部門）

）

山﨑 省吾 ･ 野口 英太郎 ･ 衞藤 毅

1

Estimation of Nagasaki Prefectural data

in Internal Quality Control Investigation, 2002

( )The microorganism department

Shogo YAMASAKI Hidetaro NOGUCHI and Tsuyoshi ETOH，

１）長崎県生活衛生課

SalmonellaKey word internal quality control standard plate count the recovery test： ， ， ，

ｷｰﾜｰﾄﾞ：内部精度管理，生菌数（標準平板菌数測定法），添加回収試験，サルモネラ属菌

はじめに

平成 ～ 年度にわたり、長崎県生活衛生課13 14

は長崎県立の食品衛生検査施設を対象として食品

衛生 検討委員会を開催した。食品衛生検査をGLP

実施する保健所，食肉衛生検査所および衛生公害

研究所は，平成 年 月 日付け衛食第 号厚生9 1 16 8

省生活衛生局食品保健課長通知「食品衛生検査施

設における検査等の業務管理について」により，各施

設において業務管理要領や検査標準作業手順書

（ ）等の整備を行い運用してきた。実際の検査SOP

に適さなかったり，県立施設として業務管理の統一が

されていなかった為，当委員会おいて実効性のある

を目指し，県立食品衛生検査施設における業GLP

務管理の再度の見直しを行った 。

1)

内部精度管理試験については，現在まで県立施

設で統一した試験を実施しておらず，また当所にお

いても厚生科学研究への参加という形態で対応して

きた現状であった 。この為，県立施設において統

2 3) )

一した検査試料(リファレンス・マテリアル； )につRM

いての精度管理試験を平成１４年度に試行として実

施することとなった。

当委員会で内部精度管理試験を行うにあたり，

の調整および検査結果の評価を行う指定職員RM

（衛生公害研究所研究員）指定された 。平成１４年

1)

度の検査項目として①生菌数測定②サルモネラ属菌

の検出の２項目について試験を行い，その試験デー

タの評価を行ったのでその概要を報告する。

試行試験対象検査施設

県立食品衛生検査施設の一部である，県立保健

所 施設食肉衛生検査所 施設および衛生公害6 , 1

研究所の 施設を対象とした。8

ＲＭの調整と試験実施方法

の調整1 RM

は，①生菌数測定②サルモネラ属菌の検出とRM

もにマッシュポテトを用いた。

RM(１)生菌数測定試験用

市販粉末マッシュポテト（カルビー） ｇを滅菌燐140

酸緩衝生理食塩水（ ） Ｌで混和し， 検体あPBS 1 1

たり保存容器 ｍｌ容に ｇ秤量し，高圧蒸気滅500 200

Bacillus菌した。添加菌液は，市販菌数測定用菌液

(商品名：枯草菌芽胞液，栄研器材， ～subtillis 1.0

± )を用い，本菌液を 倍希釈した後，1.5 10 cfu/ml 10
7

試料 ｇに希釈菌液 ｍｌを添加し，ホモジナイザ200 1

にて8000ｒｐｍ, 5分間混和した。ー

( 2) サルモネラ属菌検出試験用RM

前記（生菌数測定用RM）と同様の方法で作製し

たマッシュポテト50ｇを保存容器100ｍｌ容に50ｇ秤

Sal monel量し，高圧蒸気滅菌した。添加菌液は，

Ent er i t i di s( 食中毒事件分離株）をトリプチケl a

ースソイ・ブロス（BBL）10ｍｌで一晩培養後，PBS

で1. 83× 10 cf u/ml に調整した菌液1ml をマッシュポ

9

テトに添加した検体を陽性検体（最終菌量：1. 83

× 10 cf u/ g）とした。また，菌液無添加のものを陰

4
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性検体とした。

２ 生菌数測定用 の検証試験（添加回収試験とRM

保存試験）

の検証として，菌数保存性の確認の為に保存RM

試験を行った。

試料の保存温度は４℃(冷蔵庫内)とし，保存期間

は， 作製時から ， ， 時間および 日間RM 18 48 72 8

保存後の 各保存期間 検体ずつとした。RM 2

菌数の測定は，添加菌液の生菌数を定法である

(理論値：混釈法 にて測定した値から理論値を求め

4)

， 検体を各 回測定値 × × )cfu/ml 10 1/200
-1

RM2 5

計 回測定し， 検体分の平均値を の菌数(実10 2 RM

測平均値)とした。回収率は，実測平均値 理論値×/

（％）から求め，保存期間に対する，回収率の変100

化を観察した。また，測定値に対するＺ値，変動係数

(Ｃ Ｖ )を求め，マッシュポテトへの菌液混和の状態を. .

検証した。

検体の送付3

サルモネラ属菌検出試生菌数測定試験用 ，RM

共にゆうパックのチルド便にて検査施設に送験用RM

付した。生菌数測定試験用 のみに温度記録計RM

（クールメモリー：サンヨー）を梱包し，輸送温度を確

認した。

試験実施方法4

サルモネラ属菌検出試生菌数測定試験（図 ），1

共に各検査施設の に従い実施する験（図２） SOP

よう指示した。

生菌数測定試験 は，検体２５ｇについて測定し，

4)

測定回数を５回以上とした。

サルモネラ属菌検出試験は，試験品「加熱食肉

」製品のうち加熱殺菌した後容器包装に入れたもの

の試験法 に従うように指示した。

5）

5 評価

生菌数測定試験は，平成10年度食品衛生検査施

設信頼性確保部門責任者研修会資料 を参考にし

６)

，返送された試験成績から各検査施設におけるＺ値

変動係数，理論値からの回収率を求め，各施設の

検査精度を評価した。

サルモネラ属菌検出試験は，適正に検出された

か否かで評価した。

6 アンケート

各試験品についてアンケートを同封し，試験品の

問題点や試験項目についての意見を聴取した。

結果

生菌数測定用 の検証試験（添加回収試験と1 RM

保存試験）

1.01 10 cfu/ml RM添加液の生菌数は × であり，

7

中の生菌数の理論値は × であった。5.05 10 cfu/ml
3

測定した 期間では漸次菌数（回収率）が ×4 4.19

10 2.56 10 cfu/g 82.9 50.7
3 3
～ × （回収率： ％から

％）減少する傾向が認められた。各期間における測

25g試料秤量

希釈液 試料原液 倍希釈225ml 10
1

( )滅菌燐酸緩衝液もしくは滅菌生理食塩水

↓

試料の希釈 ｍｌ1

希釈液 ｍｌ【× 、 、 、 、 】9 10 10 10 10 10
2 3 4 5 6

↓

( 2 )各１ｍｌをシャーレへ分注 各 枚

標準寒天の分注

（ ～ ｍｌ）15 20

↓

培地混合後、固化後重層

↓

固化後培養

フラン器 ± ℃35 1

時間24-48

図 生菌数測定試験（標準平板菌数測定法)1

試料 ｇ25

ブイヨン ｍｌ ± ℃EEM 225 35 1.0

± 時間18 2

↓

培養液 ｍｌ1

セレナイトブリリアントグリーン培地，

セレナイトシスチン培地，

ハーナのテトラチオン酸塩培地のいずれか ｍｌ15

± ℃， ± 時間35.0 1.0 20 2

↓

培地または 培地に塗抹MLCB DHL

± ℃， ± 時間35.0 1.0 24 2

↓

， ， ディスクにて判定TSI LIM ONPG

図 サルモネラ属菌検出試験2
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定値の変動係数は ～ であった（表 ）。7.4 14.2 1

検体の送付2

の輸送温度は，概ね ～ ℃に保持されてRM 0 10

いた。

３ 試験実施方法

( )生菌数測定試験1

の添付資料として，検査法を参考資料としていRM

たため，全 施設において図 に示した方法で実施8 1

されていた。

表 検証試験の結果1

検体 回測定値より2 10

( )サルモネラ属菌検出試験2

試料の採取量は 施設で ， 施設 ｇ採取で7 25g 1 10

あり，前増菌培養液は全施設ともＥＥＭブイヨンを用

7 225 1 90 35い， 施設で ｍｌ， 施設で ｍｌに混和後，

～ ℃， ～ 時間で実施していた。37 18 20

２次選択増菌培地は，セレナイトシスチン培地４施

50.756.871.082.9理論値からの

回収率（％）

14.210.37.413.1変動係数

0.03-

1.54

0.06-

1.76

0.05-

1.94

0.30-

1.58

各保存期間

実測値のZ値

0.360.300.270.55標準偏差

(×103cfu/g )

2.562.873.594.19平均値

（×103cfu/g ）

8日間72時間48時間18時間
保存期間

50.756.871.082.9理論値からの

回収率（％）

14.210.37.413.1変動係数

0.03-

1.54

0.06-

1.76

0.05-

1.94

0.30-

1.58

各保存期間

実測値のZ値

0.360.300.270.55標準偏差

(×103cfu/g )

2.562.873.594.19平均値

（×103cfu/g ）

8日間72時間48時間18時間
保存期間

設，ハーナのテトラチオン酸塩培地 施設，セレナイ1

1 2トブリリアントグリーン培地 施設，ラパポート培地

35 37 18施設であり，培養温度は全施設とも ～ ℃，

～ 時間で実施していた。20

分離培地は，ＤＨＬ寒天とＭＬＣＢ寒天培地を併用

が 施設，ＤＨＬ寒天，ＳＳ寒天，ＭＬＣＢ寒天培地の3

培地併用が 施設，ＳＳ寒天とＤＨＬ寒天培地併用3 3

が 施設，ＤＨＬ寒天とクロモアガーサルモネラ培地1

の併用が 施設で実施していた。1

性状試験は，全施設ともＴＳＩ培地，ＬＩＭ培地およ

びグラム染色を用い同定していたが，追加試験として

の ディスク， 半流動培地，シモンズ・クエONPG VP

ン酸培地，チトクロームオキシダーゼ試験， 多価血O

清，同定キット（アピキット，バイオテストなど）等の使

用状況は，検査施設により異なっていた。

４ 評価

( )生菌数測定試験1

全検査施設とも適正に測定されており， 値は良Z

好な成績であったが，変動係数が 以下の施設10.0

が 施設， ～ が 施設， 以上が 施4 10.0 20.0 3 20.0 1

設であった。また，検査開始が 週間遅れた施設1

は，他の検査施設と比較し菌数が低値であった（表

）。2

( )サルモネラ属菌検出試験2

施設のみ 検体とも陽性であったが，他の 施1 2 7

設は適正に検出し同定されていた。

表 施設の生菌数測定試験の評価2 8

Z Zscore | | | | | | | |＊ 値( ）＝ 測定値－ 平均値 ／測定値の標準偏差

精度管理では以下のような判定区分が提案さている 。

6 ）

値≦ （合格）， ＜ 値≦ （疑わしい）， 値 ≧ （不合格）|Z | 2.0 2.0 |Z | 3.0 |Z | 3.0

C.V. coefficient of variation | | | | 100＊変動係数（ ： ）＝測定値の標準偏差／測定値の平均値×

（標準偏差と平均値の比）

37.164.036.993.577.464.476.868.5理論値から

の回収率（％）

2.4010.31.763.4827.210.97.815.6変動係数

0.49-

1.29

0.36-

1.44

0.37-

1.46

0.49-

1.10

0.39-

1.73

0.28-

1.27

0.73-

1.25

0.11-

1.55

各機関実測

値のZ値

0.040.330.330.031.060.350.300.54標準偏差

×103cfu/g

1.873.231.864.723.913.253.883.46平均値

×103cfu/g

12/1112/1212/1712/1112/1112/1112/1012/11検査開始日

HGFEDCBA施設

37.164.036.993.577.464.476.868.5理論値から

の回収率（％）

2.4010.31.763.4827.210.97.815.6変動係数

0.49-

1.29

0.36-

1.44

0.37-

1.46

0.49-

1.10

0.39-

1.73

0.28-

1.27

0.73-

1.25

0.11-

1.55

各機関実測

値のZ値

0.040.330.330.031.060.350.300.54標準偏差

×103cfu/g

1.873.231.864.723.913.253.883.46平均値

×103cfu/g

12/1112/1212/1712/1112/1112/1112/1012/11検査開始日

HGFEDCBA施設
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アンケート5

生菌数測定試験用ＲＭについては，菌数が低いと

いう意見があったが，特に問題となる意見は無かっ

た。サルモネラ属菌検出試験用 については，マRM

ッシュポテトが硬く，保存容器の口径が狭く，検体を

採取しにくい。また，同定キットによる性状試験で一

部異なる性状が存在したなどの意見があった。

考察

１ 生菌数測定試験用ＲＭの検証試験および試験

実施 施設における回収率8

本試行では，長崎県は，離島（しま）の保健所で生

菌数測定試験の精度管理試験を行うにあたり，検体

送付の時間的相違を考慮に入れる必要があった為，

生菌数の経時的変化を観察することとした。

本試験方法では，経時的に生菌数（回収率）の減

少が確認された施設 は，離島保健所であり，且つF

業務の都合上試料作製日（平成 年 月 日）, 14 12 10

から試験実施日が 日経過していたこともあり，回収7

率が減少したと考えられたが，施設 が適切に試験G

を開始していたが，回収率が低値を示した点は，不

明であった。

本試験方法により精度管理試験を行う場合は，対

象検査施設が 受領後速やかに試験を行うことがRM

適切に試験成績を提出する為に必要であることが示

唆された。

検体の送付2

送付温度は，低温でほぼ安定しており問題はない

ものと考えられた。

生菌数測定試験の評価3

試験方法については全施設とも同様の方法で実

施し，問題点は認められなかった。

全 施設とも測定値の 値は 以下であり 検査8 Z 2 ,

は適性に実施されていると判断された。

しかしながら変動係数は，当所の成績では 検体2

回測定値による変動係数が ～ であった10 7.4 14.2

ため，対象施設の変動係数の目標値として 以下15

を設定していたが，大きく逸脱し 以上を示した施20

設が 施設あり，測定値のバラツキが考えられた。再1

現性のあるデータの確保の為，これまで以上の検査

精度の向上が求められた。

サルモネラ属菌検出試験の評価4

試験方法については，前増菌培地は全施設とも同

一であったが，２次選択増菌培地，分離培地は施設

により異なっており，県立施設での統一した がSOP

必要であることが考えられた。

検出結果では７施設とも適正に検出・同定を行っ

ていたが，１施設２検体とも陽性であった点は，試料

作製者におけるナンバリングのミスやコンタミネーショ

ン，検査実施者におけるコンタミネーションが原因とし

て考えられるが，その原因は不明であった。

アンケート5

生菌数測定試験用ＲＭは，検体として問題がない

と考えられたが，菌数の減少については今後検体を

送付する際，考慮に入れる必要があるものと考えられ

た。

サルモネラ属菌検出試験用 は，サルモネラのRM

検出に関しては問題がないものと考えられたが，保存

ATCC容器の変更，使用菌株については標準菌株（

株など）の使用などが必要であると考えられた。

総括6

今回，一部の県立食品衛生検査施設で統一して

内部精度管理試験を実施してきたが，初年度というこ

ともあり，いくつかの改善点を見出すことができた。

精度管理の方法としては平成 年 月に厚生省9 4

から「精度管理の一般ガイドライン・微生物における

精度管理」が示された 。一方では，標準化された精

7)

度管理の方法が確立されていない現段階では，検査

担当者に多くの負担を強いることなく，日常業務に支

障なく実施できる方法で行うことが望ましい との考え

8)

方がある。

本試験の方法が適切な内部精度管理試験である

のかという点には疑問が残ったが，次年度からは，県

立食品衛生検査施設の全施設を対象するので，平

成 年度の試行結果を基とし改善し，実施していき14

たいと考えている。

謝辞

本試行は，宮崎県が実施している内部精度管理

調査微生物部門の資料およびデータの大部分を参

考としており，試行試験を行うに当たり，貴重なデー

タの閲覧や実施方法について御教授いただいた宮

崎県衛生環境研究所の工藤食品衛生検査管理監，

河野細菌課長，東研究員に厚く深謝いたします。

参考文献

)県民生活環境部長，福祉保健部長通知：長崎県食1

品衛生検査施設における検査等の業務管理要綱及

び長崎県食品衛生検査業務連絡協議会設置要領等

の制定について， 生衛食第 号， 福保第14 18 14



- 135 -

長崎県衛生公害研究所報 ， 資料48 (2002)

号，平成 年 月 日( )．231 15 3 20 2003

)田栗利紹：平成 年度内部精度管理調査(微生2 11

物部門）における長崎県データの評価，長崎県衛生

公害研究所報， ，１１１－ １１４( )．45 1999

)田栗利紹他：平成 年度全国内部精度管理調査3 12

(微生物部門）における長崎県地研データの評価，長

崎県衛生公害研究所報， ， － ( )．46 115 117 2000

)厚生省生活衛生局監修；食品衛生検査指針微生4

物編， （ ）．70-77 1990

5 5)食品、添加物等の規格基準の一部改正、平成

年 月 日厚告第 号．3 17 73

)厚生省生活衛生局食品保健課：平成 年度食品6 10

衛生検査施設信頼性確保部門責任者研修会

（ ）．1999

) 厚生省生活衛生局食品保健課長通知：食品衛生7

検査施設等における検査等の業務の管理の実施に

ついて，別添精度管理の一般ガイドライン，衛食第

号，（ ） ．117 1997

8 Good)神保勝彦他：食品衛生検査施設における

( )とその現状③地方衛生研究Liboratory Practice GLP

所の立場から，防菌防黴， ( ) ( )．29 3 ,177-192 2001



長崎県衛生公害研究所報 48, （2002） 資料 

   - 136 -

細菌性呼吸器感染症 PCR スクリーニング法の検討 

 

山口 仁孝 ・ 原 健志 

 

A study of the PCR screening for bacterial respiratory infection 

Yoshitaka YAMAGUCHI, Kenshi HARA 

 

Key words：PCR, SARS =Sever acute respiratory syndrome, Bacterial respiratory infection  

キーワード：ポリメラーゼ連鎖反応, 重症急性呼吸器症候群, 細菌性呼吸器感染症 

 

 

は じ め に 

 昨年末より中国で発生した重症急性呼吸器症候

群（Sever acute respiratory syndrome=SARS）

は、新型コロナウイルス（SARSウイルス）がそ

の原因として確定された。また、複数のSARSウ

イルス株genomeの解明により、今後新しい診断

法や新薬の開発が加速するものと期待される。 

一方、現時点ではSARSの臨床症状は細菌性の

市中肺炎やインフルエンザ等による他のウイルス

性肺炎との鑑別が容易ではなく、SARSウイルス

の分離・同定・確定診断には時間がかかることや

流行抑制のために迅速な防疫対策が必要であるこ

となどの理由により、SARS 検査にあたっては、

同時に他の細菌性およびウイルス性呼吸器感染症

との鑑別検査結果についても重要な所見となって

いる。 

しかしながら、今回国の通達ではSARS以外の

病原体一次スクリーニング検査の対象として、一

般細菌、レジオネラ、クラミジア、マイコプラズ

マ等が挙げられているものの、具体的な検査方法

については示されていない。加えて、地研等の限

られた人員・時間のなかで行われる一次スクリー

ニングでは、検査対象の範囲や個々の検査法の選

択は深慮する必要があるものと思われる。 

そこで、今回われわれは類症鑑別における一次

スクリーニングでは迅速性が最も重要であると考

え、感染研より先に示された病原体検査・診断マ                   

ニュアル等を参考に、PCRによる細菌性呼吸器感

染症病原体の一次スクリーニングについて検討し   

たので報告する。 

 

材 料 お よ び 方 法 

１．Template の作成 

Legionellae：宮崎県衛生環境研究所より分与を受

けた菌株について、常法に従い熱抽出 Template

を作製した。Chlamydiae：長崎大学医学部より C.  

ｔrachomatis 検出 DNA Template の分与を受けた。

Mycoplasmae ： 沖 縄 県 衛 生 環 境 研 究 所 よ り

M.pneumoniae DNA Template の分与を受けた。各

Template DNA は感度試験用に 5 倍段階希釈を行

った。また、Negative template mix として、:Shigella 

dysenteriae,flexneri,boydii,sonnnei（計 7 株）,E.coli 

（3 株）, Proteus mirabilis, Pseudomonas aerugi- 

nosa , Klebsiella pneumoniae（各 1 株）の熱抽出

DNA Template mix を作成した（表1）。 

2．Primer の設計 

Primer 設計ｿﾌﾄ Genetyx

○R

 を用いて、NCBI 

GenBank に登録されている各細菌の Target 

genome（16SrRNA および mip gene）について

Alignment を行い Primer 設計用Standard sequence

を選択し、各菌種間の Alignment を行った後、特異

性の高い領域について primer を設計した（図 1,表

2）。 

3．PCR  

既知 Primer については各文献

1) ,2)

の Protocol

に従い、新しく設計した Primer については 95℃

5min.熱変性後、95℃45sec.,58℃45sec.,72℃45sec. 

35cycle ,72℃5min.にThermalcyclerの温度・時間・

サイクル数を設定し、EX taq Hot Start version を

(Takara)を用いて 50μｌ系にて PCR を実施した（図

2）。 

4．Multiplex PCR 

設計した Primer（Leg、Ch、Mpn）について、First

および Nested 用Primer を mix して Multipex PCR 

を検討した。 

5．電気泳動および撮影 
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Amplicon を 1.5％ｱｶﾞﾛｰｽｹﾞﾙ（EtBr 0.5μg/ml）

に泳動（100V、30min）後、ﾄﾗﾝｽｲﾙﾐﾈーﾀーにより

観察してポラロイド写真を撮影し、バンドを確認し

た。 

 

表1：Control template 

Genus Species Serotype Sample No.

SG1 Ｌ1 

SG1b Ｌ2 

SG3 Ｌ3 

pneumophil a 

SG4 Ｌ4 
dumoffii 

Ｌ5 

erythra 
Ｌ6 

Legionella 

micdadei 
Ｌ7 

Chlamydia trachomatis C 
Mycoplasma pneumoniae M 

＊ Negative template mix :Shigella（7）,E.coli

（3）,Proteus,Pseudomonas,Klebsiella 

 

図1：Primer の設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2：各Target 遺伝子および Primer 

Target Primer 

NIID This study 
Species Gene 

First Nested First Nested 

Legionella spp. 16S rRNA LEG448A-854B  Leg-m1 Leg-m2 

Legionella pneumophilla mip LmipL920-R1548 LmipL997-R1466 Lmip-m1 Lmip-m2 

Mycoplasma pneumoniae 16S rRNA MPN/1F、1R MPN/2F、2R Mpn-m1 Mpn-m2 

Chlamydia spp. 16S rRNA （Ch）＊  Ch-m1  

Chlamydia pneumoniae 16S rRNA  （Chp）＊  Chp-m2 

*Trudy et al ; JCM,AUG,1997,p.2043-2046 

 

 

図2：PCR 条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結   果 

1．特異性試験 

（1）Legionellae 

4 種のpneumophila血清群を含む 4種のLegio- 

nella属についての特異性は、16SrRNA検出用

Primer（Leg）で既知Primer と同様に検出できた 

 

 

（図 3上）。また、mip gene 検出用の Nested

既知Primer（Lmip L997-R1466）においては、 L. 

erythra とごく弱い交差反応が認められた（図3

下）。 

（2）Negative control template との交差反応試験 

Chｐ-ｍ2 において 600bp 付近にバンドが認めら

れた（図4）が、他に非特異band は認められなかっ

た。 

2．感度試験 

（1）Legionellae 

新Primer（Leg-m1, Lmip-m1）はLEG448A-854B

および LmipL920-R1548 と比較して、より感度が高

かった（図5）。 

（2）Chlamydia 

TrudyらのPrimerではまったく検出不能であった。

一方、新Primer（Chp-m2）では 800bp 付近に非特

異バンドが若干観察された（図6 矢印）。 

Primer design 

・Primer design software：Genetyx version 6.1.3 

・Reference sequence : NCBI GenBank 

 

Target gene sequence library 

↓Alignment 

Standard sequence 

                ↓Alignment （Interspecies） 

Primer 

New primer PCR condition 

 

        95℃  5min 

95℃  45sec. 

       58℃  45sec.      35cycle 

       72℃  45sec. 

72℃  7min 
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（3）Mycoplasma 

MPN/1F、1R においては、Template 量に比例せ

ず不安定な増幅を示した。新Primer（Mpn-m1,m2）

はより感度が高く良好な増幅が確認された（図7）。 

 

3．Multiplex PCR 

各細菌ごとに DNA 濃度が異なる 2 種の Template

を用いた Multiplex では、First,Nested ともに良好の

結果が得られた（図8）。

図3 Specificity（Legionellae） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lane No. Primer 

1 First 

2 Nested 

LEG448A-854B 

435bpー 

LmipL920-R1548 

Leg-m1 

 

Lmip-m1

692bpー 

506bpー 

L1  L2 L3  L4 L5  L6 L7 

L1  L2 L3  L4  L5  L6 L7 

L1  L2 L3  L4  L5  L6 L7 L1  L2 L3  L4  L5  L6 L7 

Leg-m2 

Lmip L997-R1466 

－ 489bp 

Lmip-m2

－ 361bp 

Known New  

Legm   Lmipm  Chm     Mpm    

  1  2   1    2   1   2   1  2                        

 LEG  Lmip  Ch  Mp     

   1   1   2    1   1  2  

Positive  

Positive+Negative 

図4 Specificity 

Template 

650bpー 

－ 467bp 
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→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 Sensitivity （Leg,Lmip） 

Template=L1×50
－ 54 

LEG448A-854B 

Leg-m1 Leg-m2 

LmipL920-R1548 Lmip L997-R1466 

Lmip-m1 Lmip-m2 

図6 Sensitivity （Chlamydia） 

Template=C×50
－ 54 

（Ch） 

Ch-m1 

 

（Chp） 

Chp-m2

468bpー 

ー230bp 

436bpー 

ー221bp 

Template=M×50
－ 54 MPN/1F、1R 

Mpn-m1 

 MPN/2F、2R 

Mpn-m2

782bpー 

図7 Sensitivity （Mycoplasma） 

320bpー 

ー165bp 

ー302bp 
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                 First mix=Leg-m1+Ch-m1+Mpn-m1 

Nested mix =Leg-m2+Chp-m2+Mpn-m2 

 

 

表 3 各 Primer の増幅結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま と め 及 び 考 察 

 今回設計した primer は病原体検査・診断マニュア

ル（感染研）およびTrudyらの文献に示されたprimer

と比較して感度・特異性ともに優れていた（表3）。 

 Primer の感度・特異性については、設計時の

target sequence の正確性や使用する PCR 試薬等に

よって大きく左右される。今回は GenBank のデーベ

ースを利用して簡便に primer を設計したが、

16SrRNA の Sequence では種によっては交差反応を

示すものも多くあると考えられるため、gyrB など他の

マーカー遺伝子や目的細菌固有の病原遺伝子等を

Target にした PCR についての検討も必要と思われ

る。 

今後は他の primer との Multiplex 法なども検討し

て、呼吸器病原体の PCR スクリーニングに活用した

い。 

 

本稿をまとめるにあたり、菌株・DNA Template の

提供をしていただいた宮崎県衛生環境研究所 河野 

貴美子氏、沖縄県衛生環境研究所 久高 潤氏、な

らびに長崎大学医学部 片峰 茂 教授に深謝いた

します。 

 

Lane No. Template 

1 ×51 

2 ×52 

Primer Specifity Sensitivity 

Known 1st ○ ○ 

1st ○ ○ 
Legione lla 

16SｒRNA New 
2nd  ○ 

1st ○ × 
Known 

2nd × ○ 

1st ○ ○ 

Legionella 

mip gene 
New 

2nd  ○ 

1st × × 
Known 

2nd  × 

1st ○ ○ 

Chlamydia 

16SrRNA 
New 

2nd  △ 

1st △ × 
Known 

2nd  ○ 

1st ○ ○ 

Mycoplasma 

16SrRNA 
New 

2nd  ○ 

Leg     Ch     Mp       

 1  2   1    2   1   2    

First  mix Nested mix  

Leg      Ch      Mp                         

  1   2  1    2   1   2     

図8 Multiplex PCR 

Template 
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表１ 定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成 14 年度） 

 

降水の定時採取（定時降水） 

放射能濃度 (Bq/L) 採取年月日      

降水量    

(mm) 

測定数 最低値 最高値 

月間降下量

(MBq/Km

2

) 

平成１4年 ４月 192.5 11 ND 0.37 16 

５月 183.5 8 ND 0.62 2.2 

６月 152.0 4 ND ND ND 

７月 232.5 10 ND 1.3 15 

８月 208.5 9 ND ND ND 

９月 64.5 3 ND ND ND 

１０月 132.5 6 ND ND ND 

１１月 133.5 8 ND 0.36 8.6 

１２月 112.5 9 ND ND ND 

平成１5年  １月 49.5 7 ND 0.54 2.3 

               ２月 65.0 8 ND 0.35 8.4 

               ３月 98.5 8 ND ND ND 

年間値 1,625 91 ND 1.3 ND～ 16 

前年度までの過去３年間の値 291 ND 2.0 ND～ 25 

          （注１）ND:測定値が測定誤差の３倍未満。 

 

 

表２ 牛乳中の

131

I の分析結果（平成 14 年度） 

 

 

 採取場所 諫早市 諫早市 諫早市 諫早市 諫早市 諫早市 

 前年度まで過去 

 ３年間の値 

採取年月日 H14.5.7 H14.7.2 H14.9.2 H14.11.20 H15.1.7 H15.3.4 最低値 最高値

放射能濃度

(Bq/L) 

ND ND ND ND ND ND ND ND 

（注１）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）である 

（注２）放射能測定は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スペクトロメーターで測定した。 

（注３）ND:測定値が測定誤差の３倍未満。 
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表３ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果(平成 14 年度) 

 

      

137

Cs 

前年度まで 

過去３年間の値
           

試料名 

       

採取場所

        

採取年月 

 

検

体

数
最低値 最高値 最低値 最高値

 その他の検

出された人工

放射性核種 

   

単 位 

大気浮遊じん 長崎市 

14 年  4 月 

～ 15年3月 

4 ND ND ND ND ND mBq/m

3

 

降下物 長崎市 

14 年  4 月 

～ 15年3月 

12 ND 0.056 ND 0.080 ND MBq/km

2

 

陸

 

水 

 蛇口水 長崎市 

14 年 6 月 

及び 12 月 

2 ND ND ND ND ND mBq/L 

42 42 65 ND Bq/kg 乾土 
         

0～ 5cm 

小浜町 

（雲仙） 

1 

1500 1500 2100 ND MBq/km

2

 

22 18 22 ND Bq/kg 乾土 

  

土

  

壌 

         

 5～ 20cm 

小浜町 

（雲仙） 

      

14 年  7 月 

1 

1300 1300 1900 ND MBq/km

2

 

精米 長崎市 15 年  1 月 1 ND ND ND ND MBq/kg 精米

   大根 長崎市 15 年  1 月 1 ND ND ND ND 
野

 

菜 
ホウレン草 長崎市 15 年  1 月 1 ND ND ND ND 

      

Bq/kg 生 

牛 乳 長崎市 

14 年  8 月 

15 年  2 月 

2 ND ND ND ND ND Bq/L 

長崎市 2 ND 0.039 ND 0.069 ND 
     

日常食 

松浦市 

14 年 6 月 

及び 11 月 

2 ND 0.026 ND 0.030 ND 

      

Bq/人・日 

 

アサリ 小長井町 14 年  5 月 1 ND ND ND ND 

アマダイ 長崎市 14年 11 月 1 0.086 0.080 0.14 ND 

海

産

生

物 

ワカメ 島原市 15 年  2 月 1 ND ND ND ND 

Bq/kg 生 

(注１)食品試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いである。 

(注２)ND:測定値が測定誤差の３倍未満 
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表 ４ 空 間 放 射 線 量 率 測 定 結 果 （平 成 14 年 度 ） 

 

モニタリングポスト  (cps) サーベイメーター 

測 定 年 月 

最低値 最高値 平均値 (nGy/h) 

平成１4年 ４月 12 18 12 60 

５月 12 16 12 62 

６月 12 17 12 60 

７月 12 21 12 60 

８月 12 19 12 60 

９月 12 14 12 60 

１０月 12 17 12 60 

１１月 12 18 13 56 

１２月 12 19 13 60 

平成１5年  １月 12 20 13 60 

２月 12 20 12 60 

３月 12 19 13 62 

年 間 値 12 21 12 56～ 62 

前年度までの過去

３年間の値 

11 21 12 58～ 75 

（注１）サーベイメーターの値は、宇宙線の影響 30nGy/h を含む。    
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表1-1　2000～ 2002年度　大村湾水質測定結果地点名

COD（mg/l） T-N（mg/l） T-P（μg/l）

最小～ 最大 平均 最小～ 最大 平均 最小～ 最大 平均

中央（北） 2000 1.6 ～ 2.8 2.0 0.14 ～ 0.39 0.19 9 ～ 18 13

2001 1.6 ～ 3.1 2.2 0.08 ～ 0.35 0.19 8 ～ 15 12

2002 1.4 ～ 2.6 2.0 0.09 ～ 0.27 0.16 9 ～ 24 13

中央（中） 2000 1.7 ～ 4.8 2.6 0.12 ～ 0.37 0.21 8 ～ 15 11

2001 2.2 ～ 3.0 2.6 0.09 ～ 0.38 0.20 9 ～ 16 11

2002 1.9 ～ 3.3 2.5 0.10 ～ 0.24 0.16 8 ～ 18 13

中央（南） 2000 1.8 ～ 3.4 2.5 0.10 ～ 0.33 0.20 9 ～ 28 13

2001 2.1 ～ 3.1 2.5 0.07 ～ 0.26 0.17 8 ～ 93 18

2002 1.8 ～ 3.4 2.5 0.10 ～ 0.24 0.16 6 ～ 41 15

早岐港 2000 1.7 ～ 3.5 2.4 0.07 ～ 0.48 0.29 9 ～ 49 26

2001 1.8 ～ 4.0 2.5 0.08 ～ 0.45 0.26 9 ～ 53 26

2002 1.9 ～ 2.9 2.3 0.11 ～ 0.26 0.19 12 ～ 31 20

川棚港 2000 2.1 ～ 3.9 2.7 0.11 ～ 0.41 0.21 8 ～ 20 13

2001 2.2 ～ 4.1 2.7 0.08 ～ 0.29 0.17 8 ～ 18 12

2002 2.2 ～ 3.4 2.6 0.10 ～ 0.57 0.21 8 ～ 39 18

彼杵港 2000 1.9 ～ 3.9 2.5 0.10 ～ 0.61 0.24 8 ～ 19 12

2001 2.1 ～ 3.4 2.7 0.10 ～ 0.40 0.18 3 ～ 21 13

2002 1.9 ～ 3.5 2.6 0.09 ～ 0.23 0.15 7 ～ 18 13

郡川沖 2000 1.8 ～ 3.8 2.8 0.13 ～ 0.48 0.25 7 ～ 27 14

2001 2.2 ～ 3.4 2.7 0.10 ～ 0.27 0.19 3 ～ 18 13

2002 2.2 ～ 3.1 2.5 0.10 ～ 0.47 0.22 3 ～ 30 15

自衛隊沖 2000 1.8 ～ 4.3 2.8 0.12 ～ 0.47 0.23 9 ～ 31 16

2001 2.1 ～ 3.2 2.7 0.08 ～ 0.31 0.20 8 ～ 22 14

2002 1.9 ～ 3.5 2.8 0.12 ～ 1.05 0.28 10 ～ 34 18

競艇場沖 2000 2.0 ～ 3.9 2.8 0.12 ～ 0.48 0.25 10 ～ 28 17

2001 2.1 ～ 3.6 2.8 0.09 ～ 0.32 0.22 11 ～ 22 16

2002 2.2 ～ 4.3 3.0 0.11 ～ 0.57 0.27 11 ～ 63 21

喜々津川沖 2000 2.3 ～ 3.9 3.0 0.15 ～ 0.81 0.35 11 ～ 61 26

2001 2.5 ～ 4.9 3.2 0.15 ～ 1.05 0.32 8 ～ 78 25

2002 2.1 ～ 3.8 3.0 0.12 ～ 0.38 0.22 2 ～ 31 19

祝崎沖 2000 2.1 ～ 3.6 2.8 0.13 ～ 0.35 0.23 9 ～ 23 16

2001 2.3 ～ 3.5 2.9 0.10 ～ 0.52 0.20 9 ～ 54 17

2002 2.3 ～ 3.6 2.9 0.09 ～ 0.26 0.19 12 ～ 28 18

長与浦 2000 2.0 ～ 3.7 2.8 0.12 ～ 0.42 0.28 7 ～ 30 19

2001 2.0 ～ 3.2 2.7 0.13 ～ 0.56 0.28 8 ～ 31 16

2002 2.0 ～ 3.2 2.7 0.09 ～ 0.38 0.22 13 ～ 44 19

久留里沖 2000 1.8 ～ 3.9 2.8 0.18 ～ 1.08 0.49 8 ～ 156 35

2001 2.2 ～ 3.4 2.8 0.11 ～ 0.43 0.24 9 ～ 23 14

2002 2.2 ～ 3.7 2.8 0.14 ～ 0.68 0.28 10 ～ 61 20

形上湾 2000 1.9 ～ 4.0 2.8 0.12 ～ 0.95 0.30 7 ～ 28 14

2001 2.3 ～ 3.3 2.7 0.08 ～ 0.38 0.21 8 ～ 19 14

2002 2.1 ～ 3.3 2.8 0.12 ～ 0.28 0.19 9 ～ 21 14

大串湾 2000 1.5 ～ 3.1 2.1 0.08 ～ 0.29 0.17 8 ～ 21 14

2001 1.7 ～ 2.8 2.1 0.07 ～ 0.27 0.16 8 ～ 17 13

2002 1.6 ～ 2.7 2.1 0.08 ～ 0.16 0.13 7 ～ 20 13

久山港沖 2000 2.2 ～ 4.0 3.0 0.19 ～ 0.74 0.45 16 ～ 56 35

2001 2.5 ～ 3.9 3.1 0.22 ～ 1.21 0.41 19 ～ 100 37

2002 2.3 ～ 4.2 3.0 0.12 ～ 0.30 0.20 13 ～ 52 26

堂崎沖 2000 1.7 ～ 3.8 2.6 0.09 ～ 0.76 0.23 7 ～ 25 13

2001 1.9 ～ 3.4 2.5 0.11 ～ 0.25 0.18 1 ～ 28 12

2002 2.0 ～ 3.6 2.8 0.10 ～ 0.22 0.15 6 ～ 20 13

東大川河口水域 2000 3.2 ～ 6.1 4.7 0.60 ～ 4.50 1.91 81 ～ 331 148

2001 2.3 ～ 6.3 4.1 0.15 ～ 3.11 1.14 13 ～ 160 92

2002 3.4 ～ 7.9 4.4 0.32 ～ 2.59 1.21 12 ～ 184 86

2000年度全湾平均値 2.7 0.27 18

2001年度全湾平均値 2.7 0.22 17

2002年度全湾平均値 2.7 0.20 17

地点名 年度

長崎県衛生公害研究所報 資料48, (2002)
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表1-2　2000～ 2002年度　大村湾水質測定結果

透明度（ｍ） 大腸菌群数(MPN/100ml)

最小～ 最大 平均 最小～ 最大

中央（北） 2000 3.3 ～ 8.5 5.8 0 ～ 3.3
2001 3.2 ～ 7.7 5.2 0 ～ 4.5
2002 2.6 ～ 6.1 4.7 0 ～ 3.3×10

1

中央（中） 2000 3.2 ～ 8.1 5.9 0 ～ 1.5
2001 3.0 ～ 8.5 5.4 0 ～ 2.0
2002 3.8 ～ 9.2 5.4 0 ～ 0.0

中央（南） 2000 3.5 ～ 8.8 6.1 0 ～ 1.5
2001 4.2 ～ 9.5 5.6 0 ～ 0
2002 2.8 ～ 6.5 5.1 0 ～ 4.5

早岐港 2000 1.7 ～ 6.6 3.6 0 ～ 1.8×10
2

2001 1.0 ～ 5.5 3.1 0 ～ 2.4×10
2

2002 1.3 ～ 4.7 3.4 0 ～ 2.4×10
2

川棚港 2000 2.3 ～ 6.8 4.4 0 ～ 3.3×10
1

2001 2.7 ～ 7.0 4.2 0 ～ 2.4×10
2

2002 2.2 ～ 5.5 3.8 0 ～ 1.6×10
3

彼杵港 2000 2.2 ～ 7.7 5.1 0 ～ 5.6×10
1

2001 3.0 ～ 8.0 4.8 0 ～ 2.4×10
2

2002 2.7 ～ 8.6 4.9 0 ～ 4.5

郡川沖 2000 1.7 ～ 7.0 4.3 0 ～ 1.3×10
2

2001 2.2 ～ 7.2 4.4 0 ～ 1.3×10
2

2002 2.6 ～ 5.5 4.1 0 ～ 5.4×10
2

自衛隊沖 2000 1.5 ～ 5.9 4.2 0 ～ 2.9×10
2

2001 2.8 ～ 5.7 4.0 0 ～ 2.4×10
2

2002 2.3 ～ 6.0 3.7 0 ～ 3.3×10
1

競艇場沖 2000 1.5 ～ 5.8 3.6 0 ～ 1.8×10
1

2001 2.7 ～ 4.8 3.4 0 ～ 2.4×10
2

2002 2.0 ～ 3.7 2.9 2 ～ 2.7×10
1

喜々津川沖 2000 1.6 ～ 4.8 3.1 0 ～ 1.3×10
1

2001 2.4 ～ 5.0 3.2 0 ～ 2.4×10
3

2002 2.0 ～ 4.0 3.1 0 ～ 9.2×10
2

祝崎沖 2000 1.7 ～ 6.5 3.9 0 ～ 2.9×10
2

2001 2.4 ～ 5.7 3.8 0 ～ 2.4×10
2

2002 2.4 ～ 5.1 3.5 0 ～ 2.4×10
2

長与浦 2000 1.6 ～ 5.5 4.2 0 ～ 2.9×10
1

2001 3.1 ～ 6.1 4.4 0 ～ 4.1×10
1

2002 3.0 ～ 4.5 3.8 0 ～ 7.9×10
1

久留里沖 2000 2.4 ～ 6.5 4.4 0 ～ 4.9×10
1

2001 3.1 ～ 7.0 4.9 0 ～ 1.4×10
3

2002 2.5 ～ 6.0 4.1 0 ～ 3.5×10
2

形上湾 2000 2.5 ～ 7.7 5.2 0 ～ 1.4×10
1

2001 3.4 ～ 6.3 4.4 0 ～ 1.3×10
1

2002 2.6 ～ 5.5 4.0 0 ～ 2.4×10
2

大串湾 2000 3.0 ～ 7.8 5.4 0 ～ 1.1×10
1

2001 3.8 ～ 7.0 5.0 0 ～ 4.5×10
1

2002 3.0 ～ 5.8 4.0 0 ～ 2.4×10
2

久山港沖 2000 1.5 ～ 4.1 2.8 0 ～ 1.1×10
2

2001 1.3 ～ 3.2 2.3 0 ～ 9.2×10
2

2002 1.5 ～ 4.0 2.4 0 ～ 2.4×10
3

堂崎沖 2000 3.1 ～ 8.6 5.3 0 ～ 8.2×10
1

2001 4.4 ～ 9.2 5.7 0 ～ 2.0
2002 2.8 ～ 8.5 5.2 0 ～ 3.3×10

1

東大川河口水域 2000 ～ 7.8×10
1

～ 2.4×10
4

2001 ～ 2.0×10
1

～ 1.6×10
4

2002 ～ 3.3×10
1

～ 1.6×10
4

2000年度全湾平均値 4.6

2001年度全湾平均値 4.3

2002年度全湾平均値 4.0

地点名 年度

長崎県衛生公害研究所報 資料48, (2002)
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表２　2002年度（平成14年度）大村湾月別平均値（全湾平均値）

項 目  ＼  月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

COD        (mg/l) 2.7 2.6 3.0 2.4 3.0 2.2 2.7 2.5 2.7 2.5 2.3 3.3

T-N      　 (mg/l) 0.23 0.18 0.17 0.22 0.14 0.29 0.22 0.15 0.15 0.20 0.22 0.21

T-P     　  (μg/l) 16 11 14 12 14 22 26 19 18 16 12 22

ｸﾛﾛﾌｨﾙa (μg/l) 0.8 1.2 0.9 0.7 1.1 1.2 2.3 1.3 1.1 1.5 0.8 2.0

透明度  　 (m) 3.3 3.4 3.7 4.2 4.8 3.9 4.1 4.8 4.0 3.5 4.6 4.0

表３　2002年度（平成14年度）大村湾流入河川水質測定結果

東大川 西大川 喜々津川 長与川 時津川 西海川 手崎川 大江川 大明寺川 川棚川

佐代姫橋上堰 高速道下流 江川橋上堰 岩渕堰 新地橋上流 大川橋上堰 上木場橋上 大江橋 喰場橋 山道橋

最小～ 最大 <0.5 ～  3.3 2.7 ～  26 0.5 ～  6.3 <0.5 ～  4.3 1.5 ～  4.1 0.5 ～  3.7 <0.5 ～  0.9 <0.5 ～  3.6 <0.5 ～ 2.4

平均 1.7 8.9 3.0 1.7 2.8 1.1 0.6 1.0 1.0

最小～ 最大 0.30 ～ 1.30 1.50 ～  10.1 1.40 ～  2.90 0.50 ～  2.20 0.70 ～  2.00 1.50 ～  2.20    

平均 0.90 6.45 1.88 1.55 1.40 1.93

最小～ 最大 0.024 ～ 0.064 0.790 ～  1.002 0.040 ～  0.333 0.033 ～  0.060 0.067～  0.762 0.025 ～  0.045

平均 0.048 0.857 0.192 0.043 0.307 0.034

大腸菌群数 2300 17000 3300 2100 13000 2100 330 790 490

(MPN/100ml) ～  35000 ～  920000  ～  920000  ～  92000 ～  350000 ～  92000 ～  9200 ～  24000 ～  24000

0.117 0.103 0.062 0.093

0.06 0.021 0.038 0.050

0.097 0.073 0.029 0.073

0.042 0.013 0.016 0.032

0.017 0.022 0.021 0.016

0.013 0.005 0.012 0.013

0.003 0.007 0.011 0.003

0.004 0.002 0.008 0.004

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001

*　トリハロメタン生成能は上段が6月結果、下段が12月結果

*　トリハロメタンの水道水質基準は0.1mg/l以下

項目　　　　　　　　　　　　　地点

BOD（mg/l）

T-N（mg/l）

T-P（mg/l）

最小～ 最大

総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ生成能(mg/l)

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ(mg/l)

ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(mg/l)

 ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ(mg/l)

ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ(mg/l)

長崎県衛生公害研究所報 資料48, (2002)
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２００２年度地下水質測定結果

上五島

島原市 島原市 島原市 島原市 吾妻町 吾妻町 島原市 島原市 島原市 島原市 有明町 有明町 有明町 有明町 国見町 愛野町 有家町 諌早市 諌早市 大村市 大村市 大村市

小値賀

町

環境基準(mg／ｌ）

≦0.01

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

検出されないこと

ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

≦0.01

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

≦0.05

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

≦0.01

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

≦0.0005

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

検出されないこと

ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

≦0.02

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

≦0.002

<0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

≦0.004

<0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

≦0.02

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

≦0.04

<0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

≦1

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

≦0.006

<0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

≦0.03

<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.004 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.04 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

≦0.01

0.001 0.013 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.009 0.013 <0.001 <0.001

≦0.002

<0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

≦0.006

<0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

≦0.003

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

≦0.02

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

≦0.01

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

≦0.01

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

≦10

13 2.7 2.6 0.65 7.4 7.9 23 20 16 32 17 17 28 16 23 11 15 1.8 0.13 9.7 10 9.7 16

≦0.8 0.11 0.12 0.16 0.09 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08

≦1

<0.1 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1ほう素

シマジン

ベンゼン

セレン

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素

ふっ素

測定項目

ヒ素

総水銀

アルキル水銀

四塩化炭素

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

チオベンカルブ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ジクロロメタン

チウラム

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

クロム(6価)

カドミウム

全シアン

鉛

測定結果（mg／ｌ）

県　南 県央

　市町村名

地　　区

長
崎

県
衛

生
公

害
研

究
所
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料
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表１ 年度 産業廃棄物最終処分場調査結果（生活環境項目）2002

種 別 項 目 大腸菌群数pH BOD COD SS

(mg/l) (mg/l) (mg/l) ( /ml)個

8 5 8 8 8管 放 検体数

7.1 9.3 <0.5 40 2.3 40 2 40 <30 1200理 流 最小～ 最大 ～ ～ ～ ～ ～

8.1 11 10 13 665型 水 平均値

13 13 13 13 13安 浸 検体数

6.5 7.9 <0.5 18 2.0 97 1 120 <30 4700定 透 最小～ 最大 ～ ～ ～ ～ ～

7.2 2.9 13 14 1540型 水 平均値

2002 mg/l表２ 年度 産業廃棄物最終処分場調査結果（重金属等） 単位：

施 検

種 別 設 体 項 目 Ｃｄ ＣＮ Ｐｂ Ｃｒ Ａｓ ＳｅT-Hg

(6+)数 数

8 8 0 0 0 0 1 1 0放 検出数

1 1管 流 検出施設数

0水 基準超過施設数

0.01 0.0006理 最大値

2 2 0 0 0 0 0 1 0溶 検出数

1型 出 検出施設数

試 基準超過施設数

0.0016験 最大値

13 13 0 0 0 0 0 1 0浸 検出数

1安 透 検出施設数

0水 基準超過施設数

0.0005定 最大値

1 1 0 0 0 0 0 0 0溶 検出数

型 出 検出施設数

試 基準超過施設数

験 最大値

0.001 0.1 0.005 0.005 0.005 0.0005 0.01報告下限値

2002 mg/l表３ 年度 産業廃棄物最終処分場調査結果（揮発性物質及び農薬等） 単位：

施 検 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚ ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 四塩化炭 ｼﾞｸﾛﾛｴ ｼﾞｸﾛﾛｴ ｼｽ ｼﾞｸﾛ1,2- 1,1- -1,2-

種 別 設 体 項 目 ﾝ 素 ﾀﾝ ﾁﾚﾝ ﾛｴﾁﾚﾝ

数 数

8 8 0 0 0 0 0 0 0管 放流 検出数

理 水 最大値

2 2 0 0 0 0 0 0 0型 溶出 検出数

試験 最大値

13 13 0 0 0 0 0 0 0安 浸透 検出数

定 水 最大値

1 1 0 0 0 0 0 0 0型 溶出 検出数

試験 最大値

0.003 0.001 0.002 0.0002 0.0004 0.002 0.004報告下限値

長崎県衛生公害研究所 資料48, (2002)



- 151 -

施 検 ﾄﾘｸﾛﾛ ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ﾁｳﾗﾑ ｼﾏｼﾞﾝ ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ1,1,1- 1,1,2- 1,3-

種 別 設 体 項 目 ｴﾀﾝ ﾛｴﾀﾝ ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

数 数

8 8 0 0 0 0 0 0 0管 放流 検出数

理 水 最大値

2 2 0 0 0 0 0 0 0型 溶出 検出数

試験 最大値

13 13 0 0 0 0 0 0 0安 浸透 検出数

定 水 最大値

1 1 0 0 0 0 0 0 0型 溶出 検出数

試験 最大値

0.1 0.0006 0.0002 0.001 0.0006 0.0003 0.002報告下限値

2002 mg/l表４ 年度 産業廃棄物最終処分場周辺地下水調査結果 単位：

施設数 検体数 項目 Ｃｄ ＣＮ Ｐｂ Ｃｒ Ａｓ ＳｅT-Hg

(6+)

22 41 0 0 1 0 0 0 0検出数

0.02最大値

0.001 0.1 0.005 0.005 0.005 0.0005 0.01報告下限値

施設数 検体数 項目 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚ ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 四塩化炭 ｼﾞｸﾛﾛｴ ｼﾞｸﾛﾛｴ ｼｽ ｼﾞｸﾛ1,2- 1,1- -1,2-

ﾝ 素 ﾀﾝ ﾁﾚﾝ ﾛｴﾁﾚﾝ

22 40 0 0 0 0 0 0 0検出数

最大値

0.003 0.001 0.002 0.0002 0.0004 0.002 0.004報告下限値

施設数 検体数 項目 ﾄﾘｸﾛ ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ﾁｳﾗﾑ ｼﾏｼﾞﾝ ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ1,1,1- 1,1,2- 1,3-

ﾛｴﾀﾝ ﾛｴﾀﾝ ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

22 40 0 0 0 0 0 0 0検出数

最大値

0.1 0.0006 0.0002 0.001 0.0006 0.0003 0.002報告下限値

長崎県衛生公害研究所 資料48, (2002)
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表 1 ２００２年度工場・事業場排水調査結果（重金属関係）  単位：mg/l 

業種 

事業

場数 

検体

数 

項目 

カドミウ

ム 

シアン 鉛 

６価   

クロム 

ヒ素 総水銀

検出件数 0 0 0 0 0 0 金属製品   

製造業 

1   2 

最大値       

検出件数 0 0 2 0 0 0 酸・アルカリ 

表面処理業 

8 12 

最大値   0.02    

検出件数 2 0 2 0 0 0 電気めっき 

施設 

3 3 

最大値 0.008  0.02    

検出件数 ０ 0 0 0 0 0 工業・農業関

係専門学校 

  2 4 

最大値       

検出件数 2 0 2 0 0 0 国公立    

試験研究機関 

3  4 

最大値 0.005  0.04    

検出件数 ０ 0 ０ 0 0 0 保健所    

臨床検査機関 

3 3 

最大値       

検出件数 0 0 4 ０ 0 0 
その他 8 12 

最大値   0.07    

   定量下限値 0.002 0.1 0.01 0.02 0.005 0.0005 

検出件数 4 0 6 0 0 0 合計 

 

28 40 

最大値 0.008  0.07    

 

 

 

表 2 工場・事業場排水調査結果（揮発性有機化合物関係）  単位：mg/l 

業種 

事業

場数 

検体

数 

項目 

ﾄﾘｸﾛﾛ 

ｴﾁﾚﾝ 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛ

ｴﾁﾚﾝ 

1,1,1-ﾄﾘ

ｸﾛﾛｴﾀﾝ

ｼﾞｸﾛﾛメ

ﾀﾝ 

四塩化

炭素 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

検出件数 0 0 0 0 0 0 
印刷業 1 2 

最大値           

検出件数 0 0 0 0 0 0 酸・アルカリ 

表面処理業 

8 12 

最大値       

検出件数 0 7 0 0 0 0 
洗濯業 24 49 

最大値  0.15     

検出件数 0 0 0 0 0 0 産業廃棄物 

処理施設 

1 1 

最大値       

検出件数 0 0 0 0 0 0 下水道終末 

施設 

6 6 

最大値       

検出件数 0 0 0 0 0 0 
その他 11  12 

最大値       

   定量下限値 0.03 0.01 0.3 0.02 0.002 0.01 

検出件数 0 7 0 0 0 0 合計 

 

51 82 

最大値  0.15     
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  温　泉　地　

  湧　出　地

  泉　質　名

採水年月日

外観

ｐＨ(ＲｐＨ）

泉温(気温)℃

湧出量(L/min)

密度（20℃） 0.999 1.004 0.997 1.023

蒸発残留物(g/㎏) 0.534 8.467 0.400 34.67

成分（㎎/㎏）

Ｈ

＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｌｉ

＋

－ 　 4.6 0.4 0.1

Ｎａ

＋

85.6 2687.3 137.7 8126.0

 Ｋ

＋

44.7 248.8 15.4 406.0

ＮＨ
４

＋

－ 　 － 　 0.5 － 　

Ｍｇ

２＋

28.6 113.5 1.3 1271.0

Ｃａ

２＋

14.2 153.4 3.1 763.0

Ｓｒ

２＋

－ 　 0.3 － 　 24.8

Ｍｎ

２＋

0.2 0.6 － 　 1.5

Ｆｅ

２＋

,Ｆｅ

３＋

0.3 － 　 － 　 9.7

Ｐｂ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｂａ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｃｄ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｃｕ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｚｎ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ａｌ

３＋

0.4 0.3 0.2 － 　

陽イオン小計　 174.0 3208.9 158.6 10604.0

Ｆ

－

0.3 0.5 0.3 0.5

Ｃｌ

－

8.7 4548.4 5.7 16318.0

Ｂｒ

－

－ 　 13.4 － 　 37.2

Ｉ

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＳＯ
４

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＳＯ
４

２－

3.7 317.1 0.5 2024.0

Ｓ
２
Ｏ

３

２－

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｈ
２
ＰＯ

４

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＰＯ
４

２－

0.7 0.5 1.6 － 　

ＨＣＯ
３

－

460.1 176.2 379.2 148.0

ＣＯ
３

２－

－ 　 11.9 18.0 － 　

NＯ
３

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

陰イオン小計 473.6 5068.3 405.3 18529.7

非解離成分(mg/kg)

Ｈ
２
ＳＯ

４
－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＡｓＯ
２

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｈ
２
ＳｉＯ

３
25.5 368.8 25.5 16.7

ＨＢＯ
２

－ 　 10.6 0.7 3.2

溶存ガス成分(mg/kg)

ＣＯ
２

13.2 － 　 － 　 38.7

Ｈ
２
Ｓ 0.2 － 　 0.1 0.2

成分総計(g/kg) 0.6865 8.6566 0.5902 29.19

利 用 施 設

(又は依頼者)

西彼杵郡西彼町鳥加郷

字上持木2218

遊湯館

鉱　泉　分　析　結　果　表 （１）

30.9(25.4）

ナトリウム－ 塩化物温泉

平成14年6月14日

無色、透明、無臭、

塩味・苦味(弱)

7.4(7.2)

300（動力）

東彼杵郡川棚町猪乗川

内郷954

渡辺 勇

川棚町

東彼杵郡川棚町猪乗川

内郷954

単純温泉

平成14年6月7日

無色、透明、無臭、無味

8.4(8.4)

20.5(30.5）

不明（動力）

南高来郡小浜町南本町

93番地

公立新小浜病院

94.5(27.0)

不明（動力）

ナトリウム－ 塩化物温泉

平成14年5月28日

無色、透明、土臭（微

弱）、塩味(弱)

8.2(8.0)7.4(7.4)

39.2(26.8)

 150（動力）

東彼杵郡東彼杵町駄地

郷　1137番地1

牧本 芳喜

単純温泉

平成14年5月21日

無色、透明、土臭（微

弱）、炭酸味・苦味（弱）

西彼町

西彼杵郡西彼町喰場郷

736番地

東彼杵町

東彼杵郡東彼杵町瀬戸

郷401番地2

小浜町

南高来郡小浜町南本町

93番地

長崎県衛生公害研究所報 資料48, (2002)
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  温　泉　地　

  湧　出　地

  泉　質　名

採水年月日

外観

ｐＨ(ＲｐＨ）

泉温(気温)℃

湧出量(L/min)

密度（20℃） 1.000 － 　 － 　 1.020

蒸発残留物(g/㎏) 1.238 1.000 0.236 37.19

成分（㎎/㎏）

Ｈ

＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｌｉ

＋

0.2 0.4 － 　 0.1

Ｎａ

＋

455.0 315.4 13.2 10510.0

 Ｋ

＋

4.4 40.2 14.6 237.6

ＮＨ
４

＋

0.4 － 　 － 　 0.1

Ｍｇ

２＋

0.8 10.5 15.2 1392.0

Ｃａ

２＋

1.8 165.0 25.1 1245.0

Ｓｒ

２＋

－ 　 0.2 0.2 5.8

Ｍｎ

２＋

－ 　 － 　 － 　 1.2

Ｆｅ

２＋

,Ｆｅ

３＋

－ 　 － 　 － 　 1.5

Ｐｂ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｂａ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｃｄ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｃｕ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｚｎ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ａｌ

３＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

陽イオン小計　 462.6 － 　 － 　 13393.3

Ｆ

－

2.5 0.1 0.1 1.5

Ｃｌ

－

18.9 24.9 13.8 18820.0

Ｂｒ

－

0.6 0.1 0.1 26.9

Ｉ

－

0.1 － 　 － 　 0.1

ＨＳＯ
４

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＳＯ
４

２－

－ 　 11.9 11.7 3431.0

Ｓ
２
Ｏ

３

２－

－ 　 － 　 － 　 0.1

Ｈ
２
ＰＯ

４

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＰＯ
４

２－

0.5 － 　 － 　 － 　

ＨＣＯ
３

－

1177.0 1052.6 216.0 137.5

ＣＯ
３

２－

60.0 － 　 － 　 34.5

NＯ
３

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

陰イオン小計 1259.6 － 　 － 　 22451.6

非解離成分(mg/kg)

Ｈ
２
ＳＯ

４
－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＡｓＯ
２

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｈ
２
ＳｉＯ

３
20.8 124.5 72.4 28.7

ＨＢＯ
２

5.5 1.9 － 　 5.0

溶存ガス成分(mg/kg)

ＣＯ
２

－ 　 － 　 19.8 34.5

Ｈ
２
Ｓ － 　 － 　 － 　 － 　

成分総計(g/kg) 1.7845 － 　 － 　 35.91

利 用 施 設

(又は依頼者)

49.6

－

島原市下川尻町8351番

地　　ケアハウス　しまば

ら

－

平成14年9月30日

無色、透明、無臭、塩味

7.9

島原市

島原市下川尻町8351番

地

鉱　泉　分　析　結　果　表 （２）

島原市白山町8362番地

3

島原市

35.6(32.0)

 600（自噴）

佐世保市大塔町2002番

地７ 　  県北地区食品流

通団地協同組合

ナトリウム－ 炭酸水素塩

泉

佐世保市

佐世保市大塔町2002番

地７

平成14年7月9日

無色、透明、無臭、無味

8.6(8.5)

300（動力）

－

平成14年9月30日

無色、透明、無臭、塩味

40.0

7.0

愛知県刈谷市野田町沖

野82番地32

川上 茂人

－

島原市白山町8362番地

3   島原簡易保険保養

センター

福江市

福江市下崎山441番地1

ナトリウム－ 塩化物温泉

平成14年10月24日

無色、透明、無臭、

塩味・苦味(中)

7.4(7.0)

42.0(20.0)

長崎県衛生公害研究所報 資料48, (2002)
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  温　泉　地　

  湧　出　地

  泉　質　名

採水年月日

外観

ｐＨ(ＲｐＨ）

泉温(気温)℃

湧出量(L/min)

密度（20℃） － 　 1.006 1.002 1.000

蒸発残留物(g/㎏) 0.694 8.720 3.260 0.581

成分（㎎/㎏）

Ｈ

＋

－ 　 － 　 － 　 5.0

Ｌｉ

＋

－ 　 3.6 － 　 － 　

Ｎａ

＋

106.9 2485.0 1215.0 6.2

 Ｋ

＋

41.5 208.7 15.8 2.7

ＮＨ
４

＋

－ 　 － 　 2.7 2.8

Ｍｇ

２＋

1.9 178.9 11.2 2.4

Ｃａ

２＋

79.2 169.0 32.4 － 　

Ｓｒ

２＋

0.3 0.7 0.7 － 　

Ｍｎ

２＋

－ 　 0.7 － 　 － 　

Ｆｅ

２＋

,Ｆｅ

３＋

－ 　 0.1 2.4 0.8

Ｐｂ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｂａ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｃｄ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｃｕ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｚｎ

２＋

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ａｌ

３＋

－ 　 0.5 0.4 2.9

陽イオン小計　 － 　 3047.2 － 　 31.7

Ｆ

－

0.1 2.7 1.1 － 　

Ｃｌ

－

263.2 4652.0 1628.0 6.1

Ｂｒ

－

0.7 55.8 52.9 59.2

Ｉ

－

－ 　 0.2 0.1 0.1

ＨＳＯ
４

－

－ 　 － 　 － 　 44.1

ＳＯ
４

２－

46.2 298.6 10.0 261.0

Ｓ
２
Ｏ

３

２－

－ 　 0.3 － 　 1.3

Ｈ
２
ＰＯ

４

－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＰＯ
４

２－

－ 　 － 　 － 　 － 　

ＨＣＯ
３

－

68.9 242.6 548.0 － 　

ＣＯ
３

２－

－ 　 23.9 － 　 － 　

NＯ
３

－

－ 　 0.1 － 　 － 　

陰イオン小計 － 　 5276.2 2240.1 371.8

非解離成分(mg/kg)

Ｈ
２
ＳＯ

４
－ 　 － 　 － 　 0.5

ＨＡｓＯ
２

－ 　 － 　 － 　 － 　

Ｈ
２
ＳｉＯ

３
16.1 283.7 18.2 21.5

ＨＢＯ
２

0.1 46.5 16.8 － 　

溶存ガス成分(mg/kg)

ＣＯ
２

13.2 8.7 17.6 255.0

Ｈ
２
Ｓ － 　 － 　 － 　 0.3

成分総計(g/kg) － 　 8.6623 3.5733 0.6808

利 用 施 設

(又は依頼者)

東彼杵郡川棚町中組郷

1518番地1

川棚町長　竹村 一義

南高来郡小浜町南本町

24番地24

国民宿舎　望洋荘

東彼杵郡川棚町中組郷

1518番地1

川棚町長　竹村 一義

南高来郡小浜町雲仙

320番地

（株）　富貴屋

 200（動力） 300（動力） 380（動力） 不明(自噴)

25.3 102.0(16.5) 56.0(12.0) 91.0(3.0)

6.8 8,1(8.1) 8.0(7.9) 2.3(2.3)

無色、透明、無臭、無味

無色、透明、無臭、塩味

(弱)

黄色、蛋白石濁、硫化水素

臭（微弱）、塩味・収斂味

（弱）

無色、透明、硫化水素

（弱）、苦味（弱）・酸味・収

斂味(中)

平成14年11月6日 平成14年12月16日 平成15年1月8日 平成15年1月8日

東彼杵郡川棚町三越郷

大崎オートキャンプ場内

南高来郡小浜町雲仙字

矢岳119番地2

－ ナトリウム－ 塩化物温泉 ナトリウム－ 塩化物温泉 単純酸性泉

鉱　泉　分　析　結　果　表 （３）

川棚町 小浜町 川棚町 小浜町雲仙

東彼杵郡川棚町三越郷

大崎オートキャンプ場内

南高来郡小浜町南本町

24番地24

長崎県衛生公害研究所報 資料48, (2002)



平成14年度水道水質監視項目調査結果

無機物質

水 源 名 水道事業者 ｼﾞｸﾛﾛ酢酸 抱水ｸﾛﾗｰﾙ ｳﾗﾝ

（指針値） (≦0.02) (≦0.03) (≦0.002)

木場水源 三和町 表流水 <0.002 <0.003 <0.0002 農薬類15項目（原水）：平成14年6月採水

長与川水源 長与町 表流水 0.002 <0.003 <0.0002 　　ｲｿｷｻﾁｵﾝ，ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ，ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP)，ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ

◎ 西海川 琴海町 表流水 <0.002 <0.003 <0.0002 　　ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(TPN)，ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ，ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ(DDVP)

伊佐ノ浦川 大島町 表流水 0.004 <0.003 <0.0002 　　ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ(BPMC)，ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ(CNP)，ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ(IBP)

土井浦貯水池 崎戸町 表流水 <0.002 <0.003 <0.0002 　　EPN，ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ，ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ，2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸

◎ 栄田３号井 諫早市 地下水 <0.002 <0.003 <0.0002 　　ﾄﾘｸﾛﾋﾟﾙ

小ヶ倉ダム 諫早市 表流水 0.006 0.004 <0.0002

◎ 黒丸水源 大村市 地下水 0.004 <0.003 <0.0002 消毒副生成物等5項目（浄水）：平成14年8月採水

森園第３水源 大村市 地下水 0.003 <0.003 - 　　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ，ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸，ｼﾞｸﾛﾛｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

◎ 伊木力第３水源 多良見町 地下水 <0.002 <0.003 <0.0002 　　ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ，亜硝酸性窒素

◎ 川棚川 川棚町 表流水 0.010 0.005 <0.0002

上水道安中水源 島原市 地下水 <0.002 <0.003 0.0006 無機物質3項目（原水）：平成15年1月採水

上水道津波川取水口 加津佐町 表流水 0.008 0.005 <0.0002 　　ﾆｯｹﾙ，ｱﾝﾁﾓﾝ，ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ，ﾎｳ素

六反田簡易水道中原溜池 加津佐町 表流水 0.003 <0.003 <0.0002

東浄水場東大屋第3水源 口之津町 表流水 0.002 <0.003 <0.0002 揮発性有機化学物質5項目（原水）：平成15年1月採水

神曽根ダム 平戸市 表流水 0.013 0.006 <0.0002 　　ﾄﾗﾝｽ_1,2_ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾄﾙｴﾝ，ｷｼﾚﾝ

志佐川 松浦市 表流水 0.002 <0.003 <0.0002 　　p_ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2_ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

嘉例川１号水源 江迎町 表流水 0.006 0.004 <0.0002

鹿町川 鹿町町 表流水 0.005 0.007 <0.0002

◎ 佐々川 佐々町 表流水 <0.002 0.003 <0.0002 　　以上の項目はすべて指針値の1/10以下であった

一ノ川 福江市 表流水 <0.002 <0.003 <0.0002

三尾野取水口 福江市 湧水 <0.002 <0.003 <0.0002

仲知津和崎水源 新魚ノ目町 表流水 0.016 0.008 <0.0002

◎ 武生水第１水源 郷ノ浦町 地下水 <0.002 <0.003 <0.0002

◎ 谷江川 芦辺町 表流水 0.002 <0.003 <0.0002

ケ知川焼松水源 美津島町 表流水 <0.002 <0.003 <0.0002

◎印：定点，’－ ’：欠測，単位：mg/L
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平成１４年度食品中残留農薬調査結果

１．前期分

検査対象農薬（ 農薬）60

、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ、ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ、ｴﾄﾘﾑﾎｽ、ｸﾛﾙﾋﾟﾛﾎｽ、ｼﾊﾛﾄﾘﾝ、ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ、ﾀﾞｲｱｿﾞﾉﾝ、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽEPN
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ﾌｪﾝﾁｵﾝ、ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ、ﾏﾗﾁｵﾝ、ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ、ﾚﾅｼﾙ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ、ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ

ﾌﾞﾀﾐﾎｽ、ｴﾃﾞｨﾍﾝﾎｽ、ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ、ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ、ﾎｻﾛﾝ、ﾃﾙﾌﾞﾎｽ、ｷﾅﾙﾎｽ、ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ、ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ、ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾌｧﾑ、ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ、ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ、ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ、ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ

ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ、ﾋﾞﾀﾙﾀﾉｰﾙ、ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ、ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ、ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ、ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ、ｼﾌﾙﾄﾘﾝ

ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ、ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ、ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ、ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ、ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ、 、ﾁｵﾒﾄﾝ、ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ、ｲｿﾌｪﾝﾎｽDEP
ﾎｽﾒｯﾄ、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾄﾘｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ、ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ、ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ、ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ、ｷｬﾌﾟﾀﾝ、ﾎﾙﾍﾟｯﾄ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ

検査対象農産物（ 種 検体）6 14
ばれいしょ( )、トマト( )、びわ( )、なす( )、ミニトマト( )、オレンジ( )4 4 2 2 1 1
＊()内は検体数を表す

産地：ミニトマト、オレンジは韓国産、その他は県内産

検体採取時期

平成 年 月～ 月15 5 6

検査結果

検出せず

２．後期分

検査対象農薬（ 農薬）30

、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ、ｸﾛﾙﾋﾟﾛﾎｽ、ｼﾊﾛﾄﾘﾝ、ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ、ﾀﾞｲｱｿﾞﾉﾝ、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝEPN
ﾌｪﾝﾁｵﾝ、ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ、ﾏﾗﾁｵﾝ、ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ、ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ、ｴﾃﾞｨﾍﾝﾎｽ、ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ、ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ

ﾎｻﾛﾝ、ｷﾅﾙﾎｽ、ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ、ﾋﾞﾀﾙﾀﾉｰﾙ、ｼﾌﾙﾄﾘﾝ、ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ、ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ、ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ、ﾄﾘｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ、ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ

検査対象農産物（ 種 検体）8 32
ほうれん草( )、キャベツ( )、にんじん( )、レタス( )、かぼちゃ( )、みかん( )6 4 4 2 3 6
だいこん( )、ばれいしょ( )3 4
＊()内は検体数を表す

産地：すべて県内産

検体採取時期

平成 年 月15 11

検査結果

検出せず

３．緊急対応分

検査対象農薬 検査対象農産物 検出数 検体数 検出値( )/ ppm

3/3 0.006 0.012 0.008ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 中国産冷凍ほうれん草 、 、

4/8 0.04 0.05 0.10 0.95ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ しょうが（県内産） 、 、 、

0/5ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ほうれん草（県内産）

長崎県衛生公害研究所報 ， 資料48 (2002)
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表 油症検診者の血液中のＰＣＢ、ＰＣＱ濃度（平成１４年度）1

ＰＣＢ（ ） ＰＣＱ（ )ppb ppb

検診者数 最低～ 最高 平 均 検診者数 最低～ 最高 平 均

1 17 4.7 0.02 1.31 0.56認 定 者 ４９ < ～ ２１ < ～

1 6 3.8 0.02 0.32 0.11玉之浦町 未認定者 １０ < ～ ５ < ～

1 17 4.6 0.02 1.31 0.48計 ５９ < ～ ２６ < ～

認 定 者 ２５ < ～ １ －1 11 4.6 0.25

奈留町 未認定者 ４ ～ １ －1 6 3.8 0.05

1 11 4.5 0.05 0.25 0.15計 ２９ < ～ ２ ～

1 5 1.6 0.02 1.80 0.55認 定 者 １６ < ～ １４ < ～

1 2 0.5 0.02 0.36 0.03長崎市 未認定者 ２０ < ～ １５ < ～

1 5 1.0 0.02 1.80 0.28計 ３６ < ～ ２９ < ～

1 17 4.1 0.02 1.80 0.55認 定 者 ９０ < ～ ３６ < ～

1 6 1.7 0.02 0.36 0.05計 未認定者 ３４ < ～ ２１ < ～

1 17 3.5 0.02 1.80 0.36計 １２４ < ～ ５７ < ～

長崎県衛生公害研究所報 ( ) 資料48, 2002
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環境中ダイオキシン類測定結果

表１．平成１４年度環境大気中ダイオキシン類分析結果

毒性等量

PCDDs PCDFs ｺﾌﾟﾗﾅPCB (ｐg-TEQ/ｍ

３

)

春 0.76 1.4 1.6 0.036

夏 0.24 0.30 2.3 0.010

秋 0.78 1.6 2.3 0.037

冬 0.34 0.91 1.2 0.018

春 0.64 1.1 1.7 0.028

夏 0.51 0.54 2.1 0.011

秋 0.92 1.3 0.98 0.030

冬 7.5 1.7 0.49 0.072

春 0.66 1.1 1.8 0.030

夏 1.4 0.52 2.3 0.015

秋 0.92 1.6 2.4 0.036

冬 2.7 1.1 0.80 0.038

春 1.9 5.7 1.8 0.13

夏 1.4 0.98 3.5 0.027

秋 2.5 8.3 2.7 0.26

冬 6.6 2.9 0.70 0.087

春 0.37 0.75 2.9 0.024

夏 0.60 0.89 16 0.027

秋 0.45 1.1 3.3 0.024

冬 11 0.92 0.89 0.069

春 0.77 1.5 0.91 0.029

夏 0.62 0.38 1.4 0.010

秋 0.68 0.97 0.88 0.021

冬 0.96 1.1 0.34 0.028

春 0.43 0.89 2.2 0.021

夏 0.52 0.99 4.5 0.023

秋 0.57 0.89 3.8 0.020

冬 0.29 0.69 1.1 0.017

松浦市役所

壱岐保健所

西諌早観測所

大村大気測定局

島原農業改良普及センター

佐世保市保健所

測定地点名 季節

時津小学校大気測定局

実測濃度
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表２．平成１４年度環境水中ダイオキシン類分析結果

毒性等量

PCDDs PCDFs ｺﾌﾟﾗﾅPCB (ｐg-TEQ/L)

大村湾（中央南） H14.8.5 2.5 N.D. 0.61 0.070

大村湾（自衛隊沖） H14.9.2 7.5 0.09 1.0 0.073

大村湾（久留里沖） H14.8.5 3.2 N.D. 1.6 0.071

大村湾（久山港沖） H14.9.2 19 0.46 2.0 0.079

北松海域（舘浦漁港） H14.8.29 1.9 0.06 1.1 0.070

橘湾（小浜港） H14.9.10 6.6 2.2 3.7 0.14

橘湾（加津佐漁港） H14.9.10 33 1.3 3.1 0.091

橘湾（有喜漁港） H14.9.24 6.5 0.09 0.92 0.072

橘湾（為石漁港） H14.9.24 1.8 0.04 0.63 0.070

有明海（口之津港） H14.9.10 21 1.0 1.3 0.079

有明海（瀬詰崎沖） H14.9.2 11 0.87 1.7 0.075

仁田川（瀬田橋下流） H14.7.30 6.0 0.08 0.56 0.071

福江川（大正橋上堰） H14.7.3 790 15.0 3.8 0.61

相浦川（相浦橋） H14.8.28 140 7.9 12 0.21

東大川（佐夜姫橋上堰） H14.9.10 100 3.6 2.0 0.17

表３．平成１４年度底質中ダイオキシン類分析結果

毒性等量

PCDDs PCDFs ｺﾌﾟﾗﾅPCB pg-TEQ/g(dry)

大村湾　　中央（南） H14.9.2 5900 230 300 9.9

大村湾　　自衛隊沖 H14.10.7 3500 170 240 5.9

大村湾　　久留里沖 H14.8.5 2400 130 260 3.8

大村湾　　久山港沖 H14.9.2 6700 400 240 12

橘湾　　　為石漁港 H14.9.24 1600 160 190 4.9

橘湾　　　有喜漁港 H14.9.24 2300 46 50 1.9

橘湾　　　小浜港 H14.9.10 470 30 110 1.5

橘湾　　　加津佐漁港 H14.9.10 5700 180 1200 7.5

有明海　　多比良港 H14.9.10 2100 180 95 3.6

有明海　　口之津港 H14.9.10 8100 310 260 11

北松海域　平戸港 H14.8.29 4100 260 8600 13

北松海域　川内港 H14.8.29 2800 72 220 4.2

北松海域　江迎港 H14.8.29 7300 420 1700 9.8

北松海域　楠泊漁港 H14.8.29 4700 900 1600 12

北松海域　佐々港 H14.8.29 4500 320 840 9.0

五島海域　奈留島港 H14.7.4 450 47 580 2.3

五島海域　福江港 H14.7.4 5700 140 1300 6.7

五島海域　富江港 H14.7.4 410 16 38 0.91

対馬海域　佐須奈港 H14.7.29 950 79 410 2.8

対馬海域　比田勝港 H14.7.29 2400 170 1400 5.9

対馬海域　仁位港 H14.7.29 4200 32 50 3.2

対馬海域　竹敷港 H14.7.29 1400 93 610 4.1

対馬海域　厳原港 H14.7.29 2800 86 1900 4.1

東大川　　佐夜姫橋上堰 H15.2.6 1900 89 64 2.4

相浦川　　相浦橋 H14.8.28 2300 210 600 4.2

実測濃度

実測濃度(pg/g(dry))

地点名 採取年月日

測定地点名 採取年月日
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表４．平成１４年度土壌中ダイオキシン類分析結果

毒性等量

PCDDs PCDFs ｺﾌﾟﾗﾅPCB pg-TEQ/g(dry)

佐世保市船越町 H14.12.19 930 1.5 18 0.80

佐世保市萩坂町 H14.12.19 190 N.D. 1.2 0.66

佐世保市川谷町 H14.12.19 620 N.D. 8.0 0.72

諫早市小野町 H14.10.23 120 N.D. 1.5 0.66

諫早市本野町 H14.10.23 290 7.6 2.1 0.72

諫早市白岩町 H14.10.23 250 6.9 14 0.75

諫早市福田町 H14.10.23 8400 280 71 5.3

諫早市小豆崎町 H14.10.23 7800 35 22 3.2

大村市森園町 H14.10.23 6900 770 100 41

大村市森園町 H14.10.23 13000 270 110 13

大村市東三城町 H14.10.23 1600 36 88 2.4

大村市池田１丁目 H14.10.23 42000 54 100 7.3

松浦市志佐町 H14.6.25 1100 5.9 17 0.88

松浦市御厨町 H14.6.25 8100 67 74 4.2

島原市前浜町 H14.5.27 1200 390 54 26

島原市北門町 H14.5.27 1000 390 98 18

上県郡上対馬町大字大増 H14.4.25 7900 4.9 32 2.4

下県郡厳原町大字久田 H14.4.25 760 2.9 27 0.84

下県郡美津島町鷄知 H14.4.25 47 N.D. 3.9 0.64

西彼杵郡時津町日並郷 H14.11.8 160 0.80 6.5 0.68

西彼杵郡時津町久留里郷 H14.11.8 150 11 14 0.69

西彼杵郡時津町日並郷 H14.11.8 5800 150 72 5.3

西彼杵郡時津町日並郷 H14.11.8 1000 69 20 3.0

東彼杵郡川棚町小串郷 H14.6.7 96 0.70 1.6 0.67

東彼杵郡川棚町小串郷 H14.6.7 650 16 11 1.1

南高来郡有明町大三東戊 H14.5.14 1100 9.4 27 0.88

南高来郡国見町土黒乙 H14.5.14 290 20 110 0.79

南高来郡吾妻町田之平名 H14.5.14 6.0 N.D. N.D. 0.63

実測濃度(pg/g(dry))

所在地 採取年月日
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発生源ダイオキシン類測定結果

表１．平成１４年度　煙道排ガス中ダイオキシン類分析結果

測定結果　

PCDDs PCDFs ｺﾌﾟﾗﾅPCB ng-TEQ/ｍ３N

佐世保市 一般廃棄物処理施設 H15.2.5 1.7 1.0 0.11 0.040

佐世保市 産業廃棄物処理施設 H14.5.20 150 110 15 6.3

佐世保市 産業廃棄物処理施設 H15.2.26 0.18 1.6 0.18 0.010

佐世保市 その他 H15.2.28 1.6 5.8 0.23 0.31

諫早市 産業廃棄物処理施設 H15.1.22 0.14 0.064 0.038 0.00028

諫早市 産業廃棄物処理施設 H15.2.19 25 67 5.7 1.2

大村市 産業廃棄物処理施設 H14.5.28 0.81 4.6 0.11 0.053

大村市 産業廃棄物処理施設 H15.2.4 15 83 13 2.2

大村市 産業廃棄物処理施設 H15.2.14 7.4 33 2.2 0.49

大村市 その他 H15.2.6 51 73 4.2 21

松浦市 一般廃棄物処理施設 H14.5.23 280 150 16 5.4

外海町 一般廃棄物処理施設 H14.4.19 200 150 19 5.2

大島町 一般廃棄物処理施設 H14.6.4 270 320 31 18

琴海町 産業廃棄物処理施設 H15.1.28 86 180 13 5.9

西彼町 産業廃棄物処理施設 H15.2.13 0.88 1.0 0.14 0.025

生月町 一般廃棄物処理施設 H14.5.22 240 170 15 5.2

大島村 一般廃棄物処理施設 H14.5.13 200 140 12 12

川棚町 産業廃棄物処理施設 H15.1.27 0.034 0.0070 0.028 0.0000022

高来町 一般廃棄物処理施設 H14.5.13 1800 1300 98 51

有明町 一般廃棄物処理施設 H14.5.28 58 18 2.2 1.0

国見町 産業廃棄物処理施設 H15.2.21 26 42 3.8 0.77

国見町 産業廃棄物処理施設 H14.5.27 380 930 66 28

小浜町 産業廃棄物処理施設 H15.1.22 14 18 1.8 0.43

加津佐町 その他 H15.2.5 81 430 15 7.2

事業所所在地

実測濃度

採取年月日施設種類
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ポリフェノール類の食中毒等起因細菌に対する抗菌活性の再評価

○田栗 利紹 ，田中 隆 ，河野 功 （ 長崎県衛公研， 長崎大・生命薬科学）
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【目的】ポリフェノール類は，様々な食品に含まれており，抗酸化作用等の生理活性を保持しているこ

とから，機能性食品の素材として注目を浴びている。これらは抗菌活性も有しており，食中毒や感染症

を引き起こす細菌に対する抗菌力が報告されているが，一般的に標準菌株に対するMIC値で評価さ

れ，野生株を含めた多数の細菌株を対象にした例はない。我々は，多数の細菌株に対する感受性を

精査することで，様々なポリフェノール類の抗菌活性を再評価した。

【方法】ポリフェノール類は，エピガロカテキン，エピガロカテキンガレート，プニカラジン，タンニン酸，

カスタラジン，プロアントシアニジン，ゲライニン，ビワプロシアニジン，テアフラニンおよびビワ紅茶エキ

スを用いた。対象とする細菌は，食中毒等の原因細菌として同定された野生株を含むビブリオ属菌23

株，サルモネラ24株，病原性大腸菌等22株および黄色ブドウ球菌20株を試験に供した。抗菌活性は

日本化学療法学会の示した寒天平板希釈法によりMIC値を測定して評価した。

【結果及び考察】全体的なMIC値は，エピガロカテキンガレートとカスタラジンが低い傾向にあり，ゲライ

ニンとビワプロシアニジンは高い傾向にあった。しかしながら，後二者のビブリオ属菌および黄色ブドウ

球菌に対するMIC値は前二者とほとんど変わらず，菌種特異性が認められた。この傾向は全体的にも

認められ，MIC値はビブリオ属菌と黄色ブドウ球菌に対して低い傾向にあり，サルモネラと病原性大腸

菌等に対して高い傾向にあった。細菌株間のMIC値は，ビブリオ属菌と病原性大腸菌等において，最

大値と最小値の比率が最大16倍であり，細菌株間に変異があることが認められた。




